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本 シンポ ジウムの狙 い

わが国の情 報化は、企業 内の情報化に加 えて、企業 間にまた

がる業務の情報化 もEDI(電 子データ交換)やEFT(電 子

資金転送)な どのように着々と進展 しています 。また、パー ソ

ナル コンピュータの普及やインターネッ ト利用の拡大によって、

最終消費者であ る一般家庭まで も含めて情報化 が進め られ よ う

としてお ります。

このよ うな状況の下 、従来の ような特定 の相手先のみ との電

子取引か ら、将来的には一般消費者を含めた不特定多数の相 手

先 と、ネ ッ トワーク上で取引を行 う時代がやって くると思われ

ます。

このよ うな 「ビジネス上のすべてのプロセスの情報交換をオー

プンなネ ッ トワーク上で電子化 して行う」ことをエレク トロニ ッ

ク ・コマース(電 子商取引:EC)と 呼んでいます。

そのためには、誰 もが安心 してネ ッ トワークにおいて電子 デー

タのや り取 りができる環境が必要です。

このような状況の もとで、通商産業省で は 「高度産業情報化

プログラム(産 業構造審議会情報産業部会産業情報化小委員会

報告)」(平 成7年3月)に おいてECに ついて取 り上げる と

ともに 「電子商取引環境整備研究会」(平 成7年4月 設置)に

おいて今後のEC実 現に向けての環境整備のための方策な どの

検討を行 ってきています。また、EC実 現のための具体的な実

験を行 うことに しています。

当シンポジウムでは、政策当局、有識者、ユーザ 、ベ ンダが
一堂に会 して討議iし、今後の産業の高度情報化 の推進 に資す る

ことと致 します。





主 催 者 挨 拶

財団法人 日本情報処理開発協会

会 長 井 川 博

21世 紀 は情報 化の時代 と言 われ てい ます。 そ して現在 、世界 の情報化 の

動 向は、実 にす さま じい勢 いで流れ てい ま して、少 しで も油断 をすれ ば取 り

残 され るとい う状 況で あ ると思 います 。一 方、我が 国の情報 化 は、諸外 国 、

特 に先進 国ア メ リカ に比べ ると大変 な格差 があ る とい うことが危惧 され て お

ります 。 この情報 化の遅れ は、産業 の競 争力、経済 の発展力 、社会 の活力 と

い うものに大 き くかかわ る とい うことであ り、 これを放置す れ ば、大変 な こ

とにな るわ けで ござい ます。

現在 、EC(電 子商取 引)が 大変注 目されて まい りま した。 それ は、EC

が産業 、経 済 の構造変革 に強 く関係す るか らです 。

こう した状況 の 中で、御 案 内の よ うに、政府 ・通 商産業省 は、今 回、三 百

数 十億 とい う画期 的な補正 予算 によ ってECの 新 しい技術 開発 、 あ るいは 実

証実験 を推進 す ることに して お られ ます 。

私 ども 日本 情報処理 開発 協会の産業情報化推進 セ ンターは、従来 か ら、E

DI、STEP、CALS等 を推進 して まい りま した。今 回、 日本経 済新 聞

社 との共催 に よ り、通産省 の後援を得 ま して、 「ECへ の展 開 に向 けて」 と

い うテ ーマで シンポ ジウムを 開催い た します の も、我 が国 にお いて、 このE

Cが 積極 的に展 開 され るこ とを念願 す るか らこそであ ります 。

い ろいろな問題 があ ります。技術 的な 問題 もあ ります し、制 度上 の問題 も

あ ります。 しか し、それ らを解決 して、我が 国に21世 紀 にお ける栄光 あ る

リー ダー国 と して の経済力 、社会の活 力 を取 り戻 していかな けれ ばな りませ

ん。

本 シ ンポ ジウムの意義 を御母解 いただ きます と同 時に、今 後 、御 出席 の 皆

様方 が、ECを 展 開 してい く新 たな力 とな って御活躍 いただ きます ことを 祈

念 いた しま して、 開会の挨拶 とさせ てい ただきます。
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主 催 者 挨 拶

日本経済新聞社取締役

東京本社広告局長

千 葉 昌信

先 の産 業構造審議 会情報 産業部会 で も、今井先 生が報告 されてい ましたが、

最近 の 日米 の情 報化投 資 の格差 は広が る一方 で、一向 に縮 まってはいない よ

うです。 これ は非常 に由々 しき事態 だ と感 じてお ります。

少 し話が横 道 に外 れ るか も しれ ませ んが、今 か ら10数 年前、 ニュー ヨー

クに居 りま したが 、今 で も当時の ニュー ヨー クでの ビジネスマ ンの通勤風 景

が強烈 な印象 と して脳裏 に焼 きつい てい ます。 マ ンハ ッタンのグラ ン ドセ ン

トラル駅 か らはい ろい ろな鉄道路線 が走 ってい るわけですが、朝、ニ ュー ヨー

クの ビジ ネス マ ンは 「ウ ォール ・ス トリー ト・ジ ャーナ ル」 か 「ニ ュー ヨー

クタイムズ」 を読 んで い るか、 あ るいは秘書 に仕事 を指示 す るため に、 テ ー

プ レコーダに一生懸命声 を吹 き込 んだ りしてい ま した。電車の中で約1時 間、

本 当 に私語 はな く、全 員 が仕 事 に向け て準備 を してい る 一 そうい うビジ ネ

スス タイル を私 は 目の当 た りに したわ けです。 もちろん、 日本 で も、通勤 電

車 の 中で新 聞 を熱 心 に読 む ビジ ネスマ ンの姿 は見受 け られ ますが、米 国の こ

の シー ンは極 めて 印象 的で した。

あ れか ら10年 以上 が経 ち ますが、最近、 た また ま米 国か ら帰 った人 の話

を聞 くと、最近 のニュー ヨー クの ビジネスマンは、朝 だ けではな く、夜8時 、

9時 の帰 宅時の電 車 の中で も、パ ソコ ンを持 って仕事 を している。家で少 し

で も奥 さん と会話 をす るため に、 また、残業 時 間 を減 らす ため に も電車の 中

を有 効利用 してい るんだ とい う話 を聞 きま した。 ケネデ ィ空港 などで飛行 機

に乗 る待 ち時間で も、米 国の ビジネスマ ンはパ ソ コンに向か ってい るが、 日

本 の ビジネスマ ンはだい たい寝 ている とい うこ とで、私 に とって も大変 耳 が

痛 い話です。バ ブルが は じけ て以降 の 日本で は、電車が混 んでい るせ い もあ

るの で しょうが 、朝 、皆 さん、座 ってい る時 は仕事 の準備 をい ろいろ と して

い る よ うですが 、米 国 とはち ょっ と違 う感 じが してい ます。

もち ろん、 日米の仕事のや り方の違いがあ ります か ら何 とも言 え ませ んが、

日米 の ビジネス マ ンの通勤風 景 を比較 してみ て も、結 果 と して 日米 の情報 化



投 資 の格差が現 れてい る ことが確 認 で きる ような気 が します。今井 レポー ト

で は、バ ブルが は じけたあ との不況 の時 に 日米 の情 報化投資 の格差が広 が っ

た と報告 されてい ます。

ところで、 この産業情報化 シ ンポジ ウムは今 回で11回 目を迎 えます。 昭和

60年 に 「広 が る産 業の情報化」 とい うテーマで 日本情 報処理 開発協会 とシ ン

ポジウム を始め させ ていただ きま した。昭和61年 が 「イン タオペ ラビリティ」。

それか ら、 「OSI」 、 「ISDN」 と続 き、平 成元年 の第5回 目が 「ED

I」 で した。その後 の数 回 は、バ ブルがは じけて不況 の色 が濃 くなった事 も

あ り、比較 的テーマ もお とな しか ったような気 が してい ます。

今 回 は 「ECへ の展 開へ 向 けて」 とい うこ とで、EDIの 延長線上 にお け

るECを 改 めて議 論す る とい うこ とにな りま した。 い よい よ日本 も米 国 に追

いつ き、追 い越 す ため にス ター トを切 り、今 年 か ら来年 にか けて、飛躍 して

いか なけれ ばな りませ ん。

本 日の シンポジウムが、 日本 の情 報 シス テム化 の更 なる進展 につ ながれ ば、

主催 者 と して大変 うれ し く思 う次 第です。

なお、最後 にな りま したが 、本 シンポジウム を開催 す るにあた り、通産省

をは じめ各 講師の先生方 に大変 お世話 にな りま したこ とに御礼 を申 し上 げ ま

して、私の ご挨拶 とさせ ていただ きます。
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基 調 講 演

『ECの 展 望 一米 国 にお け るECの 動 向 を 中心 に 一』

NTT常 務理事

林 紘 一 郎





基調講演

ただいま御紹介 をい

ただきま した林で ござ

います 。 この8月 まで

NTTア メ リカの社長

を してお りました。

私 とECと のかか

わり合いは、途中で

ECの 展望

一米 国にお けるECの 動 向を中心 に －

NTT常 務理事

Smartvalley社 につ いて御 説 明を す る ときに出 て

まい りますので、後 ほ どお話 いた します 。

始 め ます前 に、一 、 二、 イ ン トロダ クショ ン

を申 し上げた い と思 い ます。

まず 、全 体の構 成 は 、最初 にホ ームペ ー ジを

使 いま して 、具体 的な 例を御 紹介 させ て いた だ

きます 。 その後、CommeroeNetそ の他、 ア メ リカ

で現 に動いて いる状 況を若干御説 明いた します。

さらに3番 目にア プ リケ ーシ ョン として どん な

ものが あ るか を少 し眺 めて み ま して、そ の後 、

セキ ュ リテ ィの状 況 とい うお話 を して、 最後 に

ま とめをす る とい う形で進 めたい と思い ます。

まず 最初 に、ECが 、なぜ こん なに フ ィー バ

を して いる のか とい う こ とを考 え てみた いわ け

で ござ いますが 、大 き く分 け ま して、大 体四 つ

の理 由が あるのではな いか と思 ってお ります。

一つ は、 まず 、 イ ンターネ ッ トを初め とす る

コン ピュー タ シス テム を使 って商 売を しよう と

い うオ ンラ イ ンシ ョ ッ ピング やサ イバー モー ル

な ど、 いろ いろな 言葉 で 呼ば れて います が、 こ

う した もの が急速 に増 加 を してい るとい う、 実

需あ るいは商売 に基づいた状況 です 。 もちろん、

これが 一番 の推進 力で ある とい う ことは 当然 だ

と思い ます。

2番 目は、一体 とな るべ き 決済 の ことを含 め

たかな りの トライ アル が活発 化 して きた とい う

ことが あろ うか と思い ます 。 やは り トラ ンザ ク

シ ョン、商流 の部 分 と決済 の部 分、金融 と流通

林 紘 一 郎

の部分 をい か に組 み合 わせる か とい うの が一 つ

の大 きな課題 であ ろ うか と思い ます。

3番 目は 、 それ らを 踏 まえ ま して、実 際の 商

取引にECを 使 って や ろ うと い う ことを 契機 と

いた しま して、提 携 と か買収 ある いは新 技術 の

競い合 い、 デ フ ァク トの争い とい うもの が大 変

活発化 を して いる状況 にあ ろ うか と思 い ます 。

これがECあ るい はCALSと かEDIと か 、

いろい ろな 仕組 みを み んな に認識 してい ただ く

大きなき っか けにな ってい ると思 います。

4番 目は 、以上 を踏 まえて 、各 種団体 の設 立

が急速 に進んで いる という状況 です 。 日本で も、

これは かな り顕著 であ ります し、 ア メ リカに も

いろいろな 団体が で きてお ります 。

以上が 、最初 に申 し上げて お くべ き現状 です。

それ では 、最初 にホ ー ムペ ー ジを例 に 、何 が

行われてい るか を御 紹介 いた します。

ECの プ レーヤ はだ れか を挙 げ るとい うこ と

で、誰 か に 図をつ くって もら うと します と、 多

分、 こ こに御 出席 の方 々の間 で も、相 当 色合 い

が違 った図 表 がで き上 が るん じゃな いか と思 い

ます(図 一1)。 これ はNTTの ロゴが つ い て

お ります よ うに、我 が 社 内で あ る方が使 って い

るもの を借 りて きた も のです が、 ど うして も、

私 どもがECと い うもの を見 ます と、商 取引 を

行 う媒 体は ネ ッ トワー ク、特 に最 近急速 に伸 び

てい るイ ンターネ ッ トである とい うこ とで、 そ

れにかな り関係 した図表になるわ けで あ ります。

同じように、私 どもの通信技 術以外の技術 を使 っ

ていた だ く とす れ ば、 例 えば 暗号 方式 で あ っ た

りしま して 、特 に決済 に絡ん だ 問題が大 き く ク

ロー ズア ップ され るこ とにな ります。 したが っ

て、ここにCommerceNetと か、NetscapeやDigicash、

CyberCash、Mondex、 マイク ロ ソフ ト、VISA

連合 と い うよ うな もの が挙 が って お りま す。 し
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か し実 は、 これ以 外 に も本当 の商 売 と してEC

を使 ってお られ る方 は大勢 お られ るわ けで あ り

ま して 、正直 に 申 し上 げる と、 これは、 コモ ン

キ ャ リアか ら見 たECの 図表 とい うこと にな る

か も しれませ ん。 御 出席 の皆 様 方 の中に は、 こ

れを 当然 、 自分 の もの と して お使 いにな って い

る方 が お られ る と思い ます。 いず れに して も、

ワール ドワイ ド・ウェブ(以 下、"WWW")を

使 い ま して、 ど こかの ホ ーム ペ ー ジを開 いて み

るのが お もしろいのではないか と思 います。

現 在 、 イ ンター ネ ッ トを使 った いろい ろなE

Cの ネ ッ トワー クが あ り ます が 、 こ の例(図

一2)で は、SHTTPの 中 に"WWW"の
"commerce

.net"と 表示 されてお りますの でお わ

か りと思い ますが 、私 どもが 一 番 深 くか か わ っ

て いる ネ ッ トワー クで何 が売 られ てい るか を例

として御 紹介いた しま した。 コ ンピュータを使 っ

た シス テム と して始 ま りま したの で、 当 た り前

とも言 え ます けれ ど も、 コン ピュ ータそ の もの

や、 電 子部 品な どを ネ ッ ト上 で取 引す る とい う

ことが 結構 盛ん に行わ れてお ります。 この会 社

は、 コネ ク タを売 って いるコ ネ ク ター ラ ン ドと

い う会 社 で ござい ま して、こ こに新商品 の紹 介

な ど、 いろ い ろな もの が 目次 と して表示 され て

お り、 この 中の どれか をク リ ックすれば 、 ま た

枝 葉 の分か れた 中に入 ってい ける とい う皆様 良

くご存 じのWWWの 仕組みで ございます 。

これ を使 って、 ある 商 品を 見 て値段 を 確認 し

て、 さ らに注文 をす る にはど うす るか とい う簡

単 なオ ーダ ー フォーム の例を こ こにお出 しして

おります(図 一3)。 これ以外 に、 スペ ックや、

価格 な ども当然 見 なが ら決め な ければ い けな い

わけで すが 、商 品 を購 入する 場合 には、氏名 そ

の他を 入れ た後 、 ク レジ ッ トカ ー ドの番号 な ど

を入 力 して、取 引を完了 させ ます。

実 は 、イ ンター ネ ッ トとECと い うの は、 必

ず しも同義 語ではな いわ けですが 、CommeroeNet

の よ うな新 しい仕 組み を考え る以 前か ら シ ョ ッ

ピング を行 って いた会 社 もあ り、 ここで は有 名

なlntemetShopPingNetwork(ISN)の ペ ー ジ

を見て お ります(図 一4)。 この会社 は 、そ の

後、QVC社 と ともにテ レビ ショッピングをや っ

てお ります二大大手会社 の一つであるホーム ショッ

ピング ・ネ ッ トワー ク社 に買 収 され ま した。 で

すか ら、 ホ ーム シ ョッ ピング ・ネ ッ トワー ク社

は電話事業で非 常 に盛ん にな って お ります800番

とい う特別 な局番 を使 った電 話 と テ レビ とを 組

み合わ せた シ ョッ ピング以外 に、 イ ンタ ーネ ッ

トを使 った シ ョッ ピング とい う両 者 にお いて ア

ドバ ンテー ジを持つ ことにな りま した。

この ペー ジか らもお わか りの よ うに、 上の 方

にパ ソ コンあるい はそ れ に付 随 した商品 の安 売

りの欄 が あ りま して、 それが 幾 つ も出て お りま

す。 しか しなが ら、そ れ だけ では な く、 ここ で

は、む しろ我 々に身 近 な もの を売 ってい る例 を

御 紹 介 した い と思 い ます 。 左 側 に"SpeCialty

Stores"と 書 い て あ りま す 上 か ら3段 目に

"GlobalPlaza"と い うのが あ ります が
、 これ を

見 たペ ー ジが 次の表 です(図 一5)。

ここで は 、何 の変哲 もな いペ ンを売 ってい る

わ けで すが 、 ゴール ドプ レイ テ ッ ド・ペ ンと書

いてあ りま して、普通 の リテ ール で買 うと100ド

ルです 。 ア ワー プライ スは35ド ルで、YouSave

65ド ル と書 いて ご ざい ます。 話が 横 にそ れま す

けれ ど も、 私 はア メ リカには3年 半 ぐらい しか

いなか った んです が、 日米で 、身 近 な単 語 が い

かに違 った 使われ 方を す るか とい うのに驚 い た

ことが 幾つ もあ ります 。 この セ ー ブ とい う言 葉

も、ま さにその一つで、我 々がセ ーブと言 えば、

どこか の銀 行か タ ンス に金 を 貯め るこ とをまず

考 える わけ です が 、ア メ リカ 人 に とって 、セ ー

ブ とい うの は、消 費は す るけ れ ど も、安 く買 え

る とい うこ とを言 うよ うで、 日本 語の辞 書 は 、

この意 味で はほ とん ど語感 が 間違 って い るの で

はない か と思 い ます 。 米 国に お け るこ うい う文

化の違 い も、ひ ょ っとす る とECの よ うな もの

を大変 ポ ピ ュラー にす る原動 力 にな るの か な と

い う気 もいた します 。

話 を戻 しま して 、 「OrderNow」 と書 いてあ り

ますが 、 この画 面 上だ けで これの 処理が でき る
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とい う ことです。 もち ろん、 テ レビシ ョ ッピ ン

グのホ ーム シ ョッ ピン グ ・ネ ッ トワー クを見 て

お りま す と、そ こ には い ろい ろの ノウハ ウが あ

りま して、 安売 りを 時 間を 限 って や るとい うの

も一つ の ノ ウハ ウです 。 つ ま り、 この値 段は あ

と何分 で終 わ りと い う ことを や ります と、何 か

人 間は 、 ど う して も今 買 った方が セーブ にな る

な とい う気 持 ちにな る わ けで す。 従来 の テ レ ビ

画面 と電話 の800番 とい う組み合 わせ の、いわば

トラデ ィシ ョナル な売 り方 も ござ います けれ ど

も、 こ の画 面 の よ うに、 も う少 しクール で、 し

か し、 着実 なや り方 もある とい うこ とか と思 い

ます。

さて 、そ うい う表層 的な現 象面 な らば 、皆 様

の方が、 よ く御存 じか もしれ ません し、 イ ンター

ネ ッ ト上 で は幾 らで も見 られ ます ので、 私が 御

紹介す るま で もな いか と思い ます 。私が ここ に

呼ばれ た理 由は、私 がNTTと の つなが りを つ

けたSmartValley社 が 、CommereeNetを 始め た と

い うこ とで 、私 も少 しECに つい て促進 す る に

貢献が あっ たん じゃな いか とい う、 これ は誤解

であ りますか、正解 であ ります か存 じませんが、

そのよ うな ことで はないか と思 い ます。

もと もと シ リコ ンバ レーは 、LSIそ の他 の

製造 で 大変 なア ドバ ンテ ー ジを持 ってい るわ け

です が 、 コ ンピュ ータ が だん だん 小型化 して ま

い りま して 、 ソフ トウエ アの 重要 性が どん どん

増 して まい ります と、一 時、 シ リコンバ レー の

凋落 が 言わ れま した。 ほかの 地域 に対 して本 当

にア ドバ ンテー ジを持 って い るの だろ うか?と

い う疑 問が あ った と思 い ます 。 そ して、 これ は

いかん と、 シ リコ ンバ レーを もう一度 活性化 し

よ うと いろ いろな 試み が な されて きたわ けで あ

ります 。 そ の中で 、 ボ ラ ンテ ィア 的に始 ま った

一つ の大 き な動 きが ジ ョイ ン トベ ンチ ャ ・シ リ

コ ンバ レー とい う もの です(図 一6)。 さ らに

それが 、 こ こにあ ります よ うない ろいろな小 グ

ルー プ に分 かれ た 、企 業 とも言え る し、 公益 機

関とも言え る し、今 はや りの言 葉で言えば、バー

チ ャル コー ポ レー ショ ンとも言 え るもの だ と思

います。

このSmartValleyを 始 め ま したパ リ ・サ ール と

い う人 に、 私 はあ る と き会 い ま して、彼 の方 か

ら、 「SmartValleyと い うのを 始 め るの で助 け て

くれな いか 」 と持 ちか け られ ま した。 「地元 の

電話会 社の パ クベ ル は ネ ッ トワー クの相 当大 容

量の ものを ただで貸す とい うよ うな こ とで協 力

して も らっ ている。NTTも 何 か 協力 して くれ

ないか 」 と言 うわ けです 。 それ で 、 「協 力す る

のは相 応 に我 々の方 に もゲイ ンが あれ ば 大い に

お も しろい の だけれ ど も、一 体 、 その協 力は ど

うい う形態 なのか 。 お金 を出 して くれ と い う こ

となの か、 人を 出 して くれ と い う ことな のか 、

あるいは物財を提供 してくれ とい うことな のか」

と聞き ます と、 「いや 、 それ は どの形 で もい い

んだ」 と言 うわ けです 。 どの 形 で もい い とい う

ことを 聞 くと、 だん だん 心 配 に な り ま して 、

「一体 、サ ール さん、 あなた は ど こに本 社 を 構

えよ うと してい るのか?」 と言 うと、 「それは、

本社 は構 え るか も しれ な い し、構 えな いか も し

れな い」 と言 う返 事で した。 「一 体 、 そ の会 社

の社員 は何 人 ぐらい にな るの か」 と尋 ね る と、

「一ケ タと は思 うけれ ど も、何 人 にな るか は わ

か らな い。大体 、 このSmartvalleyが 金 を払 う人

が何人 にな るのか 、よ そか ら来て もらう人が 何

人 にな るのか。 そ れ も一時 的 に来 るのか 、か な

り長 く来 る のか とい うの もわ か らな いん だ」 と

言 うの です 。 そ う聞 くと、私 もさ らに心 配 に な

りま して、 「うち の会 社 は非 常 に 大 きい 、お 金

を出す とか 人を 出す とい うこ とを 社 内で 通す た

めには 、 この会社 はか くか く しか じか で 、 こ こ

に本社 があ って、 この人 が会 長 で 、 こ うい うふ

うな こ とを や ろ うと してい るん だ とい う ことを

こま ごま と述べな いと それは 厳 しい、一 体 、 お

宅は今 、本社は どこにあるのか」 と申 しま した。

「おれ はま だネ ッ トワ ーク ・ゼ ネ ラルの 会社 の

仕事を して い るか ら、 おれ の 会長 室 にあ る と言

えば言 える。 しか し、 そこに 登記 を した わけ で

もない」 とい う訳 です。

そこで私 も、大 きな 会社 のNTTの ど こに こ
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れを持 って い った らい いのか 、一 体、 これは 物

になる のか 、 な らない のか、 また後で、 とん で

もない もの を紹 介 しや が って と言 われ るん じゃ

ないか とか、 いろいろなことを悩ん だわ けです 。

ところ が何 と、 ソ フ ト研が このプ ロ ジェ ク トに

か な り興味 を示 して くれ、 その後 、 いろ いろ な

関係が で きて 、それが、何 とかCommerceNetの よ

うな 、 実際 に ビジネス に直接 関係 あるよ うな 形

で、 あ るプ レゼ ンスを 持 ちつ つ あ るとい うの が

私 の実 感で ござい ます 。私が 是非 ここ と協 力 し

て何 か や るべ きだ とい って社 内を 強力 に説 得 し

たわけ で は ない。 自然 体 で紹 介 してい った ら、

なる ものが できた とい う感 じを持 ってお りま し

て、 この あた りに 、SmartValley社 のユ ニー ク さ

とい う もの があ る と思 います 。現 に起 きてい る

ECの 動 き も、実 は、 会社 に命令 され て や っ て

いるわ けで もない 、む しろ会 社 の 中では 、 こん

なことをや って大丈夫なのか と言 われなが らや っ

てい る人 た ちが、 意外 に横 断 的に集 ま って進 ん

でい るん じ ゃない か。 日本 に おい て もそ うな っ

てい る とい うあ りさ まを見 ます と、そ の原点 が

Smartvalleyに あ った とい う感 じも しな くもな い

わ けで ございます。

さてValleyに つ いて 申 し上 げた後 で 、 も う一

つNIIとECと い うことをお話 しします。

余 り知 られて い ない とい うか、 いわば 忘れ ら

れ た こ とか と思 い ます が、米 国 に ク リン トン大

統領及 び ゴア副大 統領 とい う コ ンビが誕 生 し、

それが 政 権 を取 る に至 る陰 には シ リコ ンバ レー

の後押 しが あった とい うことを思 い 出 してい た

だきたいわ けで ござい ます。 シ リコ ンバ レーは、

旧来 はベ ンチ ャの方 々の集 ま りで あ りますか ら、

当然 の こと なが ら、共 和党系 の市 場原理 優先 政

策を支持 してきたわ けです。

しか し、 西海 岸に も、例 えばLauraTysonと い

う、戦 略的 貿易 論 をや る人が いま した。 ある い

は 日本 が、一 時的 にせ よアメ リカ に対 して製 造

業でか な りの優位 を持 った とい うあた りに刺 激

され ま して 、貿易 とい うのは 戦略 的に国 と して

考 えな けれ ば いけ ない 。 日本 の通 産省の 「産 業

政策」 を、 名前を その ままい ただ くの は何 と も

しゃ くなの で、 これを 技術政 策 と称 して 、技 術

とい うのは 、デ フ ァク トで決 ま って しま うもの

があ って、 必ず しも技 術 的に優 性 な もの が市 場

で勝つ とは 限 らな い。 早 い うち に ク リテ ィカル

マスを 超え て しま った方が先 に市 場を確 保 して

しま うので 、何 と して も、 この辺 で 日本 に負 け

ない施 策を とる必 要が ある。 そ ういう感 じを 抱

いた人がた くさん 出てきたわけで あ ります。

その 中心 人物で あ りま した ジ ョ ン ・ヤ ングH

Pの 会 長 と ジ ョン ・ス カ リー 、 ア ップル の前 会

長、 そ うい う人 た ちが 、 どう もこ うい う政策 に

ついて はク リン トン、 ゴァの 方が 理解が 深 い の

でこの人 たちを推薦 したらどうか とい うこ とで、

シ リコ ンバ レーあ るい は コ ン ピュ ータメ ーカ で

つ くって お りますCSPP(ComputerSystems

PolicyProject:全 米13社 の コ ンピュータ ・メー カ

社長 に よる政策提 言機 関)と い うよ うな任意 団

体を 中心 に して、大統 領 選挙 で この両者 を推 し

たとい うい き さつ が あ ります 。 そ れで、 ク リ ン

トン、 ゴア が そ うい うバ ック ア ップ も念 頭 に置

きなが らキ ャンペ ー ンで使い ま したのがNII

とい う もの です 。私 は 、 たま たま その渦 中に ア

メ リカ に転 勤 を して、 この あ りさまをつ ぶ さ に

見て お りま して、NIIが 、 さ ら にその 後展 開

してGIIに な ってい く過程 を見 なが ら、 これ

は相 当 程度 戦 略的 な もの だな とい う感 じを強 く

したわけで ござい ます。

この情報 スーパ ーハ イウ ェイか ら、CALS

な り、 今 日のECと い うのが 出て きてい る とい

う面 は ある わ けで 、NIIの アプ リケー ショ ン

としては、教育 とか医療、電子 図書館 といった、

いろい ろ有 望 な ものが 幾つか 言 わ れてお ります

けれ ども、同時にECもNIIの アプ リケ ー シ ョ

ンとい う側 面を持 って いる。 しか も、 ほ かの も

のが、 どち らか と いえ ば民間 だ け で推進 す る 色

彩が強 いの に対 して、ECは 、例 えば、 政府 が

物の調 達の 過程 で これ を使 う とな れば 、 政府 み

ずか らがユ ーザ で あ り、かっ また 、ほか に範 を

垂れ る リー ダにな り得 るとい うこ とです 。か つ
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てDODの ネ ッ トワー クで あったARPANBTが 、

やがて イ ンターネ ッ トになって い ったと い う過

程 と同 じよ うな こ とを 、 このECも た ど るか も

しれな いと い う期 待な い しは 予測 がで き るわ け

で ございます 。

ク リ ン トン政 権 は、 当選後 、 ゴ ア副大 統領 を

中心 と いた しま して、 行政制 度改 革案を93年 秋

に 発 表 い た し ま した 。 この 標 語 で あ りま す

FCreatingagovemmentthatworksbetterand

oostless」 と い う言葉 は 日本の 政府 にもぜ ひ受 け

入 れて も らいたい よ うな言葉 であ ります 。 この

中で も、政 府 の生産性 を上げ るに は どう した ら

いいの か。 公務 員が作 業 をす る上 で生産 性を 上

げるた めの 道具 を与 え な けれ ばい けない 。そ の

道具 とい うの は何 か。 これは、やは りコンピュー

タのパ ワー を最大 限活 用 する ことである 。民 間

会社 は、 リエ ンジニア リング とか リス トラ クチ ュ

ア リングを や ったん じゃないか 。 だか らEC、

EDIと い うものを政 府 自らが使 って行 ・財 政

改革 を やろ うとい う意 気込 みが 強 く滲 み 出て い

るわ けで ございます。

ク リン トン大統領は、 この答 申を受 けま して、

一昨年 の10月 に、 年間2,000億 ドル に上 る政府 調

達をECで やれ と命 じま した。 それで、 その サ

プライアである30万 の民間企業 と97年1月 を ター

ゲ ッ トに して政府 調達 とい うの をすべてECで

やってい くとい うことを宣言 しているわけです。

もちろん、 今 後 これに は相 当な準 備、周 到な 作

業が必 要か と思い ます けれ ど も、NIIの 初 期

には、 スー パ ーハ イ ウエイ とい う言葉で 呼ば れ

ま したので 、政 府 みず か らが ネ ッ トワー クを 引

くとい うよ うな色彩 で 受 け取 った 人が多 か った

と思 い ます けれ ど も、 今では 、 それは民 間主 ≡導

でや る とい うこ とはは っきり して お りま す。 政

府が や るべ きこ とは何 か とい うと、NII全 般

を通 じて、 ユ ーザ としてやるべ き ことを や り、

標準 そ の他 、政府 が ど う して も乗 り出 した方 が

いい部分 をや るとい うことにな ってお りま して、

この ユ ーザ と しての政 府 とい う意 気込 み は大 変

強い ものがあ ると思 って お ります 。

以下 に、 それ で は、 アメ リカで は何 を や っ て

いるのか とい うこ とを御紹介 したいわけですが、

まず最 初は 、 イ ン ター ネ ッ ト ・シ ョッ ピ ングで

何を買 って いるか とい う統計 で ご ざいま す(図

一7) 。先 ほど も申 し上 げま した よ うに 、 も と

もとコ ンピュータ を使 ったネ ッ トワー クで商 取

引を行 って お ります の で、 トップ は コン ピュ ー

タ関連 の製 品です 。 そ れ に書 籍 ・雑誌 ・情 報 と

いうよ うな もの 、 ある いは音 楽 ・ビデオ 、 これ

も全部 メデ ィアにか か わ りの ある グ ッズ であ る

と考 え てい ただ い た らいい と思 い ます。 それ か

ら、イ ンターネ ッ ト自身 に関 係す る もの で トッ

プ4を 占め てお ります 。以下 、衣 類、 電気 製 品

とか い ろい ろな ものが あ ります。 いずれ に して

も、上 の二 つ とその次 にはか な りの差が あ り ま

して、 今の ところ は、 コン ピュー タ関連 とい う

のを中心 に発 展を して いる。 しか し、 いず れ だ

んだん 下 の方 のア プ リケー シ ョンが コ ン ピュ ー

タに乗 って くるの は時 間の問題 で はな いか と 思

います。

その 次 に 、 この イ ンターネ ッ ト ・シ ョ ッピ ン

グをや った方 々に、何 が魅力 で、 何が問 題 で あ

るか と い う ものを 聞い た図表 で ご ざい ますが 、

まず、 購入 を決 断す る要 因 と して 何があ りま し

たか と い うベ ス ト3で す(図 一8)。 これ は 、

価格 と利便 性 と商 品の 説 明が よ くわか る とい う

ことで ござ います 。物 を買 う とす れば、 当然 、

まず価格で あ りま しょうし、 コンピュー タで次 々

と必要 な情 報 を取 り出 せ る とい うあた りが受 け

てい るとい うことではないか と思 います 。

しか し、 決済 に な り ます と大変 問題 が あ り、

決済は 何で や りま した か と聞 きます と、 セキ ュ

アな環境で カー ド番号 を送 ったとか、 電話 で カー

ド番号 を送 った、 カー ド番号 を送 付 した けれ ど

もセキ ュア か ど うか わ か らな い、 そ もそ も余 り

セキ ュアで ない状 況 で カ ー ド番号 を送 った、 郵

送でチ ェ ック等 を送付 した、 い ろ いろな ことが

ござい ま した。 ア メ リカ に住 んで みます と、 小

切手 を 郵送 す る システ ムが、 いか に広 く普 及 し

ているか に驚 きます。 日本に住 んでお ります と、
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銀行か ら自動引落 しというのは当たり前 と思 い

ますけれども、アメリカでは、これはほとん ど

ござい ませんで、 カー ドで物 を買 っても、その

カー ド会社か ら請求内訳が来て、 それを もとに

小切手を切るという二段構えになってお ります。

このあたりの決済方法 の違いが、多分、文化 の

違いその他 と強 く絡ん でいる と思 います けれ ど

も、そ うい うことが この電子取引でどうなって

い くのかは一つの大きな課題ではないか と思い

ます。

ここで電子商取 引について言葉 を整理 してお

きたい と思 います(図 一9)。 まず、取 引が企

業間における長期継続 的な取 引であるのか、一

般の消 費者 を対象 にした取引形態 であるのか に

分類されるだろうと思います。その中間的なや

り方 と して、企業間の取引ですけれども、それ

が一時的な ものであって、イ ンターネッ トの よ

うなオープ ンなネ ットワークを使 うとい う形 も

あろうかと思います。従来は、企業間の主に継

続的な取引を中心 として、EDIと いう、ある

フォーマ ッ トでイ ンボ イスをやりとりするとい

うやり方があったわけですが 、それが大規模 な

政府調 達その他の仕組 みに適用 されたのがCA

LSで あると思います。なお、このCALSの

名前 もだんだん変わってまい りま して、最近で

は、国防省 よ りも商務省が前 面 に出ま して、

CommerceAtLightSpeedと いうように名前を変え

て、ECと ほとん ど同義 とい うふ うにな って き

たと思いますけれ ども、発生 史的 にいえば、 こ

れは、やは り特定の企業間の継続的な取引用 に

導入 された ものであろうかと思います。

それに対 してオ ンライン・ショッピングと言っ

ているような もの は、 これは一見のお客 さんを

相手 に して、広 くたくさんの方と取引す るとい

うや り方で、おのずと発生史が違うと思います。

かつてNTTに お られて、現在、慶雁大学の

國領 さんの分類による と、さらにわか りやす く

なると思いますが(図 一10)、 事前に特定 さ

れていない相手 と取引ができるや り方なのか、

それと も、事前に電子 取引契 約な どで、特定 さ

れている相手 とのみ取 引する システムなのか 。

標準を採用 しているのか、標準は余 り厳 しくな

いのか とい うマ トリックスを考えてみます と、

かつてEDIと 言 っていたの は、左の下寄 りの

ものであります。それが次第 に、かな り広範 囲

の ものに移 ってい った。それ か ら、CALSと

いうのは両方をカバーするよ うな ものである。

さらに両者 の違い としてもう一つ、EDIは 文

字デー タをベースに開発され た ものであ るとい

う側面が強いのに対 して、CALSの 場合には、

文字以 外のマルチ メデ ィアでデータ交換がで き

るということだと思います。

いず れに して も、、現に起 きて いることは、

より広 く、より便利に、どんな方 でも参加で き

るような方 向に動いているとい うことは間違 い

のないことです。

次のパー トで、少 しセキュ リテ ィの問題を お

話 しなければいけないと思います。 この問題は、

技術の方か ら説明を受 けます と頭が混乱 してま

いりま して、何か、わか ったような、わか らな

いようなことになって まいります 。私が 、皆 さ

んにきちっと御説 明で きるほ ど知識があるとは

いえません。む しろ、 こうい う問題は非 常に限

られた専門家がきちっとやって、普通の人は、

わかったのかわか らないのが わか らない とい う

方が、実はセキュ リテ ィは高 いのか もしれませ

ん。

ただ、分類を してみます とこん なことにな ろ

うかと思います(図 一11)。 ユ ーザ さんの と

ころにパソ コンがありま して、イ ンターネ ッ ト

を経由 してIP、 情報提供者のところのWWW等

のサーバにアクセスす る。その間、クレジッ ト

カー ドを使 うとすれば、そのカー ド会社 ともや

りとりをして、注文が出され、それが送 られ て

与信照会が あって受付処理が終わる。この過程

だけを考えてみま して も、両端のIPや ユーザ

が本当に正 しい人であ るのか。これが、 あたか

もその本人 のよ うにな りすま していろい ろな処

理が行えるようなもろいものではないかという、

この両端の問題が まずあろうと思 います。あわ
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せてネ ッ トワークの問題としましては、データ

を途中で変 えて しまった り、 あるいは盗聴、情

報をわけが わか らない ように撹乱 をした り、丸

ごと盗 んで しまったりというような幾つ かの危

険とい うのがあるわけです。 それ に対 して、両

端の認証についてはユ ーザやIPの 認証 をす る

ためのテクノロジです とか、途中の伝送のとこ

ろでは情報がセキ ュアな状態 で送 られるような

暗号方式を初めと した いろいろな製品が幾つ か

発表されて、 これ 自身が人気 を呼んだり、次 の

世代を規定する標準になって しま うのではない

かとい うことで、 この 暗号をつ くってい る会社

をいち早 く自分の陣営 に入れ る競争が起 きた り

してお ります。

基本的な技術 と して は(図 一12)、 暗号 は

今までは共通鍵 といい ま して、特定のユーザ と

IPの 間で しかや りと りを しない、その間で コ

モンに使 う鍵、これは、む しろ秘密鍵と言った

方がわか りいいか もしれませんが、そういうも

のが最初に発展 したん ですが、その後、鍵をあ

る部分、公 開するとい うような公 開鍵という技

術も出てまい りました。

素人 的に言えば、この秘密鍵の方が一般受 け

するような気がいたします。上の図がその例で、

ある電文を左か ら右に送ると しますと、送 り主

と受け手が共通に使 う鍵をまず片方でか け、片

方でそれを同 じ鍵 であけるとい う形で、 電文が

ほかの人に盗まれ たり、変え られ たりしないよ

うにす る形 です。 これに対 して、 その後 出て ま

いりま した公開鍵方式 というのは、公開鍵でま

ず鍵をかけ、その公開鍵が前提になっている秘

密鍵を受け取 り手 が持 っていて、それで開ける

というやり方でございます。

これは、 コンセプチ ュア リにこの2タ イプが

あるということですが、インターネッ トでは、

実は、 これをさらに併用 しま して、公開鍵で相

手の秘密鍵を電送 しま して、相手 は、その送 ら

れて きた秘密鍵であけるとか、いろいろなや り

方が出てお ろうか と思 います。 これをごらんに

なってす ぐおわか りの ように、も し取引が限定

したメ ンバ、限られた数のメ ンバ相互間のみ で

行われるのであれば、多分、秘密鍵の方式でやっ

た方が 、コス トあるいは所要時間その他が有利

だとい うことになろうかと思 います。 しか し、

今生 じてお りますECは 、不特定多数の方が 、

ある日突然取引の場に登場す る。翌日は消える

かもしれない。何 カ月 か後にまた登場す るか も

しれないというよ うな不特定 多数の参加 を予定

しているものですから、何が しかの形で公開鍵

というようなや り方を とってい くことになろ う

かと思います。

それから、暗号については、私 は、ち ょっと

世間で誤解 があるのではないかと思って おりま

す。と言いますのは、 ここの決め手は、 「実質

的に解 読不可能だ」とい うことで、解読率が0

%と い う技術はないだ ろうと思 うわけです。R

SAと いうような新 しい技術が出てきたときに、

これは、そ う簡単 に解 けない とい うことを言 っ

ておりましたけれ ども、鍵を発明する人がい る

とすれば、必ずこれを解こうという人がいます。

しかも、驚 くべき勢いで コンピュータの価格が

下がり、性能が上がっている、この勢いがなお

続 くとすれば、必ずや、あるときに相当程度の

時間とお金をかけさえすれば解読 される とい う

状態は 出て くるわけです。ですか ら、 これはニ

セ札の原理 と同じことではな いか と私は思って

おります。ニセ札 の経済学というのをも し立 て

るとすれば、それにか ける費用が 効果に対 して

かな りの程度大きいということになれば、も う

技術と して はそこでよ しとせ ざるを得ないの で

はないかというのが私の感 じでございます。

いずれに しま しても、決済がECで どのよ う

にできるか は、ECを 発展させる上で大 きな要

素であろうと思 ってお ります。図は、現存 して

おりますいろいろなや り方を二つ の軸で切った

ものです(図 一13)。 まず 、プ リペイ ド型 と

ポス トペイ ド型という二つの軸があると思い ま

す。その中がさらに分かれま して、プ リペイ ド

で現金 その ものを電子的にジェネ レイ トして し

まうのがDigiCashと い う会社のやっていることで、

一7一



これ をICカ ー ドの よ うな蓄 積型 カー ドに一 た

ん移 して処理 を しよ うとい うのがMondexで す 。

これ に 対 してポス トペ イ ド型 は、 小切手 を電 子

的に処理 しようとす るNetChequeと い う会社 とか、

ク レジ ッ トカー ドの代 用 品を 電子 的につ くろ う

とい うCyberCashと か ファー ス トバー チ ャル も こ

の分類 か と思 いますが 、 そうい う会社が あ る と

い うこ とです。

多分 、一 番先進 的 といいます か 、キ ャ ッシ ュ

その ものを 電子 的 に生 み 出 して、 それで 処理 を

しよ うと考え てお りますDigiCashの 例 を少 々御説

明 した いと思い ます。 まずは 、そ のホー ムペ ー

ジで(図 一14)、 一 番下 にwea㏄epte(nshと 書

いてあ りま して、 こ こで発 行す る マネー がecash

と呼ばれてい るわ けです。

次 に(図 一15)、 下 の方 に買 い手 と売 り手

がお りま して、上 の方 に金融機 関が ご ざいます。

これ は 同 じ金融機 関で も別で あっ て も構 いませ

ん。 ま ず買 い手は 、 自分 の破 られ ること のな い

であ り ま しょう電 子署 名 とい うの を 自分 の金 融

機 関に 送 りま して 、私 は何某 です とい うこと を

通知 い た します 。 それ に対 して金 融機 関 は、 一

連番号 で管 理 を します 電子現 金 と い うものを 、

全 く電子 的 に買 い手 の パ ソコ ンに送 って くるわ

けです 。今 度 は、買 い 手 は売 り手 に対 して電 子

現金 を 、 これ また全 く電子的 に送 ります 。今 度

は、受 け取 りま した売 り手は 、全 く先 ほ どと 同

じよ う です けれ ど も、 電子現 金 と 自分 の 電子 署

名 とい うものを銀 行 に送 るわ けで す。そ れに 対

して、 右側 の銀行 は新 しい一 連 番 号に しま した

電子 現金を送 ります。

実 は 、 これか ら先が 問題で す。 今 の5ま で の

処理 で は、2で 与 え ま した電 子現 金の一 連番 号

は消 してい ません 。そ うす る と、 この買 い手 は

まだ この番号 を持 って いるの です か ら、 もし悪

意が あ れば 、 この 番号 を使 って何 かを して しま

います ので 、5の 後 で これを 消す 作業 を しな け

れば いけません 。例 えば、皆 さんがお持 ちになっ

てい る千 円札 で も1万 円札で も、 みな番 号が 付

されて います。紙 幣 を 管理す る と きに、 この 番

号には大事な意味があ りまして、 ある番号のお

札とい うの は、この世の中に1枚 しかあ りませ

ん。そうでないものはにせ札だとい うことです。

これは紙幣でやっているときでもそうですけれ

ども、電子的にや ると、そこのところが ます ま

す際立 って きます。この電子現金 が社会 的に与

えるイ ンパ ク トとは、実は大変な もので、ここ

のところは しかと検討 しなければ いけな いとい

うことになるかと思います。

しか し、 こうした電子現金化の動 きは私は止

めようがないと思 ってお ります。 なぜか とい い

ます と、流通 とか金融 という機能 と通信 とい う

機能は非常に似通 った ものだ とい うことを私 は

ず っと考えてまい りま した。早 くも1960年 代の

末に流通革命を言い出 された林周二先生は、通

信や金融の ことは言 っておられませんが、流通

の機能 は何か とい う定義をされま して、距離 と

時間の克服 に関す る経済活動 だと言われたわ け

でございます(図 一16)。 つま り、物 がで き

る場所 と物を消費する場所には場所的な隔た り

がある。それか ら、物ができ る時 間と、それを

消費す る時 間の間には時間的隔た りがある。 そ

れをつな ぐ部分の機能が流通だとい うことです。

このことは、同じようにお金 につ いて も言え る

わけであ りまして、ある人がお金を持 っている、

ある人はお金を借 りた いと思 って いる。場所 的

には隔たったところにいる、 この2人 をっな ぐ。

あるいは同 じ人間でも、今、私はお金が余 って

いる。 しか し、3カ 月後にはお金 が足 りなくな

るか も しれない。 こういう時 間的な隔た りをつ

なぐのが金融の機能でございます。

私 どもが ビジネスと してお ります通信の機能

は、従来、 時間の要素 は余 りありませんで、場

所的に離れ た人を繋 ぐとい うところに特化 して

まいりましたけれ ども、次第 に、 時間的 に離れ

ている人をつなぐことが大きな比 重を占めるよ

うにな りま した。 日本 では、 ボイスメールが さ

ほど発達 していないのが まことに残念であ りま

すが、多分、その うちに爆発 的に伸びると思 い

ます し、Eメ ール はもともと、場所的に離れて
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いる人 も繋 ぎます けれ ども、時間的に離れてい

るもの を調整す るとい う機能が強いわけであ り

ます。

そうします と、流通、金融、通信とい う三つ

の分野 は、純粋な機能 だけに着目すれば大変 に

似通ったところが あるわけで ございまして、流

通の中で物 が動 く部分 を除きます と、電子的 に

すべての処理がで きて しまうとい うことにな ろ

うかと思います。 これ は、例 えば大蔵省がいか

に反対 して も、この事実は変 わ らないわ けであ

りますか ら、問題があれば、それをいか にミニ

マイズするか とい うことにつ いては、大いに知

恵を働かさなければい けない と思います。 しか

し、この流れを無視す ることはで きない と思い

ます。

そ して、 どうや らこの決済 のところが一番難

しいということがだん だんわかってまい りま し

た。 ビジネスとい うの は、やはりやりやすい と

ころか ら先 にやるとい うのが当た り前の ことで

ございます ので、余 り決済の ところに時間と労

力をと られ るとい うの も知恵のないことではな

いかという気が してお ります(図 一17)。 つ

まり、セールスにはい ろいろな流 れがあ り、ま

ず、取 引が行われ る前 に広告 を したり、マーケ

ティングを したりとい うことで、プ リ・ステー

ジとい うのがあり得ます。それか ら、物 が納入

されてお金の決済が終わった後で も、ポス ト・

セールスということで、顧客 サー ビスでありま

す とか製品の登録あるいは部 品の管理、技術 的

なサポー ト、その他 もろもろのことがあるわけ

で、特 に、 昨今のようにソフ トウエア製 品とい

うことにな りま した ら、この辺の ところは非常

に大 きな意義があろうかと思 います。地道に考

えるな らば、ECは 間違いな く前進を しますが、

その中で、難易があるわけですか ら、決済の と

ころは とりあえず括弧で くくって おいて も、そ

の前後 に、サプライで きる大 きな分野が あるな

らば、 そのあた りをどんどん進めていったらい

いん じゃないかという感 じがいたしてお ります。

冒頭 、井 川会長が御挨拶でお話 になったのを

陰で聞 いて お りま した けれ ど も、私 も全 く同感

で ございま す。 日本人 は アメ リカ に住ん でい る

とだん だん ナ シ ョナ リス トに なる ようで すが 、

私 も、 かな りナ シ ョナ リス トにな って帰 って ま

い りま した 。 この ま ま い くと 、ア メ リカ の競 争

力はよ り強 くな り、 日本 の競 争 力 は よ り弱 くな

るよ うな危 機 感を 感 じてお ります 。 き ょ うの シ

ンポ ジ ウム その他 を通 じて、 このECの 理解 が

深ま り、 さ らに現 実の もの に な ってい く ことを

期待 い た しま して 、私 の講演 を終 わ らせ てい た

だきます 。(拍 手)
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⑨NTT
イ ンタ ー ネ ッ トに お け る 電 子 商 取 引(ElectronicCommerce)

の 主 な プ レ ー ヤ

ー

プ レー ヤ 設立など 主要な技術 状況 関係

イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

関
連

Commercenet
1994.4設 立

アメリカ

SHTTP

(SecureHyperTextTransferProtocol}

RSADataSecurity,hc.

認 証/秘 密 通 信

lETFの ドラフ ト

クライアン トソ

フ ト配砺

Ent百prise

lnteorationTechno|oobs(EIT}

Netscape
アメリカ

SSL(securesocketsLayerprotocol)

RSADataS㏄urity.|nc.

認 証/秘 密 通 信

W30に 提案

クうイアントソ
フト配布

SGI創 設者が社 長

DigiCash
1990股 立

オランダ

ecash

電子キ ャッシュ

カリフォルニ
アで実験

支払い端末/lCカ ー ド

もや っている

CyberCash 1994設 立

アメリカ

RSADataS㏄urily,lnc.

Trustedlnlormali㎝Systems

DiOitalEncwptiorlStandard(DES),

電 子 キ ャ ッ シ ュ

Commercenet

EIT

その他

ナシ ョナル ・ウエス
ト・ミンスター銀行

(ナ ッ トウ ェス ト)
イギリス

Mondex

電子キャッシュ

沖電気工箕
大日本日]刷
B立 製作所
松下電池工莫

マイクロソフ
ト/VISA連 合

94.11発 表

W]ndowsペ ー ス

(図 一1)

悟
巳
に
国

国

ぽ
匿
慮
巳
匡

b
匡

一
...

「・「
三

q
9
<
.

屡
寄

o
●

.§
凸
竃

P

　　　
ニ

ヒ

ほ
コ

　

　　

　

ロ

ロ

コ

　　

　ぞ

　

　　　
ご

ら

　

ラ
　

　

匡
台5

ユ

.

.

,

・

」

.

F
自

弁

■

墓

O
「O
<
.

ゴ
ぽ

一
宮

W
O
◎
目

0

B老

筥

一8
ゴ
巨

5

口
8
島

島

9

0
7

llo.-m'1
0

8
旦
書

一旦
旦
.胴

万
羅
㌻

灘
鍵

　

【)
O
O
⊂
ヨ
O
コ
吟
一」
市
一「
‥

.蒙

'

【)
O
O
に
∋

●
コ
{
,「
=
一●
　

B
"ン

`

'

r
－.

昌

1

曹

■
さ

≧
培
§

島
傍

、
ミ
§
§

憶
S

(図 一2)

一10一



馳 yOρtions ノ商 物 ∂λ9An/70tate 些加

DocumentTjtle:

DocumentURL:

'匡§6漁葦董§
.輪鮪節'蕉鏡照§ξ‖£§6媛蕊瓢1蹴ξ認蕊蹴 :r>N,

〃:慰撫‡蔭壽㍑麟慰顯煎:ξ点鳶議豆撒 凝議 鍵劇蹴

・ξ;
..

「:;ふ
,.

.{
P「 葱ぷ

二 OrderForm

て

、

.

:・/,・

SCSICentronics－ 興 鵬

コ
」
.

」」

.

　
、
.」

陪

.灯
り

ゴ」
山
∬

.

日

山

..」り
工

≒」
冒
'
」

コ
コ魁

.
「

.

-

・
.

.・

』

一

・

.

乙

9

■
日

.

.
F

.
1

.

..
即

心 回麺 ン

霧

・:i袈・

..・・ ご1:'∵ ↓ ・び .{～ご'こ9・"・'

、.

.s'N

`

Namel

Company:

Sしreet=

C1しyl

Credit'Card:. 一 :ξt畦;叙
し,ミ.

養癖繭:;1}

S【1測阯8UBm『 「

}騨1;鍵薫習
Dま ヒ.ぼ`:=ぱ

SECUREsubmlt:Willbeencrypted...

旦劃F。1ぷ 坦 ∋R・1・adOpen…

・㌧灘i餐

:ヤ:騰

SaveA9・1・:1週 間=・d巴

蝉
贈
添

ぐ

ロ　

コ

　

ロ　

コ

ヒ

ロ

ー
-・'ト

.
㌔
,.
"

/

,
、

・
ー

'

、・
い

■

層

.、
'
〕

.

.

■
・
.
卜
.

,

《

=̀

.1

.
、
」..,.,
、..

"

.・恥
h、
介・

♪
」a
-

層
∴
.

"̂㌧
.'」己

・・
、ド

」
9

?

'

.

9

.

■

.
1

、
1

・
.

.

.
ヤ

、

.
へ.
層

F

.

噛
.
.
、

..
,
「

門

.

.
(
.
9

霧
緩

、

.、
陥

.

F
」

.

.ー

パ
、

.、

.

.

9
.

θttl

購璽

ド前議
.、・・.`一:'艶

∵1.∵ ∵.・』,.,=

CloseWindow'

・:1・・="・

譲

1:l

ll譲簾

(
・っ

一

図

)

商
,⑥
編

lnternetShoppingNetwork
∨isitO』 ・ 冶'勺b…VtXtn●w皐 』⑱'`no'sndselOctions●v●tycidγt

も器6詩～s699'"男 響継$吉 鍋1～鉦i
＼

直 麺 旦y
Stores

9
・9trcwu$

帆A(引oo

Directory

団HotDeals

⊂
⌒

=
Perr7Mac

置
899"暗8

1599"・4遠lb・

2ザ

lf・・s"tT・■S99'gS

FTDFlowers

GlobalPlaza

=

←

⌒

⌒
oruahaSteakS

IheRightStart
典
CO皿f119soon:

SharperI皿age
Celestial

Seasonings

LillianVernon
PaulFredrick

湊 一

⌒
』

Eens&PenciIS

PowerMac610q
MinoltaF10Camera
－
'
AfterDarkfor

団ComロuterGoods

ADpleProducts

典
㎞
魎
Downloadable

'

魎

ゆFood

Hilvard &HLlquist

Software

麺
{
=
量asterList
⑩

=

亘indowsProducts

醜

StereoSvstem§

一
,b`Flowers

AllOccasions

Arrangemen【s,

Ielevisions

工

⌒=』

国

Custo回er⌒1血 ㊤IPoverS991ethLl1魅 迦iDirector

A)Iconttnts-AIIRishtsZtser▼ed

ClickHereto[Ｔeltdn1YkOde

(
寸

一

図

)

ー
コ

`



〉
=

⇔
oo
=
〇
－U
旨

く

』
=

戸
{領『
一
●
ぽ
口
●コ
o↑

⇔
=
o。
{
O
日
O
「

し自
m
「
<
一〇
⑳

言
合

㊥
o
頃
o
「

切
o
③
「
o
口

調
冒
③
[
、
o

Z
o
胡

l
l

1

.

ノ

7
ツ

/
'

ロ口口口口

一」
一
{
・
R
－
目
O

目
①
ロ
⊆
ぺ
飴
O
↓
ロ
「
O
『
、
ロ

司
㏄
「
「
自
白
{
<

口口
き

〒

8

=

呂

9

冨

2

ロ
完

一
一
巳

。。
庁

。巧
冨

田

吉

三

〇

〇
〇
一
昌

o

。。
三

9

】

⇔
O
目
切
①
{
一σ
一
〇
司
－
P
庁

o⑲
{
O
ロ
(一
心
「
ユ

弓
一
〇
『
「
O

⇔
旬
「
△
一
口

O
「

⇔
『
O
初
巳。

g

二

『
三
。Q
霧

O
o
目

呂

巳

ロ
。q

ロ
g

三

宮

。
切

⌒
「
o
芦

o
「
。
三

目
。
巳

8

=

g

合

「
。
.

P
三

。

碧

三

目
σ・

巨

=
巨

。
目
【

冨

宮

。
烏。
g

=

合

。

三

=
目

{
。

。
】
巳

。
輪。
竺

。
ロ

。
⌒
ぎ

8

暑

=
。。巨

。
o
『

O
。
ロ
。
8

5

一
自

。
㌫

。
{

一
。。
床
↓

。・
。
三

「
㊦
=

。
9

合
。

o
訂

冨
o
{
雪

o
h

旬

間
「
三

目
。q

ヨ

。。
【
『
旨

o
ロ
{

9

。・
一
言
註

8

9

8

日
o

き

巨
。
三

8

日

8

汀

冨

。。
。
合

目

ε

{
三

ξ

o

σQ
Φ
ロ
o
g

二
〇
5

.

ノ

O
「
ユ
o
『

之
o
唱
一

㌘

冨
二

勺
.
⊂

一
。。
×

Ω
o
－
ユ
O
－
㏄
{
⑦
△

勺
o
ロ

竺

O
P

O
⇔

O
己
『

勺
ユ

否
o

も6
ω
⊂n
・
O
O
.

㎡
o
已

じ。
ロ
<
O

◆●
O
㎝
』

三

日目'

(図 一5)

JOintVenturelSi
SmartValley:

AnElectronicCommunity

lconValleyNetwork

、HiconValley

Technologies

COI'P,

21stCentury

Education

lnitiativθ

elense/Space

Consortium

lnc,

Councilon

TaxandFiscal

Pollcy

iliconVallle

Economic

Developmenl

Team

JVSVBoard

Regulatory

Streamlining

Envi「onmental

Partnership

lnc,

Soltware

lndustry

Coalition

Business

Incubation

Alliance

The

Enterprise

Nelwork

SiliconValley

GlobalTrading

Center

(図一6)

一12一



米 国 ユ ー ザ ー の

イ ン タ ー ネ ッ ト ・

シ ョ ッ ピン グ 利 用

調査

出 所:Wisdom1`lnternet

ShoppingHabitsSurvey'「

Oct.1995

(サ ン プ ル 数;574)

コンピュータ関連

曹n・Stti・ 情報

音楽 ・ビデオ

イン,一ネ,}関連

衣類

電気製品

花 ・植物

通情関連

ギフ ト

旅行 ・レジャー

玩具 ・ゲーム

アダル ト

食品

t'シ'oλ情報

趣味

家庭用品

情報源

教育

アー ト

スポーツ

0

インターネ ッ ト ・シ ョッ ピン グで 買 った 商品

50 100 150 200

(図 一7)

米 国 ユ ー ザ ー の

イ ン タ ー ネ ッ ト ・

シ ョ ッ ピ ング 利 用

調査

購入を決断する要因1人 数

1 価格 103

2 オ ンライ ン ・シ ョ ッピング の 利便 性 82

3 商品の説明 80

4 商品の独自性 42

5 商 品の写真 ・イ ラス ト 28

6 欲しい商品の捜し易さ 25

7 決済方法が便利 23

出 所:Wisdom`'lnternet

ShoppingHabitsSurvey'`

Oct.1995

(サ ン プ ル 数;574)

決済方法1人 数　

セ キ ュアな 環境 でカ ー ド番 号 を送 付

　 　 　 　

71

電話でカード番号を伝達 63

カ ー ド番号 を送 付 したが 、セ キ ュアか ど うかわ か らな い 56

ア ンセ キ ュアな 環境で カ ー ド番号 を送 付 42

郵送でチェック等を送付 26

フ ァー ス ト ・バ ー チ ャ ル 13

E-mailで カ ー ド番 号 を 送 付 8

COD 6

Terms 4

E－キ ャ ッ シ ュ 3

デ ィ ジキ ャ ッシ ュ 2

サ イ バ ー キ ャ ッ シ ュ 1

(図 一8)
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電 子 商 取 引 の モ デ ル パ タ ー ン

先述 のように、既に企業対企莫の継続的 な取 引においては専用線 などのセキュ リテ ィの 高いネ ッ トワークに

より電子商 取引は始め られてい るが、 これらとイ ンターネッ トECと の 関係は下表の とお りと考 えられる。

電子商取引の ビジネスモデル

験 曝:::…:・韓灘霧鞭 灘i灘講論議灘灘藤裏1輪i撫
εDにEleclronicDataInterchange

・メーカーと問 屋 など継続 的に取引があ る企 業間で受発注 、決済
EDl

な どのビジネス文書の電 子データ交換。

企業間の主に
・既に幅広い企黄門 で実用 化

、 さらに拡大傾 向にあ る。

継続的な取引
CALS:ConlinuousAquisitionandしife・cycleSuport*

(専用線等 を利用) CALS
・設計図面や部品デ ータをは じめ製品の開発 か ら保守に至 るまで

必要 とされる全情槌 を統 合DB化 し、複数の企業間 で共有す る.
・米国でU航 空/自 動車 業界 を中心に積極的 に導入 されて おり

、

近年 日本におい ても強 く着目 されてい る.

ぷ ミ;:・{七・二川 諭 、・㌻ …

主に三般消費者 インターネッ トの利用者増 によ り最 も注 目されている分野。

鑛i難
溺 籔 蝋 引1

雛 ・禦;1
瀬繰 整嚢

オ ンライン

ショッピング等

新 たな市場 創造 が期待 されてい る。

・現状 ではオ ンラインシ ョッピングが主 な形態
。

(ダ イイチ ・住友 クレ ジッ ト・山 田屋等)
・情報発憤型の ビジネスや

、個 人一個 人間の取 引も可 能性があ る。

38品謂 違、材料開運

等

一部の企集では
、部品 の煩違 や材料 の購入 などにおいて、幅広い

対象 を想定 した企 業間取引 での利用 が模索 されてい る。

*最 近で はComrnerceAtLightSpeedと も言われ る

ED|やCALSに つい ても、セキュ リテ ィ等のK条 件 が整 って くると、 インターネ ッ トECへ の一部展開が

期待 される。

また、これによ リクローズ ドな取引 が中心 であ った企業問取引に オープ ンマ ーケッ トが創出 される可能性

も指摘 されている。

(図 一9)

図 仁5企 業 間 オ ンラ イ ン ・デ ー タ交換 の 賭概 念

事 前 に特 定 され

て いな い相手 と

取 引が で きる シ
ー

ス 丁 ム

CALS 1

1

文字 に加 え、

画像 、 図 形

な どの デー タ

交換
EDI

:

その 他

文 字 デ ー タ

中心
事 がjlこ1匡子町叉弓1

契約 な どで特 定

されて い る相 手

とのみ 取引 す る
一

シ ス ァ ム

独 自規格 での 電子 取引

(大 多数のSISは こ こに

入 る)

標 準方 式 を採 用 してい る もの 標 準 方式 を採 用 して い ない もの

(江)用 語 が論 者 や団 体 に よ って ま ち まちに 使 われ てい るの で 注 意 が 必要 だ が、

つに 整理 で きる。

概 ね この よ

出典:国 領二 郎 「オ ープ ン ・ネ ッ トワー ク経 営」

日本経 済新 聞 社、1995

(図 一10)
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セ牛ユ リティ上の問題 点

電 子商 取 引(イ ンタ ー ネ ッ ト)に お けるセ キ ュ リテ ィの 問題点 を以 下 に例 示す る。

{セ キュリティ上の問題 】
ー

Pー

WWW等

量■
1

〈

:

言
:雲i、

量
11:

注

文

イ 現状の手段)

基本技術

●IPな りす ま し OIP認 証
Verisign

Oフ ァイ ヤー ウ ォー ル

○パ ス ワー ド設 定

/順 鰍 者にな りすましユーザ 、

の個人情報や架空の決済を行う

＼こと ノ
E耐 痂1

公開鍵

暗号

共通鍵

暗号

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

クレシ'ット

か ド 会 社

『

●改ざん

(デ ー・の書… 獅 ・・と)

●盗聴

◆ オ ン ラ イ ン照 会

lNTERCAFIS(N1[「 デ ータ通信)

ONetScapeNavigat。 ・

NetScapeCommerceServer

OCommerceZ|P

OSＴr

－暗号化製品－

SSL

SHTTP

イ ンター ネ ッ
∈:責:〔)

●情報撹乱

●窃盗

ユ

ー

ザ

● ユ ーザ な りすま し
/'

--〕

＼.

一輪
ら 一ザの個人情髄 入手して、 、

あたかもそのユーザであるかの

＼ように見せかけること ノ

Oフ ァ イ ヤ ー ウ ォー ル

○ パ ス ワ ー ド設 定

Oユ ー ザ 認 証

ESIGN

(NTTア ドハ'ンλテク旭ジ)

NTT⑨

⑨㎜

(図一11)
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工

・ プ リ ペ イ ド型'

_現 金 代 替 ....DigiCash

_蓄 積 型 カ ー ド....Mondex

・ ポ ス トペ イ ド型

一 小 切 手 拡 張 ....NetCheque

_ク レ デ ィ ッ トカ ー ド代 替

亀子決済システム

CyberCash

(図 一13)
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DigiCash

1・叫 ↓一

買い手

金融機関

4.電 子現金
十

(一連番号)電 子署名 ↑↓

___÷ 劃

義3.電 子 現 金

(図一15)

5.電 子現金

(一連番号)

売り手
一_

鑛

o
通信

流 通 ・金 融 と通信 の共 通 点

距離 と時間の克服に関する経済活動(林 周二氏)

モノまたはカネの需要 と供給の間の

場所 的 ・時間的隔た りを調整する役割

ハー ドウェアの移動 を伴う業務(物 流)を 除けば全て電子的に処理可能

場所的 ・(時 間的)に 離れた人(ま たは機械)の コミュニケーション

(図一16)
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ECの サ ポ ー トフ ェ ー ズ

・ プ リ ・セ ー ル ス ・サ ポ ー ト

ー広 告 、 マ ー ケ ッテ ィ ング

・ 電 子 取 引 サ ポ ー ト

ー電 子 決 済

・ ポ ス ト ・セ ー ル ス ・サ ポ ー ト

ー顧 客 サ ー ビス 、製 品登 録 、 技 術 サ ポー ト

(図 一17)
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基 調 講 演

『EC実 現 の環境整備』

東京大学 教授

内 田 貴





基調講演 EC実 現の環境整備

御紹介 いただ きま し

た内 田で ご ざいます。

本日は、先 ほ どの林先

生の御講演 に続 きま し

て、電子取 引実現 の環

境整備 とい うテーマ で

お話させていただきた

いと存 じます。

さて、電子取引がい よいよ大々的に広がろ う

としている中で、その環境整備が緊急の政策課

題 とな ってお ります。 そこで、どのような環境

をどの ように整備す るかが問題となるわ けです

けれども、 これについ てお話 申し上げるのが私

の話の中心でございます。

ところで、電子取引 にもい ろいろな形態があ

ります し、また、環境 にもい ろいろな領域の環

境がございます。 そこで、まず、電子取 引の環

境の全体像 をお示 ししま して、その中で、私 が

お話 しようとしているのはどこの 問題で あるか

を最初にお話 したいと思 います。

ポイン トは次の点でございま して(図 一1)、

電子取引には三つの異なる類型があ り、そ して、

環境にも三つの異なる領域があるとい うことで、

3類 型、3領 域の話で ございます。これ らの相

関が図にあ りますが、電子取 引の3類 型 につ き

ましては、後 ほどお話 しする ことといた しま し

て、まず、最初に環境 の3領 域について簡単 に

触れておきたいと存 じます。

まず技術 的環境でご ざいます。 これには、大

きく分 けて二つの問題 があ ります 。一つ は、 電

子取引はコ ンピュータを使った通信です ので、

その通信を可能にするための通信 プロ トコロル

あるいは ビジネスプロ トコルの標準化の問題が

ござい ます。 これは、 電子取 引の中で も企業 間

のEDIに ついて、従来、主として議論されて

東 京大学 教授

内 田 貴

きた問題です。それか らもう一つ の問題 は、 こ

れは先 ほどの林先生のお話に もあ りま したが 、

インターネ ットの ようなオープ ンネッ トワー ク

を使 った電子取引に進 んでまい ります と、デー

タの安全性 についての技術的環境 の問題が生 じ

てまい ります。データを改ざんされた り、ある

いは偽 造された りしないかという問題で ござい

ます。 これは、先 ほどのお話 にもありま した暗

号政策 にもかかわ りますが、 ただ、暗号の問題

は技術 の問題だけではな くて、ア メ リカの暗号

政策に代表 されますよ うに、やや政治がかった

問題で もあ ります。これ らの技術 的環境 の問題

につきま しては、本 日は省略 させ ていただきま

す。

それ から、2番 目の環境といた しま して制度

的環境 がございます。 これは、電子取引 に対す

るさま ざまな制度的障害を除去 し、また、そ こ

か ら生 じて くる紛争の リスクを最 小限にするた

めの、 法的制度を整備するという問題で、この

中には立法 的な対応を要する もの もあれば、 当

事者間の契約による対応で処 理の済む問題 もあ

ります けれ ども、 この点につ いて、主にお話 し

たいと存 じます。

それ からもう一つ、実務的環境 という問題が

ございます。 これは電子取引の形 態に応 じて、

法制度 を前提 とした上で展開 され るさま ざまな

ビジネ スの あり方 の問題です 。例 えば、先ほ ど

申しま した技術的環境 の中の ビジネスプ ロ トコ

ルの標準化、これ 自体 は技術 的な レベル で議 論

されますけれども、標 準的な ビジネスプ ロ トコ

ルがで きますと、今度 は ビジネス のあ り方その

ものを標準 に適合 させ てい く必要が出て まい り

ます。簡単 に言えば、取 引慣行を変えて いく、

標準に適合 させてい くという問題 で ございま し

て、これは、当事者間でも処理で きるか もしれ
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ません けれ ども、やは り業界 として取引慣行 の

簡略化 あるいは適正化 というものに取 り組む、

そのよ うな実務的な対応が要求 される問題で ご

ざいます。

以上 のよ うな三つの環境領域が ございます。

続 きまして、電子取 引の類型、3類 型 があ る

と申 しましたが、 これ についてお話 したいと思

います。

まず 最初が、特定企業間の電子取引、いわ ゆ

る、従 来か ら考え られてきたEDI取 引です。

あるいはCALSと 言われる もの も特定企業 間

の調達 に関 していえば、ここに含 まれる ことに

なるだろうと思います。特定企業 間の取 引が電

子化 される場合 といた しまして、一番簡単かっ

保守的なタイプは、今 までの取引がそのままの

形でペ ーパ ー レス化 す るとい うものです(図

一2)
。これだけでも相当の コス ト削減 にな る

わけで、小売業界 のあ る試算 によ ります と、小

売業界 だけで伝票 に関するコス ト、これ は紙 代

と保管 コス トですが、両者合わせま して年 間

1,790億円 ぐらいになるといわれます。地価が下

落 しま して、保管 コス トが若干低 くなったか も

しれませんので、 この数字は少 し小さくなるか

もしれませんが、いずれにして も相当な金額で

あることはおわか りい ただけると思います。 こ

れは小 売業界だけで して、これに流通あるい は

製造等 々が入 ります と、産業界全体としては、

紙に関する コス トは大変なもので ございます 。

これを節約 できる ことが一つの大 きなメ リッ ト

です。

しか し、現在言われてお りますEDI取 引は、

従来の取引をそのまま にした状態でペーパー レ

ス化す るとい うもので はありませんで、BPR

(ビ ジネス ・フ。ロセス ・リエ ンジニアリング)

の中核 技術 として、EDIが 使われるというの

が現在 の最 も注目されている形態 であろ うと思

います。これによ ります と、従来 の取引はその

ままで は済 まな くな り、企業の組織内または組

織間の 関係 といった ものの構造に もいろいろ変

化が生 じてまいりまして、経営上のインパク ト

も大き くなってまい ります。

その例 といた しまして、あ る大手スーパー と

日用雑貨品メーカが実施 してお ります、いわゆ

るアメ リカのウォルマ ー ト型の戦 略的提携によ

るデータのやりとりを 図に示 しておきま した。

まず小売店側か ら、スーパーの各店舗で集め ら

れたPOSデ ータをすべて集 約 し、これを未加

工の状態でメーカに送 ります。

メーカでは、これに対 して、メーカと小売店

で共同開発 しま した発注方程式を 当てはめて、

補充すべき製品の分量を割 り出 します。そ して、

このメーカ と小売店の 間では週に2回 、発注行

為な しに自動的に商品が補充 され ます。商品が

補充される際には検収は廃止 されておりま して、

箱の数 だけ数える。そ して、箱が着きます と、

その時点で買掛計 上がなされ ます。同時に、着

荷情報がメーカにまた送 り返 され まして、この

着荷情報が着いた時点でメーカで は売掛計上 が

なされ る。 そして、買掛、売 掛は毎 日照合され

ます。 その結果、月末の決済 の ときには、いわ

ゆる消 し込 みをす る必要がな くな ります 。これ

は最 も進ん だタイプですけれ ども、これ と全 く

同じで はな いに しても、類似 の形態はさまざま

な小売業でなされているわけでございます。

さらにまた、いわゆるQR(ク イック ・レス

ポンス)と か、ECR(エ フィシエン ト・コン

シューマ ・レスポ ンス)と 呼ばれ る取 り組みは

小売以外の業界で も行われてお りまして、そ こ

では、やは り情報化が 中核的な技術をな してお

ります。この点で非常 に興味深い と思います の

は、最 も日本的と言われる複雑な流通構造を持っ

てお ります繊維業界で、最近 、QRへ の取り組

みが熱心になされ始めたことです。 この動 きは、

恐 らく従来の伝統 的な取引慣 行を透明化 、簡略

化 してい くにとどま らず、業界の構造、流通 構

造その ものを大き く変えてい く契機にな ると思

います。こ ういったところで、EDIの 技術が

中核的なものとして活用されてお ります。

次に、2番 目の類型 の電子取引ですが、これ

は企業対不特定企 業間の電子取引で、オ ープ ン
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EDIと 呼ばれている もので ございます。オー

プンEDIと は、私の理解で 申します と、まだ

可能性ない しは実験の段階です。少な くとも特

定企業間のEDIの よ うに、現実 にそれが実行

されて、成果を上げて いるとい う状態にまでは

達 していないという印象を持ってお ります。

典型的なオープ ンEDIと 申しますのは、部

品調達などにおいて、 ある企業がオープ ンネ ッ

トワークにスペ ック情報を流す。 これに対して

不特定の企業か ら、それな らば うちの会社で、

この価格で、また、 この品質 で提供できるとい

う情報がまいります。 それに対 して最初の企業

が相手 を選択いた しま して契約の成立 に至る と

いうものです。法律的 に申します と、最初のス

ペ ック情報 の提供が申込の誘 引と言われ るもの

で、不特定の企業から申込が なされ、それに対

して承 諾情 報が送 られ るとい う形で契約が成立

するわけでございます。

この種のオープ ンEDIの うち、データベー

ス型のネ ッ トワーク、つまり、どこの会社が ど

ういう商品を欲 しがっているか、 あるいは、 ど

この会社が どういう商 品を提供で きるか という

ことをデー タベースと して集 めま して、 これを

契約の締結 に利用する というタイ プは、現在、

既に活用が始まっています。 しか し、ネッ トワー

ク上での契約締結 とな ります と、 どこまで実際

に活用 され るかは、なお今後の展 開を見 る必要

があると思 います し、いろい ろ克服 しな ければ

ならな い問題があ ります。実際、技術的な情報

とか、あるいは価格情報だけです と、ネ ットワー

ク上の情報 だけで十分だと思えますが、いざ、

実際に取引に入 るとい うことにな ります と、当

該製品が重要なものであれば あるほど、相手方

企業が本当に信頼に値する企業であるかどうか、

例えば 、品質管理 がどうな ってい るか、 あるい

は納期 を本 当に守 って くれるか といった ことに

ついての信頼度を確認できる情報が必要 にな る

だろうと思 います。これは現在のネ ットワーク

上の情報だけでは十分でないわけでございます。

こういう場合に、ネ ッ トワーク外での コンタ

クトを とらずに、 ネッ トワーク上 の情報 だけで

契約成 立に まで至 るだろうか とい うところに、

問題を感ず るわけでご ざいます。ネ ットワー ク

上で契 約締結にまで至 るための方 策といた しま

しては、恐 らく二つの解決方 法があるだろうと

思います。一つは、ネットワークをイ ンターネ ッ

ト流に完全 にオープンなものに しないで、いわ

ゆるメ ンバ ーシップ制にする とい う方法 です 。

そして、会員資格 の審査を初 めに厳格に行い、

ネットワークに入 る段階でチ ェックをかけると

いう方法が ございます。こうい う方向でのオ ー

プンEDIと いうのは、ある小売店の海 外調達

に関 しまして、既 に実験的な試みが行われつつ

あるよ うです。 しか し、この方式 は、会員資格

の審査 を厳格 にすればするほど、 だんだんオ ー

プンEDIの 理想か ら離れて いくというジレン

マをはらんでお ります。

ちなみに、NIFTY-ServeやPC-VANな ども会員

制ではありますけれ ども、これはだれで も会員

になれるわけで、今申し上げているメ ンバーシッ

プ制 とは違います。

それから、オープンEDIを 可能にす る第2

の方法 です が、これは事前の審査は行わ ない。

仮に審査を行 うに して も相当ハー ドルの低い も

のにとどめ る。そのかわ り相手方企業の信頼 度

について、 これを評価 する第 三者機関をつ くる

という方式が考え られ ます。いわば、金 融機 関

におけます格付機関のようなものでございます。

話は電子取引か ら離れます けれ ども、最近、

公共工事の発注に関 して一般競争入札が導入 さ

れましたが 、そ うすると価格 だけで比較 する と

いうこ とにな ります。 しか し、それでは情報 と

して十分で はないとい うことで、技術力 を点数

化 して入札 の際に考慮するという方式が現在 、

計画されているよ うです。これ も参考になるだ

ろうと思います。

ただ、こうい う評価機関、格付機関をつ くる

ということにな ります と、万一、その評価が誤っ

ていた場合 に、だれが どうい う責任をとるのか

という問題を抱え込むことになります。つまり、
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こうい う方策でのオープ ンEDI化 は恐 らく可

能ではあるで しょうが、そこにはいろいろな問

題があるということでございます。

電子取引の第3類 型 といた しま して、対消費

者取 引が ございます。 これは、企 業間の電子取

引と違 い、全 く新 たな世界を切 り開 く可能性を

秘めてお ります。大量 の商品デー タベースを前

にして、その中か ら好 きな商 品を選ぶことがで

きるとい う点で、従来の通信販売 などに比べ ま

す と、消費者にとって も画期 的にサービスが向

上する とい うことが言えます。ケ ーブルテ レビ

とコン ピュータネ ットワークを結合する とい う

ような ことも試み られているようですが、その

ような画像情報入 りの双方向ネ ッ トワー クが消

費者取 引で実現いた しますと、個 々の消費者 の

好みに合 った商品を提供できる。 その場 で消 費

者が、 いろいろな色とか形を選択できる とい う

ことですので、従来の通信販売に比べますと画

期的な取引形態になるだろうと思います。

また、他方で事業者の側か らいた しまして も、

かな り安価 に多 くの消費者に対 して情報を提供

できます。 これは市場 として 開拓 できればとい

う前提の話ですが 、そ ういうメ リッ トが ござい

ます。

問題点は、現在の画像情報の処理 レベルです。

これは個々の消費者の家庭での処理 レベルに依

存 しますが、鮮明なカ ラー写真を掲載 したカ タ

ログ販 売よ りは、商品情報と して は劣 って しま

うとい う問題が指摘されてい るよ うです。 しか

し、今後の技術の進展でこの点が解消されます

と、コ ンピュータによる消費者取 引は飛躍的に

拡大す る可能性が ございます 。 しか し、 そこに

は潜在 しているいろいろな問題が ござい ます。

その一部について、触れさせ ていただきたい と

思います。

さて、以上のよ うに三つの類型 の電子 取引が

あり、また、三つの領域の環境整備があります。

この うちの制度的な環境整備 に対 して、国際的

にどういう対応がなされてい るか について少 し

触れておきたいと思います。国際 的な対応 とい

た しま しては、現在、 欧米の取 り組みが先行 い

た しております。 ヨー ロッパでも、TEDIS

と呼ばれるプロジェク トが1989年 か らEUの 主

導で行 われ てお りまして、制度的な環境、法 的

な問題 につ いてもさまざまな取 り組みがなされ

ているようですが、ここでは、国連のレベルで

行われ てお ります環境整備について少 し御紹介

したいと思います。

EDI取 引あるいは電子取 引は、国境 を越 え

て拡大することがほとんど不可避 な形態の取 引

でございます。そ うな ります と、EDIあ るい

は電子取引に対 して法的な障害を持った国と持っ

ていな い国が混在 しているということは、取 引

にとって大変都合が悪いことです。現在 、ED

Iな い し電子取引につ いて包括的な立法 を持 っ

ている国は例外的です ので、各国がば らば らな

立法をする前に、世界 共通の一種の立法 モデル

をつ くって、各国の立法化はこれにあわせてやっ

てくれ とい う形で統一性を図 っていこう とい う

動きが生 じま した。このために、国連の 国際商

取引法委員会、UNcrrRALと 呼ばれる委員会 で

すが、 ここで審議が行 われるに至 りま した(図

一3)
。

ちな みに、各国で個別立法 を持 ってい る国 は

わずかであ ると申 しま した。例えば、民事訴訟

の証拠法な どに限定 した立法 では、既に立法化

してい る国 はございますが、包括 的なEDI立

法とい うことにな ります と、韓国の貿易 業務の

自動化 促進法、これは1992年 か ら施行 されてお

ります が、 これ ぐらい しか現在の ところはな い

ように思います。

さて、今申しま した卵C㎜ は、数轍 、

EFT(電 子資金移動)に 関する国際的なモデ

ル法をつ くったことで御存 じの方 も多いか と思

います。このEFTの モデル法をつ くりま した

EFT作 業 部会が、そのままEDI作 業部会 と

いうものに衣がえをいた しま して、1993年 か ら

EDIモ デル法の審議 を開始 いた しま した。 そ

して、昨年 の秋に作業部会 レベルでのモ デル法

草案を ほぼ完成いた しました。そ して、今年 の
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春にその解説をつ くりま した。本 日、資料と し

て掲載 させ ていただい てお りますのは、 その草

案でございます。 ところが、 その後、今年の5

月にUNCITRALの 総会 が開かれ まして、 モデル

法草案が採択 され る予 定にな っていたん です け

れども、 ここで議論が百出いたしまして、結局、

審議未 了となって採択 には至 りませんで した。

恐 らく、来年 開かれますUNC㎜ の総会で採

択され ることになるだろ うと思います。 そのよ

うな次第ですので、資 料の草案にかなりの修正

が加え られております 。 したが って、現 段階の

草案は、お配 りした内容 とは少 し違 っているわ

けで ござい ます。本当は最新 のデータをお配 り

できればよかったのですけれ ども、何分 、総会

の審議 が途 中で終 わっておりまして、全 条文 に

ついて改訂版が出るとい うところにまで至りま

せんで したので、残念 なが ら最新 のデータをお

示 しで きません。来年 になれば、最終的なモデ

ル法草案をお示 しでき るだろ うと思います。 し

か し、 ともか くどうい う問題が どういう観点か

ら扱われよ うと してい るか ということは御理解

いただけるのではないかと思います。

ちなみに、 「モデル法」の趣 旨は、各 国で立

法化す るときに、 これ に従 ってや ってほ しい と

いうことで、国内立法 化は必要で ござい ます。

しか し、その国内立法 化をす るための標準をつ

くった ところに意味があるわけです。このモデ

ル法の特色 として、い ろいろ挙げ ることはで き

ますが、全体 としての特色 と して、2点 だけ挙

げておきたいと思います。

まず第1の 点は、適 用領域 を国際取引 に限定

していない ということで ございます。これは、

実はUNCITRNに とって大変 画期的なことで、

UNCITRALと いうのは 国連 の国際商取引法委員

会ですので、 これまでつ くりましたモデル法 ・

条約等 は、すべて国際取引に適用 されるもので

した。 これ に対 し、今回のものは、注と して、

国によって 国際取引にのみこのモ デル法を適用

したい場合 には、その 旨、規定す ることがで き

るとい う選択肢を設け る形を とってお ります。

これはUNCITRALの 性格か らは説明できません

で、む しろEDIの 性格によ って説明すべき こ

とであろうと思い ます。EDI取 引にと りま し

ては、 国際取引にのみ適用 される法が存在す る

ということは、それ自体障害 とな って しまうわ

けで、 やは り国際、国 内共通 のル ールが必要 で

あるわけでございます。

それ から、第2の 特色 といた しまして、この

モデル法は取引に適用 される とい う点で ござい

ます。 その意味は、消費者取 引と公的手続を適

用領域 から除外 しているとい うこ とです 。草案

では第1条 で、このモデル法はコマーシャルロー

であるという言い方を しています。 この表現は、

総会で大変批判を招きまして、コマーシャルロー

などという概念を持 っていない国 もありますの

で、最終的にはコマーシャル ・アクティビティー

ズとい う表現にな りそ うです けれ ども、 ともか

く日本 流に言えば、商取引に適用 される とい う

ことでございます。

ただ、注意すべ きことは、商取 引に適 用を 限

定す ることは、UNcrrRALの マ ンデー トを考え

れば当然の ことではあ りますが、 それに もかか

わらず 審議の中で、公 的手続 にも適用せ よとい

う意見が根強 く存在 したということです。実際、

通関手続な どを考 えます と、商取 引と公的手続

を分け るということは非常に障害 が大きいわ け

で、このモデル法 自体 は商取 引を対象と して は

おりますけれ ども、できるだけ各国の立法によっ

て公的な手続にも同様な思想を持 ち込む ことが

必要であろうと思います。

さて、以上が立法的な対応です けれど も、 こ

のほか国際 的に契約の レベルでの対応もなされ

てお りまして、有名な ところではアメリカ法律

家協会(ABA)の 標準約款 とか国連の 欧州経

済委員会(ECE)の 標準約款、 日本で は産 業

情報化推進 センターでつ くってお られます標 準

約款、 これ は契約書作成の指針 となる参考試 案

という形でつ くってお られるようですが、 こう

いった契約書のモデル あるいは指針の作成が 行

われております。
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さて、以上が少 し長い前置きでございまして、

続きま して、我が国で制度的な環境をこれか ら

整備 してい くとすれば どうい う課題があ り、 ま

た、どうい う方向で整備 して いくべきであるか

についてお話 ししたいと思います。問題 点は多

岐にわたってお ります(図 一4)。 しか も、 こ

こに挙げた他に、 まだいろいろな問題が ござい

ます。 そのすべてにつ いてお話す る時間はあ り

ませんので、取引の中核部分 に関する制度的環

境に焦点を合わせ ま して、以下お話申 し上げた

いと思います。整理の仕方 と してはいろいろな

方法があるとは思いますが、一応、三つのグルー

プに分けてお話 させていただきます。

まず第1の グループが、従来の取引、典型 的

には企業間取引ですが、これを電子化 してい く

際にど うい う問題 が出て くるかということで ご

ざいます。

その第1番 目の問題 として契約の成立 に関す

る問題 がございます。電子的な方法で契約を成

立させ るということ、受発注を行 うとい うこ と

自体に何か問題はないか。つ まり、契約 として

の有効性を阻害す るよ うな問題はないか とい う

ことです。 この点は、結論か ら申 します と、 日

本では問題はないわけで して、 日本では契約 自

由の原 則が とられ、ど ういう形態 で契約 を して

もいい。また、諾成主義が取 られ まして書面 等

を要求 しない、合意の成立だけでよいというこ

とにな ってお りますので、基本的には電子的な

形態で契約を成立 させ ても、効力 には全 く影 響

はありません。 うるさいことを申 します と、先

ほどの小売店とメーカ との間の戦 略的提携の よ

うに、 コンピュータによる自動発 注が行 われて

いるよ うな場合を考えますと、人 間の意思が介

在 していな いわけです。契約 の成立は意思の合

致が必 要となりますので、これは コンピュー タ

の意思であ って人 間の意思ではないん じゃな い

か。 したが って、有効性に問題があるという議

論も形式的にはできなくもありませんけれども、

これは理論 的に致命傷 となるような障害では ご

ざいません で、それな りに克服す ることがで き

ます。特に、立法 的な対応をするまでもないで

あろうと思います。

ただ問題 は、契約の成立の際、いつ成立す る

かとい う点 です。現在 の法律 のもとでは、契約

は申込の意思表示 と承諾の意思表示の合致によっ

て成立 します。そ して、成立 の時期はいつか と

いうと、承諾が発信 されたときであるというの

が 日本 の民法の原則です。これが発信主義と呼

ばれている もので ございます 。端的に言 います

と、メール ボックスルールと呼ばれてお ります

が、ポス トに手紙 を入 れたときが契約成立の と

きとい うこ とです。というこ とは、万一届か な

か った ときの リス クは相手方 、申込者の方が 負

うとい うことにな ります。 しか し、これは電子

取引の環境 のもとで、果た して妥 当な原 則であ

ろうかということがここでの問題でございます。

実は、発信主義 とい うのは、 日本の法律家に

とって は当然のことのように思われてい るんで

すが、 国際的に見 ます と普遍的な方式ではあ り

ません。む しろ比較法 的にはマイ ノリテ ィに属

します。国際動産売買 に関す るウィー ン条約、

あるいはUNDROIT(私 法統一国際協会)と い う

組織 で最近作 った、国際商事契約 原則等、国際

取引に適用 される最近の統一法を見ます と、 こ

とごとく到達主義がとられております。つまり、

承諾が相手 に到達 した ときに契約が成立する と

いう方 式です。 したが いまして、一般論 として

日本の発信主義に合理性があるか どうか 、か な

り疑問があ ります。ま して電子取 引のよ うに、

承諾のデータが、かな り短時間の間に、しか も、

相当な確実性を持 って相手に届 くという場合に

は、発信主義の合理性 は一層 疑わ しいよ うに思

います 。例 えば、海外 の取引先と契約をする場

合に、昔のように承諾の手紙を船に委託 して送っ

たような状況を考えます と、相手 に届 くまで相

当の日数を要 します し、また、届 くかどうか も

わからない。やは り船 に託 して送 った段階で契

約は成立させて、 そこで直ちに履 行のための準

備に取 りかかれるとい う制度 に した方が、迅速

な商取引にはいいとい う考え方はそれな りに理
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解できると思います。 それだけが唯一合理的な

方式か どうかは疑 問ですが、 それな りに理解す

ることはできます。

しか し、 コンピュー タネッ トワークによる契

約にな ります と、随分、事情 が違 うわけで、例

えば、承諾 データが相手に届かなかった。ネ ッ

トワー ク上の トラブル によって届かなか ったと

いう場 合に も、船の難破 に比べて、はるかに容

易に知ることができます。そ して、それがわかっ

た段階で、直ちに改め て承諾のデータを送る と

いうことは短時間に可能なことですので、それ

にもかかわ らず、 自分 は一たん送 ったんだか ら

契約 は成立 だとい って頑張ることを認め る理 由

はほとんどないように思われるわけです。

そ ういう点からいた します と、やは り契約の

成立については、少な くとも電子取引について

は到達主義 をとるべきで、実際に電子取 引の ど

の約款 を見 ても、ほとん ど国際的 には到達主義

がとられてお ります。 そうい う観点か ら申しま

すと、 日本でも民法の原則を改め てしま うか、

それができないのであれば、少な くとも電子取

引の契約においては到達主義を契約書に明記す

るべきであるように思います。

ちなみ に、INcm乱 のモデル法 では当初、

電子取 引、EDI取 引については到達主義を と

るとい う規定を入れる とい う原案 が出ておりま

した。 しか し、各 国か ら批判が出ま して、こん

なことは当たり前のこ とだか ら、わざわ ざ規定

を置 くなという意見が 出ました。 これに対 しま

して、現在、発信主義 をとってお ります 日本 と

アメリカが反対 しま して、我 が国では到達主義

をとっていない、発信 主義を とっている。それ

はおか しいので、ぜひEDIに っ いては到達主

義をとるという明文の規定を置いて くれ という

主張を したのですけれ ども、 日本 とアメ リカニ

国の支持 しかございませんで否決 されて しまい

ました。 したがいま して、日本と して も、で き

ることなら民法を改正すべ きであ るとい うのが

私の考えでございます。

次の 問題 といた しま して、今度は書面 の要件

の問題 があ ります。我が国では、契約の成立 と

の関係 で一般的に書面を要求 してお りません。

したが って、書面要件を一般 的に論ずる必要 は

ないのです けれ ども、ただ下請法 とか割賦販売

法等、特別法で書 面が要求されて おります。 そ

こで、 日本 の場合には一般的に書 面要件を問題

とす るよりは特別法、個々の法律 ごとに対応 し

てい くとい う方法がとられるべきであろ うと思

います。ちなみに下請法に関 しま しては書面が

要求されておりますけれども、下 請取引の業務

の合理化 という点か ら、ペーパー レス化 は下請

業者に とっても有利ですので、公 正取引委員会

の規則 によ って一定の要件を満たせば書 面でな

くて もよい、電子データでもよい とい う扱いが

なされ てお ります。 しか し、消費者取引にな り

ます と、そ う簡単 に書面要件 をはず してよいか

どうか。これは、なか なか微妙な問題が ござい

ます。消費者にと っては、紙 の形 で契約 条件 を

見ることができるかが相当重要な場合 もあ りま

すので、簡単に書面要件をはずせるか どうかは、

今後、慎重な検討が必要であろうと思います。

他方、アメ リカの場合には詐欺 防止法 とい う

法律が ございま して、一般的 に書面が要求され

てお ります。UCC(米 国の統一商法典)の 場

合で申します と500ドル以上の物品売買その他に、

広 く、書面 を要求 してお ります。 また、不動 産

取引については、 どこの国で も書 面を要求 して

いるところが多い ようです。 このように、一 般

的に書 面が要求されてお ります と、電子 デー タ

でもよいか どうかが一般的な形で問題 となりま

す。 そこで、UNCITRALモ デル 法で は 「機能 的

等価物 アプ ローチ」 というものを採用いた しま

して、 これ に対処 しております。対応の仕方 と

しては、 「書面」 は今 まで紙 を考えていたけれ

ども、実は紙に限 らないんだ とい うことで、書

面の定義を変えて しま うとい う方法 もござい ま

す。 しか し、これ は非常に副作用が多い もの で

すから、そこで書面概念は触 わ らずに、ただ一

定の要件を満たした電子デー タは書面と機能 的

に等価であ るとい うことを定める、そうい うア
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ブロー チを採用 したわけです。 しか し、 日本 の

場合に は、一般的にこのような形で規定を置 く

必要性 はあ りませんので、個別の法律 ごとに対

応 していけばいいのではないか と思います。

それか ら、次に無権 限者による発信の問題 で

ござい ます。先ほ どの林先生のお話の中にも少

し出て まい りましたけれ ども、無権限の人間が

発信人 の名 を語 って発信する。いわゆる、な り

すましによ る発信を したときにど う扱 うかとい

う問題 です 。これ は、逆に受信 した側か ら申 し

ますと、自分が受信 したデー タが だれのデー タ

であるかを確認す るために何 をすればいいか。

いわゆる認 証手続の問題とな ります。この問題

は、特定企業間の、閉鎖的なネ ッ トワークの 中

では余 り問題にはな りませんけれ ども、 オープ

ンEDIに なりますと問題にな り得ます し、 ま

して消費者取引となりますと、相 当深刻 な問題

にな る だろ うと思 い ます。実 は、 この 点 は

UNcmALモ デル法で も一 番もめている問題 で

す。UNCITRALで は、先ほど申 しま したように、

EFTに 関 して国際振込モデル法とい うのを作 っ

たわけですが、その際、無権 限者 による支払 い

の依頼が大変問題 にな りまして、 さんざん もめ

た挙げ句、妥協の産物 として相当複雑なルール

が採 用されております。そ こで、卵C㎜ の

EDIモ デル法についても同 じよ うな方式を と

るのか どうかとい うことで随分 もめてい るわ け

でございます。

一つ の対応の仕方と しては
、 ご く簡単 に対応

して しまう方法 もあります。 これは、消費者取

引で比較的金額が小さいであ ろうと思われるよ

うな場 合に適用できる方式ですが 、無権 限者 が

な りす ましで発注 したとして も、本人は一定限

度までは責任を負 うけれ ども、それ以上 は負わ

ないと決めた上で、実 際に生 じた コス トは保 険

でカバーす るとい う方式です。アメ リカは、E

FTに ついて はこれを採用 しま して、 いわゆ る

50ド ルルールとい うのが導入 されております。

また、 日本でも幾つかのクレジットカー ドでは、

無権限者による利用について こういう方式が採

用されてお ります。

しか し、金額が大き くな ります と、あるいは

契約の態様が複雑 にな ってまいります と、そ う

簡単に このルール で処理するわけにはまいりま

せん。やは り個々の取 引ごとに、本人に効果 が

帰属す るか どうかを考 えていかざるを得 ないだ

ろうと思い ます。 その場合の決め方としては、

やはり受信者がどこまでのことを行えば保護 さ

れるのか、つま り、そのデータが発信人 とされ

ている者のデータであると信頼 してよいのか 、

そうい う形 で原則を決めてい くことにな るだ ろ

うと思 います。そ うは いいま して も、取 引形態

ごとにどこまでやればいいか ということも異なっ

てまい ります し、取引 にかか わっている金額 に

もよります。そこで、結局は、ル ールをつ くる

とすれば、非常に一般的な要件の立て方 をせ ざ

るを得な いだろうと思います。UNcrrRALモ デ

ル法で 申します と、これは11条 ですけれ ども、

当該事情の もとで合理 的な手段を使 ったかどう

かとい う表現を用 いてお ります。合理的かどう

かとい うの は、一 々、裁判官な り仲裁人な り、

あるいは判定者が判断 してい くほかない とい う

ことです。 ちなみに日本の民法で は、無 権限者

が代理 行為 を した場合 に規定が あ りま して、

「権限あ りと信ずべき正当の理由」があ る場合

に保護 され るとい う書 き方を してお ります。合

理的な方法 とか正 当な理 由とい う非常に抽象的

な定め方 しか、ル ール の レベルで はできないわ

けでございます。

ただ、そういう形でルールをつ くるにしても、

一つ非 常に注意を 引きますのは、 日本の民法の

原則は無権 限者が代理行為を した場合の、いわ

ゆる無権代理の原則ですが、 この場合に相手方

が保護 される要件 としては、本人が何 らかの関

与をしていることが要件 とな っている点です 。

っまり、代理権がない人に代理権 を与えたとい

う表示 を して しまった、あるいは、代理権は与

えているんだけれ ども、それを越 える行為を代

理人が して しまった、かって代理権を与 えてい

た人が勝手に無権 限行為を したとい うよ うな、
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何 らかの関与が本人側 にあるとい うことが要求

されて いるということです。つま り、本人に も

責任を負って もやむを得ない事情 がある。だか

ら、責任を負わせよ うというのが民法の原則 で

す。

ところが、電子 取引にな ります と、例 えばパ

スワー ドな どを盗 んで本人になりすます とい う

場合には、本人側 には全 く帰責の要素がない場

合がございます。 しか も、そ こでなされる発信

行為は、本人が行 った ものと寸分違わない方式

でできます。とい うことは、 ネッ トワー ク上で

は、受信者はどのような方法を用 いて も本人で

ないということを確認できな い、 そうい う形態

での発信が可能になるわけです。 これは民法の

原則か らす ると、相手方、受信者 は保護 されな

いとい うことになるはずです けれ ども、 電子取

引の場合、果た してそれでい いか どうか は、改

めて検討を要する問題です。

ちなみに、銀行 などが絡み ます弁済の場合、

例えば銀行が預金通帳 と印鑑を盗んできた人に

支払って しまった とい うような場合には、弁済

者を保 護す るとい う制度が、民法上、特別にあ

ります けれ ども、弁済 行為 とい うのは義務です

から、弁済 しなければ責任が生 じて しま う。そ

うすると、相手が本当に権限のある者かどうか、

時間をかけて調査 してお ります と、へたをす る

と債務不履行責任 を負 うことにな って しまう。

そうい うことがあってはかわいそ うだというこ

とで、弁済者を特別に保護 してい るわけです 。

EFTの 場合は、 こうい うル ールがある程度 は

適用可能なのです けれ ども∨EDIあ るいは電

子取引にな ります と、契約の 申込 に対 して承諾

する義務 もござい ません し、 そもそも契約す る

かどうかは全 く自由ですので、相手が本 当に権

限のある者 であるかを確認す るために、 もっと

慎重に調査すべ きであるとい う議論が十分成 り

立って くるわけでございます。

この問題を どう考え るかですが、恐 らく企業

間取引 と消費者取引とで考え方はかなり違って

くるであろうと思います。企 業間取引の場合 に

は、今のよ うな問題はあ りますけれども、パ ス

ワー ドの管理、あるいは認証の手 続を厳 重な も

のにす るというイ ンセ ンティブを与える とい う

観点か らいたします と、ある程度 受信者 を保護

してい くという方式が 合理性を持 ち得る ように

思います。 そして、 どうして も生 じてきた リス

ク、損害については保 険で対処 してい くとい う

ことが考え られるわけです。 とい うことは、 民

法とは異な る原則を企業間のEDIに つ いて は

採用す る余地が十分あるということです。

しか し、消費者取引にな ります と問題 は相 当

深刻で、いわゆる電話のダイヤルQ2と 同 じよ う

な問題 が出てきます。 ここでは、約款をつ くっ

て受信者、注文を受けた側を簡単 に保護す る、

つまり発信 人とされた人に契約 当事者 と しての

責任を負わせてい くという方 式が採用 されます

と、相当、社会的に強い反発があると思います。

そこで 、特 に消費者に関 しては特別な立法的手

当か、 あるいは合理的 な契約 内容 についての指

針をつ くることが要請されると思います。

次に、証拠能力 ・証拠価値 に関する問題、 こ

れもよ く議論 される問題です ので、触れ てお き

たいと思います。電子 データに証拠能力があ る

かどうか、 あるいはまた、 どの程度の証拠価 値

があ るか とい うことは、UNCITRALで も大変 議

論にな ったテーマです。その理 由は、国 によ り

まして は、法律で どの ような ものが証拠 にな る

かを定める法定証拠主義が採用 されていま して、

電子デ ータが証拠 にな るかど うか、それ をは っ

きり認めた法律がない と否定 されて しま う可能

性があ るか らです。それと、 とりわけこれは英

米に特 有の問題ですが、ベス トエ ビデ ンスル ー

ルとい う英米法特有の法理があ りま して 、これ

に対す る対処が必要であった とい うことがあ り

ます。

しか し、 日本の民事訴訟法は 自由心証主義 が

とられ てお りまして、基本的には何でも法廷 に

出してよい。それ に証拠価値 があるか ど うか は

裁判官が決 めるという方式が 採用 されてお りま

す。 したが って、 日本の場合 には コンピュータ
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データに証 拠能力があるとい うことをわ ざわ ざ

定めな くて もよい、あとは証拠価値を裁 判官が

判断す る。 ただ、証拠調べの方式が検証か書 証

か とい う、 非常に技術的な レベルで議論 され て

いるに過ぎません。 こ う申します と、 日本法 上

は、民事訴訟手続 には技術的な問題 しか ない と

思われ るか もしれませんが、実は、電子 デー タ

の証拠 価値 の問題 は、電子データとは何か とい

う根本 問題 にかかわる大変興味深い問題 である

ように思い ます。契約 書のよ うな文書を裁判所

に提出する場合には、民事訴訟法 に 「原本、 正

本または認証ある謄本をもってこれをなす こと

を要す」という条文が置かれております(32Z条)。

要する に、契約書のような文書の場合には、原

本があ るな らば原本を 出せということです。 原

本があ るの に原本を出 さない とい うことにな り

ます と、当然、証拠価値の点で問題が出てまい

ります。

そこで、 問題は電子データに原本があるか ど

うか とい うことです。原本とは何かにつ いて、

日本で通常与えられている定義は次のよ うな も

のです 。作成者が、あ る一定の内容を表示す る

ために確定 的なものと して作成された文書、 あ

るいは、一定の思想を表現す るという目的の も

とに、最初 にかつ確定的に作成された文書、 こ

ういった定義がな されております。確定 的にな

された とい うところに、かな り力点が置かれ て

いるとい うことはおわか りいただ けると思いま

す。

それでは、ハー ドディスクとかフロッピーディ

スクといった媒体 ではな く、電子データその も

のにつ いて原本を語 ることができるかというこ

とですが、 電子データは、通常の媒体に記録 さ

れてい る限 りはいつで も書きかえが可能 です の

で、いわゆる確定的な性質を持ってお りません。

また、原本の数について申します と、通常の紙

の原本 の場合にも原本 を複数作成することは ご

ざいます。ただ、複数作成す る場合で も、原 本

というのは そう簡単に、全 くうり二つ同 じもの

をつ くることができないとい うのが当然 の前提

になっていたように思いますけれども、電子デー

タの場合にはデ ジタル信号が並んでいるだけで

すか ら、全 く同じものを簡単 に複製する ことが

できます。複製 といいま して も、 どちらが複製

かわか らない状態 にな って しまいます。その点

で、原本の要件 として、確定性 とともに もう一

つ唯一性というこ とが よ く言 われるのですが、

この唯一性 ない し単一性 と呼ばれる性質 も電子

データは持 っていない ということで、伝統的な

原本の概念 からか なり遠 いということがおわか

りいただけると思 います。そ うな ります と、証

拠を原本に限定す るという立法の もとでは証 拠

にできない可能性が出てまい ります。このため

にUNcrlRNモ デル法 では、一定の要件 のもと

に電子データを原本の機能的等価物 として扱 う。

機能的等価物 とい う言葉 自体 は条 文には出てお

りませんが、思想 としてはそ うい う方式が採用

されております。 そ して、その一 定の要 件とは

何かと申 します と、重要な点は、データメッセー

ジ(UNcrlRALモ デル法で はデータメッセー ジ

という言葉 がキー概念 として使われています)

が作成 された時点 と、実際に表示 された時点 と

の間に情報 の完全性につ いて の信 頼できる保証

がある とい うことです 。 しか し、何が信頼で き

る保証であるかはなか なか判 断が難 しいであ ろ

うと思います。

それでは、日本 の裁 判実務 では現在どうや っ

ているのか と申 します と、通常は電子データは

紙にプ リン トアウ トして、これを書面の原本 と

して提 出しているようでございます。 しか し、

プ リン トア ウ トされた ものは電子 データその も

のの複製ではな く、電子データを人間の言葉 に

翻訳 したもので しかあ りません。 したが って、

電子データのプ リン トアウ トを原本 と扱うのは、

本来、かな り便宜 的な ものということができま

す。 しかも、これか ら画像を含んだ文書などが

多用 される ようになってきます と、プ リントア

ウ トの仕方 によって質 的に異 なるプ リン トアウ

トがで きて くる可能性 がございますので、今の

ようなや り方では、早番、限界が来るのではな
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いかと思います。

他方で、記録 してい る媒体 その ものを証拠 し

て出せばど うか ということですが 、これは物理

的にで きない場合 もございます し、また、もと

もと電子データというのは、保存 されている媒

体に依 存 しない性質を持ってお りますの で、媒

体を出せば原本だとい う考え方も決定的な解決

にはなりません。

そこで、 どうす るか ですけれども、やはり自

由心証主義 をとっている日本の法体系の もとに

おいて も、抜本的な解決をす るとすれば、電子

データその ものを証拠 と して認めて、一 定の要

件のもとにおいて原本 と同 じ価値 を与えるとい

う何 らかのルールを確立する必要 があるだろ う

と思い ます。それをなお 「文書」 と呼ぶか どう

か、これは言葉の定義 の問題であろうと思いま

す。大変、残念なことですけれども、現在、民

事訴訟 法の改正が審議 されてお りますが、その

改正案 からは今の点が落 ちております。最初の

原案の段階では電子デ ータの問題が入 っていた

んです けれ ども、現在の草案 の段 階では落ちて

お ります。21世 紀 に向 けた民事訴訟法を新たに

つ くるとい う試みの中で、電子データに触れ て

いないとい うのは何 とも残念な気がいた します。

ところで、今のような立法 的な手当てが必要

である とい うことはもちろんですが、それとは

別に、電子データの証 拠価値を高めてい く方策

も必要だと思います。つま り、信頼性の高いデー

タの保存方式を確立 してい くということですが、

これは立法 的対応 とい うよりは実務的環境の問

題か も しれ ません。そ の中で非常に注目されて

いるのが電子公証人の制度です。電子公証人 と

いう制度をつ くって、信頼できる機関がデータ

を受け入れた ら、その後一切 だれ にも手 を触れ

させない、一切改 ざん されていないとい うこと

の保証 を与 えるシステムをつ くるとい うことで

す。今後、 電子データの証拠 価値が問題 にな り

ます と、恐 らくこうい う制度 も改革の視野に入っ

て くるであろうと思います。

さて、このほか問題 はたくさんあるんです け

れども、全部お話する ことはできませんので、

簡略化 しつっお話申 し上げたいと思います。

費用負担の問題 につ いて少 し触 れたい と思い

ます。最初 に申 しま したように、今後、電子取

引が拡大 し、とりわけ企業間取引の電子化が進

みます と、 ビジネ ス ・プロセ ス ・リエ ンジニ ア

リングを通 しまして、企業間の取 引の構造が 変

わり、 さらには産業の構造そのものが変革され

てい くことが予想 され ます。 そうな ります と、

今まで紙ベースで取引をしていた相手に電子デー

タでの取引を呼びかけることになるわけですが、

紙か ら電子 データに乗 りかえ るにはさまざまな

コス トがかか ります。ハー ド面、あるいはソフ

ト開発のコス トがかか ります。また、今 まで独

自仕様で取 引を していた相手 と、今度は標準仕

様 に 乗 りた い 、CII標 準 、 あ る い は

UN/EDIFACTを 使 うということで、こちらにか

えて くれといいますと、 これ もまたコス トがか

かります。そうな りま したときに、コス トを負

担できない事業者が取 引か ら排除 されるとい う

事態が起きます と、公正取引委員 会も興味を持

つであろうと思い ます。そこで、 このコス ト負

担の問題を どのように解決 してい くかが一つ の

大きな問題です。

それか らもう一つ、産業の構造 が変わ って い

く場合 に、私が非常に気 にな って おります費用

負担の問題は、次 のよ うなものです。例 えば繊

維業界のよ うに、多段 階性と言われる複雑な流

通経路を持 ち、商社あるいは卸が 間にた くさん

介在 してお ります と、 それが大変なコス ト要 因

となって、国際競争力をそいでい るわけです 。

しか し、複雑な流通経路 とい うのはそれな りの

存在理 由が ござい まして、繊維業 界のよ うに、

在庫 リスクが大変大きい業界では、その在庫 リ

スクを分散するという機能を果た してい るわ け

です。 ところが、電子 化によって流通が 単純化

されていきます と、 このような取 引上の リス ク

が特定の主体 に集 中 して顕在 化す るとい う可能

性がございます。 この リスクの顕在化を どの よ

に処理 してい くか も新 たな問題 ということが で
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きます 。こういった点 について、今後考えてい

く必要があると思います。

次に記録 保存の問題でございます。従来の取

引を電子化 する場合だ けではな くて、どんな電

子取引 につ いても共通な問題 とい うことで別 グ

ループ に挙 げてお ります。取 引の 電子化 とかE

DI取 引ということを 申します と、必ず 出て く

るクレームが、紙の記録を保存す る負担 を何 と

か して くれ ということでございます。よ く挙 げ

られますのは商法で、 これは商法36条 ですが 、

商業帳簿その他営業に関する重要書類について

十年間の保存義務が課せ られ てい る。あ るいは

法人税法の施行規則で、青色 申告法人 に帳簿 、

財務諸表、注文書等の取引証 葱の保存義務が7

年間課 され ております 。この法人税法上の7年

の保存義務 につ きま しては、大蔵省の告示によ

りまして、5年 が経過すれば、一定の要件を満

たすマイクロフィルム による保存を認め るとい

うことにな ってお りますが、 コンピュータデ ー

タのままでいいか どうかはブ ランクでございま

す。各国では、さまざまなコ ンピュータデータ

の保存を認めるという対応がなされてお ります

ので、 日本でも立法的 ないし行政 的な対応が必

要であるということです。ただ、法律の条文 を

見ます と、商法 と法人税法に関す る限りは、法

律上は紙で保存せよとは書いておりませんので、

これは法律の問題 ではな くて運用の問題です。

商法上 の重要書類の保 存義務 については、法務

省サイ ドは電子データでもいいという方向に傾

いているよ うですが、国税庁 がうんと言わな い

とい うのが実際上の問題のよ うです。どうして

も認めないのであれば、立法 的な対応というこ

とにな りますけれ ども、何らかの対応が緊急 に

必要である と思われます。この点でも、やは り

電子公 証人制度のような信頼 できる保存 システ

ムがで きれば、そうい う新たな立法的対応 も し

やす くなるであろうと思います。

ちなみに電子公証人 というのは、日本 で実施

するとすれば、恐 らく公的な機関が介在する と

いう方式が一番適切か と思い ます。アメ リカで

は、既 にシュアテ ィ ・テクノロジー社 という会

社が、インターネ ッ ト上で電子公 証システム と

いうものを提供 してお りまして、既にそれを利

用することが可能です。 日本 国内でもそ うい う

制度が必要だと思います。

最後 に新たな取引形態に関す る問題で ござい

ますが、まずシステム運用上 のセキュリティの

問題。これは技術的な問題が多いですけれ ども、

文字化 けとかデータの変化へ の対応、災害 ・事

故によるシステム ・ダウ ンへ の対応とい った点

につきまして、制度的な環境 の レベルで申 しま

す と、契約 による対応 が合理的な形でな される

べきである と思います 。とりわけ、システムが

ダウン し、その原 因が不可抗力ではな くてシス

テムの提供者にあ った という場合 に、システム

を利用する取引当事者 の どち らのサイ ドがその

リスクを負担するかとい うこ とが問題とな りま

す。これについて、契約書で合理的な内容の定

めを してお く必要があると思います。

それか ら、消費者との電子 モール取引につ い

てです。電子的な取引の場合 には、消費者の取

引情報が簡単に蓄積で きます ので、よく言われ

ることですがプライバ シの問題が あります。そ

れか らまた、電子 モールにい ろいろな広告ある

いは宣 伝が掲示 される ことについての倫理的な

問題が ございます。また誤まった広告、いいか

げんな広告 を掲示 したために、何 か損害が生 じ

たとい う場合に、ネッ トワークの提供者 自身 に

責任が あるかどうかとい う問題、 これは新聞 ・

テレビなどに関 してもある問題ですけれ ども、

こうい った点がいろい ろ生 じて くるであろうと

思います。

それ とともに消費者取引が 電子的に拡大 して

い く中で必ず出て くるのが、先ほどの林先のお

話にもございました決済の問題で、いわゆる電

子現金の問題でございます。 これ については詳

しく触れる時間はございませんが、ただ一つ心

配なことは、現在、技術先行で話が どん どん先

に進んでいるとい うことです。 しか し、法的 に

これを どう性格づ けるかとい う点についての対
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応が全 く不十分で、法 的な問題の詰めを して い

かない と、後々大変大 きな問題になるという気

がいた します。 しか し、その ための時間が余 り

ないというのが現状であろ うかと思います。

最後 に、証券の電子化、これも大変重要な問

題です。

とくに、船荷証券の 電子化が現在、注 目を集

めてお ります。 ヨーロッパでは、既にボ レロと

呼ばれるプ ロジェク トが進行 してお りま して、

今年(1995年)の 夏 ぐらいでほぼ終了 したので

はないかと思います。ボ レロとは、BillofLading

forEurope(BOLERO)の ことで、その電子化のプ ロ

ジェク トです。EC委 員会が関係 してい るプ ロ

ジェク トで、多 くの企業を巻 き込んで、電子 的

な船荷証券 がどこまで可能か とい う実験を行 っ

てお ります 。 この動 きに連動 いた しま して、

uNcrrRALで は、EDIの 作業部会 の次のテー

マとして船荷証券の電子化を取 り上げる ことが

決まってお ります。船荷証券 の電子化に関す る

法的なルール といた しま しては、かつて、海法

の専門家の集 まりでございます万 国海法会で作

成 しま したCMI規 則 というのがよく知 られ て

おります。 しか し、船荷証券 とい うのは権原 の

移転、物権 の移転が含 まれているわけですが、

物権の問題 を扱 って法を統一する ということに

なりますと、物権法は各国でまちまちですので、

大変な議論 になってとて も議論が まとま らな い

ということで、CMI規 則では物権の問題を除

外 した形で船荷証券の電子化 につ いてのルール

をつ くってお ります。その意味で は完全 な船荷

証券の電子化 ではなかったわけです。 しか し、

UNcrrRALで 今度始ま ります審議におきまして

は、物権移転の問題 も射程に入って くる可能性

がございます。そ うな ります と、モデル法のよ

うな形 で議 論がまとまるかどうかの問題はとも

か く、 インパク トは、契約だけではな くて所 有

権法、担保 物権法 に及んで くるということにな

ります。

いずれに しましても、証券 の電子化をする と

いうことにな りますと、通常 は中央登録機関の

ような ものを想定する ことにな ります。 もちろ

ん技術 的には、中央登録機関を想定 しな いで電

子証券を流通させ ることは可能だ と思います け

れども、一番簡単なのは中央登録機関を想定す

る方式でございます。CMI規 則をつ くりま し

た段階では、どこがこの登録機関 になるかを め

ぐって議論がまとまりません で、 当初は金融機

関がこれを担お うとしたんですけれども、運送

業者等が金融機関に南流情報 あるいは物流情報

まで全部握 られて しま うことを嫌 って頓挫を い

た しま した。結局は、運送業者が 中央登録機関

となる とい うシステムでルールができてお りま

す。 しか し、そうな りますと初期 投資の コス ト

が莫大 なもので、結局、このルールは実際には

機能していないのが現状です。そういう意味で、

中央登録機 関をどこにするかを国際的に合意 す

るとい うの は大変難 しいわけです けれ ども、 し

かし、逆に言います と、中央登録機関について

の合意 さえできれば、証券の電子化は、 技術 的

には案外簡単にできるということでございます。

国内的には、国債 につ きまして、 日本銀行を登

録機関 として同 じようなシステムが既に稼働 し

てお ります し、そのほか、どんな権利にせよ中

央登録機関をつ くって、そこに電子的に登録 し、

電子的登録を権利移転 の対抗 要件 ないし効力要

件とす るというスキームをつ くりますと、割合

簡単に権利の電子 的移転ができるようになりま

す。 しか し、そうな りますと法的 には大 きな イ

ンパク トがあると思います。 この 問題は、国際

的な協調 という点 も重要ですけれども、同時に、

さまざまな権利の電子化に向けて国が産業政策

の リーダー シップをどこまで とるかとい う政策

問題で もあ ります。船荷証券 に象徴され ます よ

うな証券的な権利の電子化は、電子取引のさま

ざまな法律 問題が集約 的にあ らわれる問題で ご

ざいま して、 これにつ いての新たなスキームを

ともか くつ くって運用するということがなされ

れば、それ によってさまざまなノウハウが蓄積

することにな ります。 これは、将 来的には大 変

有効な ことであろ うと思います。 したが って、
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証券の電子化は、世界の趨勢を見極めてか ら我 々

の態度を決めようとい う悠長 なことではなく、

早急に決断を要請 され ている問題 ではないか と

思います。

以上のように、電子 的な取 引に向けた制度 的

環境整備とい うものには、い ろいろ課題がご ざ

います。ですが、現実 の進行 の速度が大変速 い

ものですか ら、制度的な環境整備 の議論 も現実

にお くれることのないように進めていく必要が

ございます。

最後 に一つ、強調させていただきたい点が ご

ざいます(図 一5)。 この種 の制度的な環境整

備の問題に際 しま して、我が 国が しば しば とる

態度といた しま して、 ともか く世界の趨勢が ど

うなるか様子を見 ようという傍観者的な態度 が

ございます。世界の趨勢が決 まってか ら、我 々

が乗るかど うかを決めようという態度です。 そ

の結果、最終段階にな りまして、欧米の路線 を

あわてて追随するとい うようなことが必ず しも

まれで はないわけです。 しか し、電子取 引の問

題は、技術の問題 ももちろんそうですけれ ども、

法的な環境整備の問題 におきま しても、国際的

な標準が定 まってか ら我々の考え方 と違 うとい

うことを後で訴えて も、もはや手 おくれです 。

現在は、法 的な環境整備がまさに進行 しつつ あ

る時期ですので、国際機関の場で我々の考えて

いることを積極的に訴 えて、 国際標準あるいは

国際ル ールの策定 にぜ ひとも積極 的に関与 して

い くこ とが必要 であると思います 。UNcrrRAL

で申します と、今、船荷証券 の電子化のための

ルール作 りがまさに進行 しよ うと してお ります

ので、 そうい った点か らも、我 々としては積極

的に対応 していく必要があるのではないか と思

います。

以上でございます。御静聴 ありがとうござい

ました。(拍 手)
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1は じめ に

「電 子取 引(electroniccomerce)」 の 「環 境 」 とは

企業一特定企業
(戦略的提携)

企業 一不特定企業
(オープンEDl)

企業一消費者

技術的環境 通 信プ ロ トコル ・ビ ジ ネ スプ ロ トコルの標 準 化

制度的環境 民法 ・民事訴訟法 ・商 法 ・税法等の見直 し
データ交換協定

消費者保護

実務的環境 取引慣行 ・費用負担 取引慣行 ・評価機関 ネ ッ トワ ーク倫 理

技術的環境

制度的環境

実務的環境

H手 順,全 銀手順/C|1標 準,UN-EDlFACT

立法的対応,行 政的対応,契 約 ・実務的対応

取 引慣行の見直 し,標 準約款の制定,自 律的規則の制定,新 たな

組織の設立

(図 一1)

2電 子取引の類型とその特色

(1}特 定企業間の電子取引

取引のペーパーレス化

BPRの 中核技術としてのEDl(製 販同盟)

〈製販同盟の例〉

発注廃止 メ ←一－POS情 報

1商 品補充 一ー ー ー ー 一 →

カ ∈ ・着荷情報

1`・ 債権 ・債務照合 一 ーーーー一→

小

売

店

検収廃止

QR/ECRと 産業の構造的変化

取引慣行の標準化

(2)対 不特定企業のEDI

オー プ ンEDlの 可能 性

〈オ ープ ンEDlの 概 念図 〉

企業

スベフク情報(申 込の誘引)一 →

承諾情報(契 約の成立)一 →

申^

申込

一
ネ ッ トワー ク

{3}対 消費者の電子取引

類似の業態 との違い一長所 と短所

企業 ・ネッ トワーク提供者の責任

(図 一2)
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3制 度的環境への国際的対応

UNClTRALのEDlモ デル 法 【資 料】

標準約款による対応

ABA,ECE,Cll

(図 一3)

4日 本における制度的環境整備の課題

(D従 来の取引のEDl化 に伴う問題とその対応

(a)契 約の成立

発信主義の妥当性

消費者保護の必要性

{b)書 面要件

下請法の対応

{c}無 権限者による発信(認 証の問題)

認証(authentication)の 問題 ・取引上の合理性判断

{ω 証拠能力 ・証拠価値にかかわる問題

自由心証主義とUNClTRALモ デル法

原本性と証拠価値

Ce}デ ータの撤回

㈲ 受信確認

UNCTlRALモ デル法

(9)費 用負担

独禁法との関連

{2}記 録保存に関する問題とその対応

商法 ・法人税法 その他

保存システムの必要性一 電子公証人制度 ・

{3}新 たな取引形態に関する問題

{a)

(b}

{c)

システム運用上のセテユリティ

デ一夕の安全性

システム停止への対応

消費者との電子モール取引

プライバ シー

ネッ トワーク取引の倫理

ネッ トワーク上の決済 と電子現金

その他

証券の電子化

電子船荷証券

CMIル ール

ポレo・ プ ロジェク ト

UNClTRALの 審議開始

電子有価証券の構想

(図 一4)

5』 おわ りに

国際協調

国際的標準策定への積極的関与の必要性

(図 一5)
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⊆
DRAFrMODELLAWONLEGALASPECTSOFELECTRONICDATAINTERCHANGE(EDI)

ANDRELATEDMEANSOFCOMMUNICATION

(asapprovedbytheUNCITRALWotkingGrouponEiectroIticDataInterchange
atitstwenty-eighthsession,heldatVienna,from3to140ctoberl994)

A/CN.91406

English

Pagc45

(d)"Addressee"ofadatamessa8erneansapersonwhoisintendedbytheoriginatortoreceive
thedatamessage,butdoesnotincludeapersonactingasanintermediarywithrespecttothat
datarnessage;

(・)・1・ にm・di・ry".with…p・c"。 ・声i・ ・1・・d・t・m・ ・sag・・m⑭ ・p・ …nwh…nb・h・1f

ofamtherperson,receives,【ransmi【sorstoresthatdatamessageorprovidesotherserviccswi1h

respec"Olhatda【amessage;

(D・lnfOrrnatiOnsyStem'lneansasyStcmforgenerating・transmitting・receivingorstOring

infonmationinadatamessage.

CHAPTERI.GENERALPROVISIONS・

幽.ntetadon

△旦蛆.5DhereofaDDIicati。n⑨.

ThisLawforTnspartofcommercial".law.Itappliestoanykindofinformationinthef。mof

adatamessage・

(1)Inth・i・terP・etati。 ・。fthi・Law,・ega・di・t。b・h・dt。it・i・t・ ・nati・n・1・・u・ceandt・th・n・edto

promotcunifonnityinitsapplica【ionandtheobscrvanceofgoodfaith.

(2)QuestionsconcemingrnattersgovernedbythisLawwhicharenotexpresslyse"}edinitaretobe
settledinconforTnitywiththegeneralprinciplesonwhichthisLawisbased.

△曲2.Ω!ti!1ltig!i!

Fo「thepurposesofthisLaw:

(a)"Datamessage"meansinformationgenerated,storedorco㎜unicatedbyelectronic.

opticaloranalogousmeansincluding,butnotlimitedto,electronicdatainterchange(EDI).

electronicmail,telegram,telexortelecopy;

(b)'Elec【ronicdatainterchange(EDI)怖meanstheelec【roniclransferfromcompu【erto

computerofinfomationusinganagreedstandardtoslructurelhein∫ormation;

CHA}「TERII.APPLIcATIoNOFLEGALREQulREMENTsTODATAMEssAGES

ム工血⊆1⊆」1.alronit'oofdataessae

InfonnationshallnotbedelUedlegaleffectiveness,validityorenforceabilitysolelyonthe

groundsthatitisintheformofadatamessage.

-
め
の
,

(c)℃riginator"ofadatamessagemeansapersonbywhom,oronwhosebehalf,thedata

messagep岬ortst。havebeengeneraにd,storedorcommunicated,butitdoesn。tincludea

personactingasanintemediarywithrespecttothatdatamessage;

△蛭.池 血9

(1)Wherearule・flawrequiresinf・rmati・nt・beinwriting・rl・bepresentedinw・iting・ ・r

P・・videsf・ ・c・rt・in・ ・ns・q・・ncesifitisn・ 【,・d・tamessag・ ・ati・fiesthatruleiftheinformati。n

containedthereinisaccessiblesoastobeusabieforsubscqventrefercnce・

.ThisLawdoesnotoverrideanyruleoflawintendedfortheprotectionofconsumers. (2) Theprovisionsofthisarticledonotapplyto【hefollowing:【_】.

"■TheCo㎜issi。nsuggeststhefoll。wingtextforStatesthatmightwishtolimitthe

applicabilityofthisLawlointernationaldatamessages:

ThisLawapptiestoadatamessageasdefinedinparagraph(1)ofarticle2wherethedata

messagerelatestointernationalcornmerce・

"・netem"co㎜ercial"shouldbegivenawideinterpretati。ns。astocovermatters

・・i・i・gf・。mall・ei・ti・n・hips。fac・ ㎜ ・・ci・1nat…,wh・th・ ・c・・【・actU・1・ ・n・t・R・1・ti・nship・ ・f・

c。㎜ercialnatureinclude,butarenotlirnitedto,thefollowingtransactions:anytradetransactiQnfor

th・ ・upPly・ ・e・・h・ng・ ・fg・ 。ds・ …rvice・;dis【 ・ib・ti・n・g…m・ ・t;・・㎜ ・・ci・1・ep・・se・tati・n・ ・

・g…y;f・Cl。 ・i・g;1・a・i・g;・・T・StrU・ti・・。fW・ ・kS;・。nS山i・g;・ngi・ …i・g;li・enSi・g:inVeStment;

fi脚ci・9;b・nki・9;i・ ・u・ance;・ ・pl・it・ti・n・g・eem・ ・t・・c・nc・ ・si・n;」・i・t・・nt・・e・nd。th・ ・f・msof

industrialorbusinesscooperation;carria8eofgoodsorpassengersbyair・sea・railorroad・

資料1

△曲巨.⌒

(1)Wh・ ・ear・le・ 臼 ・w・eq・i・e・a・ig・ ・tu・e,・ ・p・・vid・・f・・c・rtai…n・equence・i・th・ab・ence。f

asLgnature,thatruleshaLlbesatisfiedinrelationtoada【amessageif:

(2)

(、)、m・th・di…edt・id・ntifyth…iginat・ ・。fth・d・ ・am・ …g・and・ ・i・dicatethe

・・iginat・・'s・pP・・val・f【h・i㎡ ・rmati・n・ ・ntainedthe・ein;・nd

(1))lh・tm・thOdi・as・eli・bl…w・ ・apPr・p・i・ ・ef…h・p岬 ・・ef・ ・which`hedatamessage

w、 、g,。 ・,at・d・ ・c・㎜uni・at・d,i・th・light・f・L|th・ci・cum・ ・an・…i・d・di"ganyag「eemen【

betweentheoriginatorandtheaddresseeofthedatamessage.

Th・p・ ・vi・i。n・・flhi・arti・1・d。n・t・PPIyt・th・fi・11・wi・g・ 【… 】・
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△血鍵ユ.Ω 血山 越
副

(1)Wherearuleoflawrequiresinformationlobepresentedini【soriginalform.orprovidesfor

cerIainconsequencesifitisnot,adatamessagesatisfiesthatruleif:

(2)

(a) thaUnfomationisdisplayedlothepersontowhomitislobepresented:and

(b)cherecxistsareliableassuranceastotheintegrityoftheinformationbetwcenthetime
whenitwasfirstcomposedinitsfinalforTTI,asadatamessageorotherwise.andthetimewhen

itisdisplayed.

Whereanyquestionisraisedastowhelhersubparagraph(b)ofparagraph(1)ofthisarticleis

satisfied:

(3)

(a)thecriteriaforassessingintegrityshatlbewhethertheinforTnationhasremainedcornptete

andunalte【ed,apartfromtheadditionofanyendorsementandanychangewhicharisesinthe

n。malo。urseofcomrnunication,storageanddisp|ay;and

0))thestandardofreliabiliIyrequiredshallbeassessedinthe}ightofthcpurposcforwhich
theinformationwascomposedandinthelightofalltheretevantcircumstances.

Theprovisionsofthisarticledonotapplylothefoljowing:【_】.

a))thedatamessageisretainedintheforTnatinwhichitwasgenerated,transmittedor
received,orinaformatwhichcanbedcmonstraledtorepresentaccuratelytheinforrnation

generated,transmitledorreceived;and

(c)tTansmittatinfonnationassociatedwiththedacamessage,including,butno"㎞itedto,

originator,addressee(s),anddateandtimeoftransmission,isretained.

(2)Anobligationofanaddrosseeloretaininformationinaccordancewi山paragraph(1)shallnot

extendloanypartofsuchinfonnationwhichistransmittedforcommunicat}oncontrolp岬osesbut

whichdoesnotentcrtheinformationsystemof,ordesignatedby,lheaddressee.

(3)ApersonJTIaYsatisfytherequirementsreferredtoinparagraph(1)byusingtheservicesofany
otherperson,providedthatlheaboveconditionsaresatisfied.

CHA⑰ 「ERIII.COMMUNICATIONOFDATAMESSAGES

△口座 」Ω.Variationbvaflreement

典 旦.Ad的sslilianevidetialvaluefdalamesaes

Asbctweenpartiesinvolvedingenerating.storing,co㎜unicating,receivingorothcrwise

processingdatamessage⑤,andexceptasotherwiseprovided,theprovisionsofthischaptermaybe

variedbyagreement.

`
O
∩

(1)Inanylegalproceedings,no【hingintheapPlicationoftherulesofevidenceshallapPlysoas【o

preventIheadmissionofadatamessageinevidencc:

△旦些 」ユ.A【lributionofdatamessaロes

(a)onthegroundsthatitisadatamessage;or,

(b)ifitisthebestevidencethatthepersonadducingitcouldreasonablybeexpectedtoobtain・

onthegroundsthatitisnotinitsorigirvalform.

(2)1nfomationpresentedin【hefomofadatamessageshal|begivendueevident

assessingtheevidentialweightofadatamessage.regardshallbehadtothereliabili

whichthedatamessagewasgcnerated,storedorcommunicated,監othereliabilityof

whichtheintegrityof【heinfonnationwasmaintained,to【hema㎜erinwhichitsor

identified,andloanyotherrelevantfactor・

alweight.ln

yof【hemamerin

hemamerin

ginatorwas

(3)S・bj・ ・tt。 ・ny。the・rule・fl・w,wh・ ・e・・bp…g・aphfO)・fp・ ・ag・aph(D。f・rti・1・8issati・ficd

inrelationtoinformationintheformofadatamessage.theinformationshallnotbeaccordedanylcss

weightinanylegatproceedingsonthegroundsthati【isnetpresentedinitsoriginalform.

幽2.

(1)Whereitisrequiredbylawthatcertaindocuments.recordsorinforrnationberetained.that

・eq・i・em・nt・ha"besatisfiedby・et・iningd・t・messag…P・ ・vid・dth・tth・f・U・wi・g・ ・nditionsa「e

me【:

(a) theinformationcontainedthereinisacccssiblesoastobeusableforsubsequcntreference;
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(DAsbetweemheoriginaこorandlheaddressee,adatame5sageisdeemedtobe【hatofthe

originalorifitwascoTnmunicaledbytheoriginatororbyanotherpersonwhohadtheauthoritytoact

onbehalfoftheotiginatorinrespectoflhaldatamessage,

(2)Asbetween【heoriginatorand1headdressee,ada【amessageispresumcdtobcthatof【he

originatoriftheaddressee,byproperlyapPLyingaprocedurepreviouslyagreedtobytheoriginator,

ascertainedthatthedatamessagewasthatof【heoriginalor.

(3)WhereparagraphS(1)and(2)dono1appty,adatamessageis【deemed】 【presumed】tobethatof

theoriginatorif:

(a)thedatamessageasreceivedbytheaddresseeresultedfromtheactionsofapersonwhose

retationshipwiththeoriginatororwithanyagentoftheoriginatorenabledthatpersontogaln

access【oamethodusedbytheoriginatortoidentifydatamessagesasitsown;or

(b)theaddresseeascertainedthattheda【amessage'wasthatoftheoriginatorbyamethod

whichwasreasonableinthecircumstances,

However,subparagraphs(a)and(b)donotapplyiftheaddressee㎞ew,orshouldhave㎞own.hadit

excrcisedreasonablecareorvsedanyagreedprocedure,thatthedatamessagewasnotthatofthc

originator.
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(4)Whereadatamessageisdeemedorpresumedtobcthatoftheoriginatorunderthisar1icle,the

contentofthedatamessageispresumedtobethatreceivedbytheaddressee.However,where

transmissionresultsinanerrorinthecontentofada【amessageorin(heerroneousduplicationora

datamessage.thecontentofthedatamessageisnotpresumedtobethatreceivedbytheaddresseein

sofarasthedatamessagewaserroneous,iftheaddresseeknewoftheerrorortheerrorwouldhave

beenapparent,hadtheaddresseeexercisedreasonablecareorusedanyagreedproceduretoascertain

thepresenceofanyerrorsintransmission.

(5)Onceadatamessageisdeemedorpresumedtobethatoftheoriginator,anyfUrtherlega:effect
witlbedeterminedbythisLawandotherapplicablelaw.

A由cle12、Ac㎞owled2ementofreceiDt

(1)Thisarticleapplieswhere.onorbeforesendingadatamessage,orbymeansofthatdata
message,theoriginatorhasrequestedanacknowledgementofreceipt.

(2}Wheretheoriginatorhasnotrequestedthattheacknowiedgementbeinaparticularforrn,the

requestforanac㎞ 。wtedgementmaybesatisfiedbyanycommunicationorconduct。ftheaddressee

sufficienttoindicatetotheoriginatorthatthedatamessagehasbeenreceived.

(3)Wheretheoriginatorhasstatedthatthedatamessageisconditionalonreceiptofthat
acknowledgement,thedatamessagehasnolegaleffectuntiltheackUowlcdgementisreceived.

(4)Wheretheoriginatorhasnotstatedthatthedatamessageisconditionalonreceiptofthe

ac㎞owledgementandtheac㎞owlcdgementhasnotbeenreceivedbytheoriginatorwithinthetime

specifiedoragreedor,ifnotimehasbeenspecifiedoragreed,wi【hinarcasonab]etime;

(a}theoriginatorrnaygivenoticetotheaddressees【atingthatnoac㎞owledgementhasbeen

receivedandspecifyingatime,whichmustbereasonabLe ,bywhichtheacknowlcdgementmustbe

received:and

△亘辿 ユ4.Tlmeadlaceofdisatchandreceltodatamessaes

(1)Unlessotherwiscagreedbetweentheoriginatorandthcaddresseeofadatamessage,thedispaIch
ofadatamessageoccurswhenitentersaninfermationsystcmoutsidethecontroloftheoriginator.

(2)Unlessotherwiseagreedbetweentheoriginatorandtheaddresseeofadatamessage,thetimeof

r㏄eiptofada【am6ssageisdete耐nedasfollows:

(a)iftheaddresseehasdesignatedaninfomationsystemforthepurposeofreceivingsuch

datamessages,receiptoccursa【 【hetimewhenthedatamessagcenters!hedesignated

informa【ionsystem,butifthedatamessageissent【oar:informationsystemoftheaddressee山at

isnotthedesigna陀dinformationsys忙 叫 鵬ceiptoccurswhenthedatamessageisretrievedby

theadd「essee;

(b)iftheaddrcsseehasnoldesignatedaninformati6nsystem,receiptoccurswhen【hedata

messageenteTsaninformationsystemoftheaddressec.

(3)Paragraph(2)appliesnotwithstandingthattheplacewheTetheinfonnationsystemislocatedmnay

bedifferentfToMtheplaccwheretheda【amessageisreceivedunderparagTaph(4).

(4)Un】essotherwiseagreedbetweentheoriginatorandtheaddressecofacomputerizedtransmission

ofadatamessage,adatamessageisdeemedtobereceivedattheplacewheretheaddresseehasits

placeofbusiness,andisdeemedtobedispatchedattheplacewheretheoriginatorhasitspla㏄of

business.ForthepurPosesofdhisparagTaph=

(a)iftheaddresseeortheoriginatorhasmorethanoneplaceofbusiness,theplaceof

businessisthatwhichhastheclosesけelationshiptetheunderlyingtransactionor,where山ereis

nounderlyingtransaction,theprincipalplaceofbusiness;

(b),iftheaddresseeoT【heoriginatordoesno【haveaplaceofbusiness,referenceistobemade

tOitShabitualresidence.

-
↑
∩

(b)iftheac㎞owledgementisnotreceivedwithinthetimespecifiedinsubparagraph(a),the

originatormay,uponnoticetotheaddressee,treat【hedatamessageasthoughi【hadneverbeen

lranslnitted,orexerciseanyotherrightsi【ITIaYhave,

(5)Paragraph(4)shal}notapplytothedetcrTTiinationofplaceofreceiptordispatchfortlepurpose

ofanyadrninistrative,critnirra1ordata・protectienlaw.

(5)Wheretheoriginatorreceivesanacknowledgementofrecelpt,i【ispresumedthatthere]ateddata

messagewasreceivedbytheaddressee.WherethereceivedacknowLedgemen:statesthatthere|ated

datamessagemettechnicalrequiremcnts.eitheragreeduponorsetforthinapplicablestandards ,itis

presumedthatthoserequirementshavebeenmet.

Article13、Ftsoandvalidi【ocntracts

(1)Inthecontextofcontractfomation,unlessotherwiseagreedbytheparties,anofferandthe

acc叩 【anceofanoffermaybeexpressedbymeansofdatamessages.Whereadatamessageisusedin

(hefomationofacontract,thatcontractshallnolbcdcniedvatidityorenforceabilityonthesole

groundthatadatamessagewasusedforthatpurpose.

(2)TheprovisionsofthisarticledonotapPlytothefottowing:【_】.
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基調講演ECの 実現 に向けて

ただい ま御紹介 を

いただ きました通 産

省の渡辺でございま

す。 本 日は、 この シ

ンポ ジウムにお招 き

をいただ きま して、

大変 あ りがと うござ

います。

2年 前、私が機械情報産業局長に就任 した直後

だったと思いますけれ ども、第9回 のシ ンポジ

ウムに参加 させていただきま して、これか らの

我が国の高度情報化に対する取組 みにつ いて簡

単な御挨拶 をさせていただきました。去年は通

産省が高度産業情報化 プログラムを発表 した直

後で ございま して、半年がか りで産業構造審議

会で議論をいた しました内容の御報告を、この

場で させ ていた だきま した。あれか ら1年 でご

ざいます。 あの時 には幾つかの高度産業情報化

の方向につ いて、 それ らを採用 して大変 うま く

いっている企業の御紹介等を申 し上げ、エレク

トロニ ック ・コマース(以 下"EC,,)あ るいは

CALSと いったよ うな ものが将来像 として考 え

られるとい うお話を申 し上げま したが、情報化

をめ ぐる世の中の動 きというのは大変早 うござ

います。1年 経ちまして、ECあ るいはCALSが 、

既に皆様方の間には定着 したような気がいた し

ます し、CALSに 関す る本が十 種類以上 も売 り

出され、その うちの幾つかが、今、ベス トセラー

になってい るとい った時代で ございます 。つ い

先般 も、アメ リカのロサ ンゼルスでCALSに 関

するCALSExpoと いうものが開かれ、これに1

万人近い人 が集ま ったそ うですけれども、その

中で日本人の方々が400人 以上参加 しておられ

たとい うことでございます。 アメ リカに比べて

相当の立遅れはございますが、この数年間の高

通商産 業省 機 械情報産業局長

渡 辺 修

度情報化を めぐる官民挙げての努力の結果、着

実に定着 しつつある、 こんなふうに考えておる

次第でございます。

それ では私の方から、本 日はEC実 現に向け

てとい うことで、現在 我々が講 じてお ります産

業情報化の ための各種の施策 、さらには、よ り

広 く、 それ らも包含 した形の我が国の高度情報

化をめ ぐる各種の施策 につきま して、主 として

政策のこれか らの方向性あるいは内容を中心に、

御説明させていただきたいと思います。

皆様、よ く御承知の ことで ございます けれ ど

も、これまでの情報化 の展開 とい うことで(図

一1) 、御案内のように、通産省 は情報化に対

して1960年 憎 ・ら旗振 りをしてまいりま したが、

主とした目的はコンピュータ産業 の国際競争力

強化で した。大体80年 代の半ば頃には、IBMに

比肩す るような力を我 が国の コンピュー タ産業

が持ち得る形にな って いきた いということで努

力 して まい りました。 その間の我 が国の情報化

は、銀 行あ るいは給与計算といった定型的な業

務の情 報化 、さらには、我が国の クオ リティ ・

コン トロールの進 出で世界の競争力を確 保す る

上でのベースにな りま した工 場の製造工 程にお

ける情報化 、この二つが我が国で今まで行われ

ておった情報化の大きな特色であると思います。

我々はそれを点と線の情報化 と呼んでお りま し

て、80年 代の中頃 くらいまでに、ほぼそうい っ

た意味では競争力がついてきたとい う時代になっ

たわけでございます。 しか しその後、実 はア メ

リカを中心 に して、コ ンピュータのダウ ンサイ

ジング、オ ープ ン ・ネ ッ トワーク化あるいはマ

ルチメディア化という急速な構造変化が訪れた

わけで ございます。下 に幾つ か書 いてご ざい ま

すが、そういった80年 代後半の大 きな構造変化、

あるい はうね りといいま しょうか、この流れの
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中に再 びまた日本が遅れをとることにな りま し

て、ア メリカとの間では大きな格差がっ いて い

るとい うのが現状です。下を見て いただきます

と、情 報化 の国際比較 ということで、国民一人

当たりどの くらいのコ ンピュータを使ってい る

か とい う、 これはスイ スの財 団が計算いたしま

した各 国の比較 です けれども、 これを1,000人

当たりのMIPSで 表 してお ります。残念なが ら

日本は世界で17位 にな ってお ります。もちろん

アメ リカが1位 ですが、OECD加 盟各国はみな

日本よ りも上にな ってお りま して、我が国の遅

れが数 字の上で明確に現れてお ります。オフィ

スのパ ソコンの普及率とかパソコンのLAN化 率

といったものをご覧になっていただきまして も、

歴然たる差があります。

そういった日本の情報化で ございます けれ ど

も(図 一2)、 特に最近大きな変化が見 られて

きてお ります。右側の グラフに、86年 か ら94

年までのGDPの 対前年比の伸び率と民間の情報

化投資の伸 び率 を比較 してお ります。88,89年

という、俗 に言 うバブルの頃 には、民間の情報

化投資は非常に大きな伸びを示 してお りました

が、90年 を境に して91年 か ら不況に突入いた

しま した。以後、我が国のGDPは92,93,94年

とほぼ0%、 一桁台、0に 近いような伸びになっ

ているわけですが、つ まり不 況に伴って、我が

国の情報化投資は急速 にダウンしたとい うのが

現れて おります。つま り、不 況突入 と同時に、

バブル時代 に隆盛 を誇 ってお りま した情報化 投

資が急速に落ち込みま した。

それ に対 してアメ リカは(図 一3)、 御案 内

のように88年 をピークに して経済成長が鈍化 い

た しま して、我が 国よ りも数 年早 く不況を迎え

たわけでございます。 もちろん、不況 と同時 に

民間の情報化投資 も落 ちましたけれども、 しか

しGDPの 伸びよりもはるかに高い伸びを示 しな

が ら情報化投資が行われていた。特に91年 を底

にして、やや経済が もち直す過程 においては、

民間情 報化投資が急速 に伸びていきま した。 一

言で言いますと、我が国はバブル時代を終えて、

不況下 において民間情報化投 資が非常に落ち込

んでい った。それに対 してアメ リカは、88,89

年 と、我が 国がバブルでちょうど浮かれていた

その時代に訪れた不況を乗り切るために、いち

早 くネ ットワーク技術を駆使 した高度情報化社

会に突入 してい くことによって、 リエ ンジニァ

リング とか リス トラクチャを行いなが ら、再 び

競争力 を回復 し、製造業の繁栄を もたら してい

るとい うのが 日本 との大きな差で ございます 。

そうい う意 味では、私は高度情報化社会へ入 っ

ていく過程において、アメ リカに5年 から7年

遅れて 日本がその後を追っている という感 じで

ございます。この間の5な い し7年 というのは、

その間に0と 爆発的に伸び ることとの差ですか

ら、単なる年数の差以上の大 きな開きが現在 出

ているというのが現実だろうと思います。

それを もう少 し詳 しく数字で見 てみ ます と

(図 一4)、 下の図で ござい ます が、民間情 報

化投資 とい うのは、御案内の ように、特 にア メ

リカの情報化投資は現在26兆 円程度の規模で伸

びてお ります。特 に88年 あたりか ら、一時91

年のところで少 し横に這いま したが、右肩上が

りで着実に伸びている。 日本は91年 以降落ち込

んできています。 さらにコンピュータだ けの投

資を見ても、日米の差が歴然 としております。

右側が民間設備投資全体に占める情報化のウェ

イ トの比較 であ りまして、アメ リカでは民間設

備投資の4割 が情報化投資でありますが、 日本

の場合には約2割 というのが現状です。

今度 は業種別 にどういう姿 にな ってい るかを

少 しブ レイクダウ ンした数字で ございます(図

一5) 。アメ リカの、特に電算機投資の最も伸

び率の大きな分野が非製造業 でありま して、91,

92年 あた りから急速に右肩上が りになってお り

ます。それ に対 し、 日本の場合 も非製造業の方

が情報化投資は多 うござい ますが、91年 以降、

急速に右下が りになっている。 さらに製造業を

見てみます と、アメリカは92年 か ら右肩上が り

にな ってお りますけれ ども、 日本 の場合はず っ

と落ちてまいりました。ただ、93年 か ら94年
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に対 して少 し上昇 してお ります。 これは、 日本

は長い不況 の間で大変苦労 してお りましたけれ

ども、少 し新たな萌芽が見 られつつある とい う

ことか と思 います。右が輸送機械 、さらには、

今アメ リカで最も積極 的な商 業分野にお ける業

種別の 電算機投資の比率を比べてお りますけれ

ども、歴然 とした差が 出てきてい るとい う状況

です。

以上、量 的な点を見 てまい りま したが、後 ほ

ど申し上げますように、この量の差というのは、

すなわ ち、質の差 にな ってお ります。ホ ワイ ト

カラー部門を中心 とした中間管理層、実 はこの

部分が戦後高度成長、特 にここ20～30年 の間に

急速に伸びた分野です けれども、我が国では、

そこの合理 化を図 り、オ フィスの生産性 向上 を

図ろうという着眼点で リエンジニア リングを行 っ

ているわけです。一方 アメ リカの場合は、業務

全体の見直 し、企業組織全体の見直 し、 さらに

は企業 を超 えた関係会社間の一連の全 く新 しい

リス トラクチ ャに移 っておりまして、質 的に も

大きな差が見 られるわけです。

以上 が日米の比較であ り、現在、我々が どの

ような状況下にあるかという姿を示 しました。

では、我 が国の情報化 とい うの は、政策的に

一体 どのよ うな位置づ けをされて いるか とい う

ことで ございます(図 一7)。 先 ほど申 し上 げ

ましたように、不況に悩む個 々の企業が生産性

向上のための リス トラクチャを行 うために情報

化投資 をどんどん行 ってい く。これは極 めて重

要な ことですけれ ども、それ に加えて、現在 の

為替その他 を反映 して思い切 った海外投資が進

展 しております。 それに伴い まして国内の空洞

化が心配 され、既存産 業に代わる新たな新規産

業の育成、あるいはベ ンチャ ・ビジネスのこれ

か らの大いなる隆盛 といった もの に対す る期待

が強 くなってお りますが、その一番の担い手が、

まさに この情報通信産 業でござい ます。右の表

を見 ていただきます と、 これは通産省が 昨年

(1994年)作 業を した産業構造審議会で出され た

これか らの新規産業分 野、特 に、国内の新規産

業を支える12分 野につ いての市場規模、 さらに

は雇用規模 についての数字で ございます 。右 の

雇用規模ですが、この12産 業 、12新 規事業分

野で、現在850万 人の雇用があ りますけれども、

2000年 に約1,100万 、2010年 で1,368万 とい うこ

とで、93年 か ら2010年 まで見てみますと、約

510万 人の雇用増 を期待 しているわけです。その

うち情報通信分野が184万 か ら467万 とい うこと

で、510万 の うちの半分以上を 占める280万 程度

の雇用を情報通信 に期 待 している ということで

ござい ます。左側の市場規模はもちろんです け

れども、特 に、雇用分 野で情報通信産業 のこれ

か らの新規産業育成、 そこでの雇用吸収が、我

が国が21世 紀 において引き続き経済発展を し、

産業構造を しっか りしたもの に維持 していける

かどうかの非常に重要 な決め手になっている と

いうことで ございます。

情報化産業 の ウェイ トで ございますが(図

一8) 、現在、情報化産業は32兆 円の規模です

けれど も、今 申し上げたようなこ とに従 いま し

て、2000年 で65兆 、2010年 では120兆 程度の数

字を見てお ります。国内総生産に対する シェア

でいきます と、現在、約3.7%で すが、自動車が

4.6%、 金融 ・保険が約3.6%で す けれ ど も、

2000年 には、現在の 自動車の ウェイ トをはるか

に凌駕 して全体の5.5%、 さらに2010年 にな り

ますと、これがさ らに飛躍的 に上 の方に伸びて

いく状態になるであろ うと我 々は見越 してお り

ます。郵政省の電気通 信審議会 の見通 しで は

2010年 で123兆 円の規 模を見ておりますが、大

体同じような見通 しとなってお ります。

以上が、現在の情報産業、およびそれを もと

にしたこれか らの情報産業への期待でございま

す。

それでは、 どう して このよ うな 日米間の格差

になってきたのか。いろいろな要素があ ると思

いますけれ ども、図2の 左の枠に囲った部分に、

我が国の電子情報産業 の立遅れの三つの特色が

書いてございます。

第1点 は、研究、教育、行政といった公的分
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野にお ける情報化の遅れです 。公的分野 とい う

のは国が事業主体 にな っている分野でございま

して、 医療 や教育 とか、国が 予算 を要求 し、主

として事業 主体になっている分野です。 それ ら

の行政水準 を引き上げ るため に積極的な情報化

投資が必要 なわけです が、これが 非常に遅れ て

いるというのが第1点 です。

第2点 は、先ほども申 し上げま したが、皆様

がた民 間の産業部 門における情報化に対 する価

値意識が、アメ リカに比べて圧倒的に遅かった。

それが、まさに不況を乗 り切 るために高度情報

化社会 に突入 したアメ リカと、設備投資を控 え

た日本 との差になって きてい るということだ と

思います。

第3点 は、 それで も国よ りも民 間の方がはる

かに情 報化への意欲が強いのでございますけれ

ども、 そういった情報化の意欲を摘取るような

制度上 の各種の制約が現在あるのです。 これ を

思い切 って直 していかなけれ ばな らない とい う

問題点です。例えば、 よく言 われている ことで

すけれ ども、税務書類 については7年 間の保存

義務が あ ります。 これは全部紙で保存す るこ と

にな ってお りますから、大手スーパーなどは約3

億枚の紙を7年 間保存 していることにな ります。

それぞれの企業 も全 く同様でありまして、既 に

社 内的にはディジタル化 して 電子 情報で持って

いる ものを紙に して社 内に保存 しているとか、

あるいは、 これだけ画像が発達 して画像で診療

ができるよ うにな って も、依然 と して触 診を し

て先生 がカルテに署名 を しな いと医療診療報酬

の対象 にな らない、 といった民間の情報化を阻

害す る各種の要因がございます。大き く分けて、

この三つが我が国の情報化を妨げている分野で

はないかということでございます。

この三つ に対 して、 国では ここ二、三年、思

い切った対策を講 じてまい りま した。 まず第1

の公的分野ですが、教育や研究、 医療 といった

分野については、新社 会資本整備 という名の も

とに、従来の橋や道路 、河川 とい った公共事業

に準ず る形、あるいは、それ よりももっと今後

の公共分野 の投資 として重要 なものと位置づ け

て新社会資本整備充実 という旗を振 りま して 、

関係省庁とスクラムを組んで これを充実 して ま

い りま した。特に1994年8月 、内閣に 「高度情

報通信社会推進本部」を設置 いた しま して、本

部長に内閣総理大 臣、副本部長に通産大 臣と郵

政大臣を置 き、現在、有識者の下 に本部 をフル

回転いたしま した。そして今年(1995年)の2月

に日本版MIと 呼ばれ る中間報告 「我が国の情

報化のあ り方」についての答 申を 出し、 さらに

関係各 省が、今申 し上げましたよ うな幾つか の

公的分野について、思 い切 った情報化を将来5

カ年間進め ることによ り、その水 準を思 い切 っ

て上げていこうという計画 を各省で立て、1995

年8月 末に内 閣に提 出したわけで ございます。

後ほど申し上げますが、1995年4月 の一次補正、

さらには10月 に決定されま した二次補正により

まして、二次補正だけで も3,000億 円に近い政府

の情報化予算がついており、 それ らにつ いて は

全て、今申 し上げましたような内閣に提 出され

た各省庁の 実施計画を踏まえ た形 で推進 され て

お ります。 これは、幾つかあ る内閣の本部の 中

で、これか ら最も活況を呈 して動 いてい く本部

の活動 にな ってお り、 これが毎年全体をチェ ッ

クされ、さ らに遅れている分野が あれば その尻

を叩いていくという形になっております。

それか らもう一つ、本部において制度 改正部

会 とい うものを発足いた しま して、民間の情 報

化を阻害 しているような各種の制度、 これは各

省庁を見渡 してみると多数あ りますが、 これ ら

について、許認可の電子申請 も含めてあ らゆ る

見直 しを行お うということで、東京工業大学 の

大山先生に座長になっていただきまして、現在、

作業が進め られております。来 年(1996年)の 夏

にはそれに対する答申が出る ことにな ってお り

まして、ここに出ましたものを、規制緩和の一

環でござい ますか らおそらくまた各省のいろい

ろな抵抗があると思いますが、思 い切 って推進

してい こうという、公 的分野にお けるほぼ一つ

の政策的な流れができております。
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残 りましたのが民間の情報化の推進で ござい

ます(図 一9)。 先ほ ども申 し上げま したよ う

に、我が国の産業界の抱えている問題を解決す

るには非常に大きな苦難がございます。特に個々

の企業ベー スの話 です が、長 期不況に伴います

合理化投資 その他 の投資の遅 れによりま して、

産業の国際競争力低下の問題 が非常に心配され

ています。 さらに、先 ほど申 し上 げましたが、

産業の空洞化が心配 されているところで、それ

を打開する方策 と して アメ リカと同じよ うな形

で、産業の情報化 を今後飛躍 的に進めていく必

要があるのではないか。企業 の リス トラ、特 に

間接業務の見直 しとか、あるいはフレキ シビ リ

ティ、企業連携の見直 し、あるいはインフォメー

ション ・テ クノロジの導入に よる思い切 った生

産、研究開発の リー ドタイム短縮 、こういった

コス ト削減 のための、思い切 ったインフ ォメー

ション ・テ クノロジの 活用が期待 されておりま

す し、産業 の空洞化対策 としては新規産業の育

成、ベ ンチ ャ企業の創 出とい った ものが非常 に

重要な課題になっているわけでございます。

現在 、どのような状況にあ るか ということで

すが(図 一10)、 生産分野への情報技術 の導入

が先ほ ど申 し上げ ましたように点 と線であった

という時代 はもう通 り越 しま して、現在、積極

的なパソコンの導入が行われております。ただ、

LAN化 されている度合いとい うのは非常に低 い

のです が、 さ らにはイ ンターネ ッ トへの接続 と

いうことで、新た に統合 され た分 散情報 システ

ムとい うところまで現在来て いる と思い ます。

あとは、これをオープ ン化 し、 さ らに現在の動

きをよ り会社組織の変更あるいは業務形態の変

更 とい った ものに結びつ け、 さらには、従来 の

子会社 あるいは関連会社 とは違 うオープ ンで戦

略的な結びつ きを、情報技術を使 うことによ っ

て行 ってい く。そ うい ったことが今、最 も求め

られている ところであ ります。一例を挙げて、

企業内組織 とい うところで言 いますと、 中間管

理層、 これ は主と して 、今までは下から上が っ

てくる情報を持つことで価値を持 っていま した。

さらに、それ らを調整す ることに よって上に上

げてい った管理層 とい うのは非常 にた くさん あ

ります。そ ういったものを思い切 って合理化 し、

例えば情報を電子 メールその他に よって トップ

が共有する、つま り最 末端と同時 に トップが共

有す ることによって、その中間管理層は、極端

に言 うとな くて もいいような形 になるわけです。

その人 たちを新たな知 的創造業務 に充当 してい

けば、 これか ら新 しい姿にな って い くのではな

いか。 こういった企業 内の組織の 問題、 さらに

は業務改革 の問題 、例 えば間接業務が非常に長

くなっているとか、業務プロセス が非常 に長 く

なっているというのを思い切 って2分 の1、4分

の1に して、結局、情報化投資によるパ ソコ ン

のデータを、 トップと最末端 、または営業 と製

造、設計 と小売 り店の売 り上 げという間 で共 有

することによって思い切った割愛ができるといっ

た流れになってい くのだろうと思います。

さらにもう一つ、今度は、今の企業を超えた

情報化 の流 れであ ります(図 一11)。 今 まで ど

ちらか とい うと、情報 システムは、親企業が独

自の情 報システムを持 ち、それを 子会社 ある い

は関連 会社 と共有する形によ って 、いわ ば一つ

の親企 業を中心に した企業の グル ープ化 がで き

ていま した。そして、 その狭いグループ内で 囲

い込みを していたとい うのが現在 の情報化の姿

だろうと思います。 しか しなが ら、先ほ ど申 し

上げま した ように、思 い切って非 収益性部門を

切 り捨 てることによって、あ るいは経営 資源 の

得意分 野に集中投入す ることによ って、 親会社

は、全 部について手が 回らな くな ります 。す る

と当然のことなが ら、 自分の持っていない分野、

不得意 分野をカバ ーできるよ うな パー トナが ど

うして も必要にな ってまい ります 。今までとは

違った、異なる能力を持 ったパー トナを しっか

りと把 握 し、彼 らと情報を共有 しなが ら商品 開

発を行 ってい くとか、あるいはプ ロジェク ト単

位で戦略的なパー トナシップを結んでい くといっ

たような形で、新 たな競争の時代 に突入 して い

くのではないか。つま り、全 く新 しいパ ー トナ
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を下請 ある いは関連企業 とす る関係ができて く

る、そうい う時代にこれか らなろうとしていて、

その決め手 になるのは、まさにCALSを 初め と

するECと いった情報化技術ではないか という

ことでございます。

その下に書いてありますのは、そうい うこ と

はわか っているけれども、各社に既存の膨大 な

汎用機 用のユニ ッ トが入 ってお り、それを全部

取 り替えて新たな ものに してい くという大変 な

ロス、新技術の将来の安定性に対する懸念、 あ

るいは社外 との相 互運用性が果た して確保で き

るのか とい った各 種の不安と、投 資の効率性 、

費用対効果 の問題 などで非常に悩 んでい る分 野

があるのではないかと思います。 しか しなが ら、

これらにつ いては、ア メリカの例 を見るまで も

な く、既に 日本の企業 の トップが相当そ うい っ

た面に走 り始めておりますが、そのような リス

クを全 部負 いま して、まさに、将 来に向 けた企

業 トップの決断の時期 が今迫 っているというこ

とだと思います。それは企業の問題であり、我々

といた しま しては、そ ういった企 業の投資が リ

スクと して跳ね返 って くることのないよ うに、

各種の施策 を展開 していかなければな らない 。

例えば相互運用性の確保 とか、ECに おいて各 種

の企業 がこれか ら採用 してい く上 で共通の基盤

となる標準化の問題、あるいはテス トベ ットの

提供 といったような点を、思 い切 って国でこれ

か ら皆 さん に供給 していこう。そ ういったもの

を駆使 していただきながら、決断 した企 業 トッ

プの判断が有効に生かせることが これか らの ポ

イン トになると思います。

ここには産業分 野における電子情報技術導入

の先進事例を幾つか列摩 しております(図 一12)。

詳 しくは省 略させ ていただきます が、一番上 の

例がボ ーイング777と いう飛行機 を製造すると

きに、 日本 の重工3社 など5社 が、思い切った

3次 元のCADネ ットワークを構築いた しました。

これによ り3万 枚以上あった図面を全部電子化

するこ とで、思い切った合理化を図った例を書

いてあ ります。さ らに、その下には横河 ビュー

レッ ト・パ ッカー ド、 これは外資系企業です け

れ ども、ここの思 い切 った合理化 、電子技術導

入による合理化は随所 で紹介 されており、一つ

の先進 的な例にな ってお ります。アメ リカの量

販店W社 、18,000台 の トレーラを衛星によって

全部追尾 しまして、それが一体 どういった運搬

状況になり、到着時間あるい は納 品時間を全部

正確に調べ上げることによって、思い切 った小

売業 との合理化を 図った例です。 その下 にあ り

ます ビジネス ・チ ャンスの拡大 というのは、ア

メリカのア リゾナにあ ります 小 さなソフ ト開発

企業です。彼 らが販売力を強化す るためには、

自らの販売ネ ッ トワー クをこれか ら築 くことは

難しいということで、全世界のパー トナを選び、

情報技術を使ってネッ トワー クで全部そ こに販

売網を持って もらい、彼 らの情報 をもとに自ら

技術開発も してい くという、つま り、みずか ら

販売網を持たない形で ソフ トの研究開発 を行 っ

たとい う非常 に野心 的な例 であります。昨年の

11月 に機械情報産業局でい ろいろ中間報告をい

たしま した高度産業情報化プ ログ ラムに、この

ような 中身が詳 しく報告 されてお ります ので、

必要が あればぜひ御一読いただければ と思いま

す。

以上のような部分的な合理 化を さらに抜本 的

に近代化 してい こ うとい うのがECで す(図

一13)
。このECは 、まず企業 と消費者 との関

係、それか ら企業 間の取引、特に、幾つ かの供

給者と需要者との間の受注関係をオープンなネッ

トワーク、電子市場で行おうとい うものです 。

それか ら、下に書 いてあ ります特定企業 間の企

業内部間のEC、 これが、いわゆるCALSと 呼ば

れているものでございます。 これ ら、幾つか の

グループを構成す るそれぞれの主体によ りま し

て、少 し整 理がで きるのではないか と思 ってお

ります(図 一14)。 今の三つが、企業一消費間の

電子商取引です。 それ か ら、オープンな電子取

引の部門、CALSの 部門があ ります。

まず、企 業と消費者 間の電子商取引で ござい

ます(図 一15)。 これは皆様の方 が詳 しいか も
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しれません。当然のことなが ら、まず消費者 と

企業の交わ りですから、左下にありますように、

一般家庭で ホームショッピングができるような

形がで き上が ります。当然、ホームショッピン

グはICカ ー ドで行 うとい った姿になります。さ

らには、電子Kioskを 街角あるいはホテルのロ

ビーに置 くというような形にいた しま して、 ホ

テルの予約やエアライ ンの予約は 自由に誰で も

できる ような形になる。 さらには、右下 にあ り

ます百 貨店、スーパー と一緒 にな りま して、 そ

こで買い物をするときのICカ ー ド、これは現在

あるキ ャッシュにかわるカー ドの ような もので

すけれ ども、これを電子化 した形で処理する。

こうい った形が一つの例として考 えられ るか と

思います。 当然、それ らを うまくやっていこう

と思います と、いずれ も決済 と絡 むわけですか

ら、上 にあ りますように、電子銀行あるいは ク

レジッ ト会 社といった ところで電子決済を して

いかな けれ ばいけません。そのためには、当然

のことなが ら、個々の家庭でICカ ー ドを使うと

きには、それがイ ンターネッ トを 自由に流れる

わけですか ら、安全性を確保するために暗号技

術、つまり個人の鍵を掛けなければいけません。

そこで暗号技術だとか秘密鍵 に関する各種の技

術開発が必要になってまいります。例えばAさ

んはプ ライベー トな鍵 と公開鍵という二種類の

鍵をもってお り、公開鍵は知 合い に公開 した り

します 。右側の認証セ ンタで個人の鍵が登録 さ

れてい ます。Aさ んのプライベー ト鍵が掛け ら

れたデータはAさ んの公開鍵で、Aさ んの公開

鍵が掛けられたデー タはAさ んのプライベー ト

鍵でそれぞれ復号化す る事が 出来 ますが 、Aさ

んは自分の プライベー ト鍵と決済機関の公開鍵

の二つの鍵 を掛けてデータを送 ります。 決済機

関はAさ んの公開鍵を使って それを見 て、自分

たちの仲間の商取引であることがわかるわけで

す。この際決済機関は、右側の認証センタに行っ

てAさ んの公開鍵を入手 します。同時に 自身 の

プライベー ト鍵を使ってデータを読んで、Aさ

んの発注分 に相当するものを電子 決済か ら落 と

す とい う非 常 に複 雑な 決済が 行 わ れてい くわ け

でござ います 。 こ うい った消 費者 と個 別 の企 業

との交 わ り も一 つ の例 と して 考 え られ る と思 い

ます。

このECで ご ざい ますが 、実 は、通 産省 にお

きま して 、1995年4月 の第 一次 補 正予 算 で約

100億 円の予算 を 獲得 いた しま した。 これをす べ

て消費者 と企 業 とのECの 実験 のため に使 お う

とい う ことで、現 在 、 日本中 か ら公募を いた し

てお ります。約340-350の 応募 が ございまして、

いろい ろな ア イデ アが 出てき てお ります 。例 え

ば、あるエ レク トロニ クスの総合 メーカです が、

そこが一種のカ ー ド会 社とエア ライ ン、百貨 店、

ホテル とい ったよ うな ところ と一 緒 に コ ンソー

シア ムを組 み ま して、 まさに図 に書 いて お り ま

す よ うな ホーム シ ョッピング、電子Kiosk、 百 貨

店 といった もので約3万 か ら5万 の カー ドを 日本

中のお 客 さん に持 たせ ま して 一つ の実 験 を して

みたい。 当然 の ことなが ら、その とき、その3万

ない し5万 は共 通の暗号 の鍵 を持つ 、そ うい った

よ うな もの もや ってい きたい。 これが一 つの グ

ループ の提 案 と して 出 てきて お り ます 。 それ に

対 しま して、ある商社を中心 に した グループ は、

同 じよ うな ことを今度 は海外 、アメ リカのデパ ー

トその他 も組 込ん でや ってみ たい とい っ たア イ

デアが どん どん 出てお ります。

さらに、 この 表の 上 にVirtualMal1と い うもの

が ございます が、 イ ン ターネ ッ トにホー ムペ ー

ジを開 いて 幾つか の小 売店を 出 し、 それ で商 売

したい とい う、 た くさんの意 欲 的 なベ ンチ ャ、

その他 小売 商が 出 て きて お ります 。 こうい った

ものは、 今 申 し上 げ ま した幾つ かの 、 全部 で9

か10程 度のグル ープになると思いますけれ ども、

そ うい う大 きな コ ンソ ー シア ムの 中のイ ンター

ネ ッ トの と ころに 小売 店 として入 って も らう こ

とによ って 、 それ ぞれ 一つ の実験 ができ るの で

はな いか。 そのよ うな こ とで、340-350の もの

を機械 情報 産業 局 の電 子政策 課 で 調整 してお り

ま して 、で きるだ け皆 様 の意 欲 を うま く生か せ

る形 で グル ー ピ ングを してい る と ころで ござ い
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ます。 申請があった ものの投資規模が、合計 で

5,000億 か ら6,000億 円になってお ります。基本

的に我々が用意できるお金 というのは100億 です

か ら、個々のグループでや りたいとい うECの

実験の うちの、まさに コアになる新たな技術 開

発部分、いかなるECに も共通する技術と して

標準化その他において応用できるような分野に、

限られたお金をつ けて いくこ とになると思い ま

す。そ うす ると、 これか らの新たな高度情報 化

社会を 目指すグル ープ にな ります と、現在、 自

分たちが自 ら行お うと した投資を、予定 どお り

行 って実験をするいう姿にな るだろうと思い ま

す。

そういうことで、先般の産業構造審議会では、

現在起 こってい るECを め ぐる一次補正予算100

億円 とい うのは、呼び水 にな って、現実 には

5,000億 か ら6,000億 くらいの とてつ もない民間

の情報化投 資を引き起 こしているという、非常

に良い姿になっているのではないか。これは、

景気対策に もちろん寄与する と同時に、 その モ

メ ンタムが衰えることなくこれか ら続いてい け

ば、きっと新たな高度情報化社会 へ急速な勢 い

で日本 も突入できるのではないか。何人 かの先

生方か らこ ういったよ うな、大変 感心 した、か

つ評価 する意見が 出されてお りま した。現在 、

これを行ってお りまして、お そらく、あ と一 、

ニカ月 くらい後には答えが出ることになると思

います。

その 次に我 々が行お うとしてお りますのは、

先ほど申 し上げま した企業間の相互の電子取 引

の姿です(図 一16)。 企業間のオ ープンな電子

取引ということで、幾つかの電子 カタログを供

給希望者が 電子市場に提供 し、購入企業がそれ

を探索 して、そこで契約を結 んで いくとい う姿

になるわけです。 当然の ことなが ら、図の下 に

ありますよ うに、そこで競 りのシステムがで き

上がることになると思います し、そうした形で

取引相手を照合 し、標準的な取引手順が 決め ら

れた通 り行われてい くことによって契約 が成 立

してい くわけです。当然のことなが ら、契約 は

電子的に行 われるため契約書 などは存在 しませ

んか ら、何 らかの形で電子公 証システム とい う

ものを設けて、そこが全体を把握 し、かっそ こ

で証拠 が残 るような姿に しなければいけないだ

ろうと思います。 こういったオープンな企業 間

の電子商取引とい うものが考え られます。

次に、図 一17は 特定企業間の電子商取 引とい

うことで、 これが、いわゆるCALSで あ ります。

次の 図(図 一18)は 、改め ての御説明 は省 か

せていた だきます が、CALSと いうのは、アメ

リカのペ ンタゴンの調達方式 に例を見 ま して急

速に今 、伸 びてお ります。そ こにありますよ う

に、開発 ・設計部 門、生産部門、一般管理部 門

のそれ ぞれ において、今まで各種の仕事 が紙 に

よって行われていま した。さらには、それが部

品メーカ、ユーザ とい ったところと頻繁 に交錯

して情報交換が行われていま した。それが右 に

ありますよ うに、 それぞれの部門および関連会

社で共通の電子化 された情報 を持 ち、共 有、活

用 し、かつ また リアルタイムであ らゆる情報を

交信 し、かつライ フタイムの間、全部メイ ンテ

ナ ンス しよ うとい う考 え方です。現在、 これが

相当な勢いで普及 しております。我 々といた し

ま しては、1995年 度の予算において、発電プ ラ

ン トを製造するための 関連会社等 を全部募 り、

一つのCALSの モデルと して既にスター トさせ

ま した。先 ほど申 し上 げましたよ うに、第二次

の補正 予算 でECと い うことで、これ も破格の

金額でございますけれども、217億 円とい う予算

がつき ました。この予算で、現在 の消費者との

間の一連の一次補正予算の絡みが終わ りました

後、新 たに公募を いた しまして、思い切 った特

定企業 間の電子取引 とCALS、 それか らオ ープ

ンな電子取 引に充 当 していきたい と考えてお り

ます。先ほ ど申 し上げま したように、現 在は発

電プラン トだけですが、例えば、自動車や鉄綱、

あるいはプ ロジェク ト ・エンジニ ア リング、航

空機、電子部 品とい ったそれぞれの業種 ごとに

CALSと いうものを考えてい く。そのための新

たな共通の技術基盤を確立 してい くうえでの実
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験を しようということにこれ を充 当していきた

いと考えているわけであ ります。

EC実 現のために必要 な共通基盤 ということで

(図 一19)、 先ほ ども申 し上 げま したが、暗号

技術の開発 ・研究、あ るいは認証技術 といった

ような ものが当然重要 になってまいります。 そ

れか ら、ICカ ー ドを活用 した幾つかのバーチ ャ

ル ・モールですが、 これにつ いて も各種の実証

実験を行 うことにより、様々な技術や制度的課

題に対応 していく必要 があります。先ほ ど申 し

上げま した電子公証 システム、 これ は今度 の

CALSを 行うときにも、おそらくオープンなマー

ケッ トを開 くときにもどこか で確立 しなければ

ならない と思います。あるいはCALSの 場合の

相互運用性の確保 の問題につ いて、これから集

中的に ここで技術 開発 に努めていきたい。今 申

し上げた217億 円に対す る皆様方の申請に応 じて

それを実験 していただ くわけです けれ ども、そ

の過程で、特にこういう分野に重点を置いてやっ

ていきたいと考えております。

政府の取組みということで(図 一20)、 アメ

リカの幾つかのECに ついての例を出 して ござ

います。一番上がDoC(商 務省)とDoD(国 防総

省)で 行っているECの 実験です。2番 目が、こ

れが一番大 きなものですけれ ども、技術 再投資

計画で、DoD以 下、全 部で6省 庁が一緒になっ

て行 っている もので、金額 に して約4億7,500万

ドルとい う政府助成、約470-480億 円になりま

しょうか、 それ で行 ってお ります。 その うち

DoCが 行って いるのが有 名 なCommerceNetと い

うものであ りま して、その下 にあ りますSmart

Valley構想な どもここか ら出ているお金で行って

おります。あとCALSの 関連、それからDoCの

関連 と全部で四つ くらい出て おりますが、いず

れ も実験段階であ りま して、先ほ ど申 し上げま

した幾 つかの技術 を開発するためにアメ リカが

行 っているわけであります。

そういうことで、我 が国の場合 、消費者 と企

業 との関係で100億 円の一次補正、それか ら217

億円の二次補正 ということで、出発点において

アメリカとの間に相当 の遅れ はあ りますが、思

い切 った金額を投入 して実験 に取組んで いこ う

という意味 において、規模においてはほぼアメ

リカと遜色のない形で、まさに、 これか ら動 い

ていこうとしているわけです。

そういうことで(図 一21)、EC、CALSと いっ

た政府 の施策の中身を書いて ございまして、一

番上が、今 申し上 げま したよ うな、電カ プラ ン

トで行 おうと してい る金額が書 いてあ ります。

1995年 度二次補 正217億 とい うことで思い切 っ

た予算がとれたものですか ら、今、3年 がか りで

行お うと思 っていた発電プラ ン トを、もっとほ

かの業種、先ほど申 し上げま した 自動車以下、

関連業種に広げま して、かつそれぞれのプロジェ

クトについて思い切 った実証実験 を行っても ら

えば良いのではないか と思ってお ります。それ

から、 その上 にありますのが先 ほど申 し上げ た

100億円の企業 と消費者とのECに ついて現在行 っ

ていることでございます。

以上申し上げま したように、昨年の時点では、

一つの将来像 とい うことで、高度 情報化 プログ

ラムではイメージしていたわけですが、1年 後に

は、こ うして現実の実証実験の段 階に入 りま し

た。それでCALSに つきましては、技術研究開

発組合 とCALS推 進協議会をつ くりま した。 さ

らにEDIに ついての全産業横断 的な協議会 もつ

くっております。そういった ものをベー スにい

たしま して、今申 し上 げましたよ うな、産業情

報化の環境づ くりに全力を尽 くしてまい りたい

と考えているわけでございます。

最後 にな りま したけれども、 これか らの高度

情報化社会を我 々が政策を考えてい く場合の基

本的な ポリシーと して、私は この ように考え て

おります。従来の我が 国の産業は、どち らか と

いうと供給 サイ ドにイニ シアチブがございま し

た。安 くて良い品物をつ くり、それを大量生産

して、 ます ます コス トを下げて安 く売れば、 お

のずと需要 はついて くるとい う、 まさに供給 イ

ニシアチブを持 った産業政策が基 本にあ ったわ

けです。 しか しなが ら、私は高度情報化社会を
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考えた場合 に、先ほど申し上 げま したよ うに、

社会全体が情報化 して いく上で、 まず新 たな 需

要が開発されることが どうして も必要になって

きて、需要が開発 され ることに伴 って供給サ イ

ドがそれに応 じてい くという、つ まり需要イ ニ

シアチ ブといった点が、 どうして も重要 にな る

のではないかと考えているわけであります。 そ

ういう意味 で、需要開発をしてい くのは もちろ

ん基本 的には民間企業 の皆様方ですけれ ども、

まず需要開発の柱 として、一つは、先ほ ど申 し

上げたように、公的部 門の情報化 、国が事業 主

体である分 野に思い切 って充当 して需要を作 っ

ていこう。それによって行政水準が上が ってい

くわけです か ら、既に これは 内閣の本部 にお い

て緒 についてお ります。もう一つの需要開発 と

いうものが産業部門の需要開発で ありま して、

まさに、今申 し上げま したような動きが うね り

のように今起こってお ります。そ こで、我々 と

しては、先 ほどの トップの決 断が リスクを負 う

ことのないように、思い切 ったEC、CALSと いっ

たよ うな実証実験をどん どん 国のお金で行いま

して、先導する形で環境整備に努めていきたい。

そ して、思い切 って民 間の情報化投資が起 こっ

て くればよい、 こうい う形で現在、施策 を推 進

してお ります。

以上が情報化の施策 であります が、需要がそ

ういった形でできてい った場 合、供給サイ ドが

一体 どうしていけばいいか
。 この供給サイ ドに

対する我 々の施策 としては、基本は民間企業の

活力に委ね、 自由な競争、 しかも今までのよ う

な管理 された競争ではな く、血で血を洗 うよ う

な激 しい競争が行われ ることによって、供給 サ

イ ドが しっかりその需要につ いていける形が基

本ではないかと考えてお ります。 そうな ると、

供給サイ ドで行政の最 も重要な仕事というのは、

まず第1に 規 制の緩和です。電気通信分野 も含

めて思い切った規制緩和を行 うことによってサー

ビス競争が行われ、あ るいは料金の競争が行 わ

れることになります。 そうなれば、既存の企業

がっぶれる ことがあるかもしれませんが、また

爆発的な需要がつ くという姿にな って くると思

います。規制緩和は供給サイ ドに対する第1の

施策です。

それか ら、第2が ソフ トウエアも含めた情報

産業の足腰を強 くする ことです。特にソフ トウ

エア分野が諸外国、こ とに先進諸 国に比べて 日

本は非常に劣っておりますので、これについて、

ベ ンチ ャ ・ビジネスの育成も含めて思い切 った

施策で この分野の足腰 を強 くしたい。 これにつ

きましても、兼ねてか ら情報処理振興事 業協 会

に対す る出資その他で施策を行 っておりました

が、先般、 自民党を初め とす る与 党の大変強い

サポー トを得ま して、赤字国債対象経費として、

創造的 ソフ トウエアの推進事業 ということで、

一次補正で180億 円、二次補正で100億 という創

造的ソフ トウエア振興 のための予算を獲得いた

しま した。これで大学や研究所の人材を開発 し、

あるいは海外と共 同で新たな ソフ トウエ アを 開

発 して もらう。必要によれば、海外にみ んな出

ていって もらって、二 、三年がか りで しっか り

したプ ロジ ェク トを仕 上げて帰ってくる。そ う

いう人 々が、やがては 日本で これ からの ソフ ト

ウエアを築 いてい く上 での人材になるわけです

か ら、思い切 った ソフ トウエ アの開発に力を入

れる。ベ ンチャ企業 も同 じく、思 い切 って振興

したいと考えております。

それか ら、供給サイ ドの第3の 大きな施策は、

基礎的な技術について淀みな く研 究開発が行わ

れてい く、 こうい うスキームをつ くり上げるこ

とでございます。通産省におきま しては、従来

から第5世 代コンピュータあるいは リアル ・ワー

ル ド・コン ピュータの技術開発、 その他各種 の

技術開発を行って まい りま した。 さらには、高

度ネ ッ トワーク社会に対応できるように、郵政

省とともにギガ ビッ トクラスのネ ットワークの

電送技術について も新 たな開発を行っておりま

す。さ らに今回、次々世代の液晶技術や 、ある

いは半導体技術など、先端のハー ドの技術開発

にもさ らに予算を獲得 し、投入 している ところ

でございます。
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以上、申 し上げま したように、需要サイ ドで

公的部 門と産業部 門の思い切 った需要開発が行

われるための環境整備 に思い切って国の金を投

入する。供給サイ ドでは規制緩和、それ にソフ

トウエアの強化、さらに基礎技術開発 、この3

本柱で供給 サイ ドの施 策を展開す る、 こういっ

た需要 と供給サイ ドを それぞれ しっか りと睨み

まして施策を展開 しているわけでございます。

あと、もう一つ非常 に重要なのが、そ うい う

需要、供給の各種ね らいを定めた施策を包みま

す全体 の環境整備 として、セキュ リティ、ある

いはプ ライバ シ保護の ための各種施策が必要 と

思います。マルチメデ ィア化 した中においては、

知的所有権 の保護の問題が今 まで とは比べもの

にな らない ほど重要になって まい ります。特に

マルチメディアになります と、各種の権利者が、

今 までの文字情報や活字情報 と比べて飛躍的に

増えてまいります。かつ、それをインタラクティ

ブに、末端 で改変する ことによって有効活用で

きるわ けです。そ うな ります と、著作権法の問

題 にな りますけれ ども、今までとは比べ もの に

ならない範囲と広がり、それから濃度において、

この問題に対する取組みが必 要になってまい り

ます。 しか も、それは一国でそうである と同時

に、国際間でハーモナイゼー ションできなけれ

ばな りませ ん。そ うい った上 で、著作権法の改

正も含 めた、大変大規模な知 的所有権問題 とい

うのが第2の 大きな環境整備の柱 になる と思い

ます。

それから、相互運用性の問題が あります。特

に、先 ほど申 し上げま したよ うに、極めて異業

種、い ろい ろなところ とパー トナを組んでイ ン

フォメーシ ョン ・テク ノロジを使 ってまいりま

すときに、相互運用性 の確保 は極 めて重要な問

題です 。これ もイ ンタナショナルに取組んでい

かなければな りません。 これについては、2月

25,26日 でござい ましたか、 ブラッセルで先進

7カ 国のGIIの 会議が開かれまして、幾つかの原

則が確 認されました。 しかも、今 のインタフェ

イスのオープ ン化を図ろうという共通認識もで
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きま して、 それに基づいてこれか ら取組んでい

くことにな ってお ります。こうい ったよ うな情

報化を推進 してい く上で、今 まで とは全 く質 の

違った新たな環境整備 に取組んでいかな ければ

ならないということです。

いずれ も気の遠 くな るような話 でございます

が、機械情報産業局、現在、情報 関連各 課、全

部で6課 ございます し、 さらに企 画官等 いろい

ろな ものをつ くりまして、今 申 し上げた各種 の

施策に適遣 しておるところであります。 世の 中

の動きは非常に早 うございま して、ちょうど昨

年、高度産業情報化プ ログラムでECやCALS

というのが将来の姿だ ということをこの場で申

し上げま した。 それか ら1年 経 って、 これだけ

の金額 の、つまりアメ リカとほぼ比肩す るくら

いの規 模で実験が行われるよ うになろうとは、

私 も、正直 申し上 げま して思 って おりません で

した。おそ らく、 もっともっと早 いス ピー ドで

そうい った時代になって くること と思い ます 。

そうな りますと、先ほど申し上げま したような、

幾つかの非常に深遠な、かつ また非常に幅の広

い環境整備の法律改正 も含めた施策が必要になっ

てまい ります。これにつきま しては、通産省 は

もちろん、文部省あるいは郵政省 といった関係

各省と も十分相談を しなが ら、先 々を見 なが ら

施策を展開 してまい りたいと思 ってお ります。

現在 、我 々の置かれております 高度情報化社

会の米 国との比較 による位置づけ、さらには施

策の大 きな体系、その 中でECを 初め とす る産

業情報化が どのよ うに位置づ けられるか とい っ

たお話 を申 し上げた次第でござい ます。 まず家

庭に入 り込 むのではな いかとか、 いろい ろな こ

とが言 われてお りますが、間違い なく トップを

切 って、かつ大変なマグニチ ュー ドで情 報化が

進むのは、私は皆様方 の産業分野 だと思 って お

ります 。そ うい う意味 で、先ほど も申 し上げま

したけれども、長 い不況でそれぞれの分 野で大

変御苦労されてい った と思い ますが、い よいよ

高度情 報化 技術を駆使 して、不況か ら脱 出し、

新たな発展を迎えているわけでございますので、



皆様方 、ど うぞ自信を持 って これ に取組 んでい

ただきたい。かつ また我 々も、 トップの皆様 に

もその決断 を促 し、それが決 して無駄にならな

いように全面的に後押 ししていきたい と考えて

お ります。皆様方、思 い切 って頑張っていただ

きたい と心 よりお願いを申し上げ る次第 でござ

います。

ど うもあ りが とうございま した。(拍 手)
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_口 これまでの情報化の展開

・1960年 頃 か ら情 報 化 を推 進

これまでの情報化の中心
口 製造工程の自動化
口 定型的業務(銀 行の勘定業務、社内の給与計算等)

・1980年 代 には欧米 とも遜色 ない水準に

・1980年 代 か ら1990年 代 にかけての技術革新

撒1ヒ 離 能化 一 〉 鴛 茎`忽 。一,の形成
マル チメデ ィア化

・対応 の遅 れた我が国は、△ またキ ャッチア ップの過程 にある

情報化 の国際 比較

千 人 当 た りの計 算能 力

(1993年 、単位=MIPS/1000人)

1位 ア メ リカ672.9

2位 オー ス トラ リア381.6

17位 日本198.7

オ フ ィス部 門 にお けるパ ソ コンの

普 及率 の 日米比較

(就業 人口1人 当 た り、1993年)

日本9.9%

米国41.7%

パ ソコ ンネ ッ トワ ーク化 率 の

日米比 較(1993年)

本

国
日
米

17%
66%

通商産業省機械情報産業局

(図 一1)

_口 我が国の悪循環一
・バブル崩壊後の情報化投資は、経済の停滞以上の落ち込み

・電子情報技術の立ち遅れ

・研 究 、教育 、行政等公的 分野 にお ける情報化の遅 れ

・情報 化に対 する民間ユ ーザ ーの低 い価値認識

・情 報化 に向 け た取組 みに支 障 をきたす ような諸 制度の存在

・バブル崩壊後の

情報化投資の減少
・各分野の情報装備

od

⇔
国

・電子情報産業の停滞

・技術革新への対応

の遅れ
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通商産業省機械情報産業局

(図 一2)

一51一



._口 米国の好循環

・不況期 も情報化投資は拡大

・景気 回復期 にお いて は
、景気の伸び を上回 る拡大

・電子情報技術 も急展 開

・景気 後退

・情報 化に対 す る高 い認識

・情報化投資の拡大

・情報装備の進展 ⇔
・電子情 報産業の発 展

・技術 革新 への対応 七

亀

・国際競争力の強化

・経済の構造改革
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(図一3)
通商産集省機械情報産業局

_口 産業分野における情報化投資の 日米格差一
回 ・88年 以降の景気後退期に情報化投資の伸びは急速に抑制

・情報化のための情報化投資

亀8。 年代末から9。 年代の景気後退期(、も融 化投資は縦 し、

その後好調に拡大
・設計、製造、流通等の業務 を再編する戦略的投資

・民間投資に占める情報化投資の割合 米国32%日 本18%

(うち 電子計算機等 米国20%日 本6%)
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(参考)

「情 報技術へ の投資 は割 が合 わない とい う話 はア メリカの製造業 に は当 て はま らな い。 … 情報技術の有効 導入 によ り、

よ り良い製 品 をよ り速 く他品種 に渡 って生産 で きる。 … 製 造業 が情 報技 術の恩 恵 を受けてい ることは確実 であ る。 」

(lntormationWeek95年6月15日)

通商産集省機械情報産業局

(図 一4)

一52一



._口 業種別情報化投資日米比較

日米で、業種別 に情報 化投資の推移 をみる と、製造 業、非製造業 とも米 国が右上が り傾 向

が続 いて いるの に対 し、 日本では、ともに、90年 代 に入 って落ち込みを見せて いる。

特 に製造業 における、例えば輸送機械や、米国で大きな業務改革が進んで いる商業分野 で

の情報化投資の動向は対照的である。

の ・
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. 函
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巴
●

旧61創1■L■`韻
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(電子計算機等に係る投資)
・日本」ワードプ吐,サ+電 子計算機本体+電 子計算機付風騒

(19SO年産巣連関表より二'1991年以降{織 子9tlastl主 実績(経 済企画庁う

及び電子計算機納λ闘査(←)よ り推計.)
・情細 微Olesg)=offi㏄ ,CXZPtlting,蝿 ㎜ti昭machinery

鍋.betail国1㎜bent'⑯DepartiUitof㎞ 鵬)よ り..)

通商産業省機械情報産業用

(図 一5)

._[6] 80年 代か ら90年 代にかけての技術革新 と電子情報産業モデルの転換一
80年 代か ら90年 代初頭は、情報技術の大きな転換点。

従前の汎用機を中心とする垂直統合的な市場ではなく、デファク ト標準(事 実上の標準)'となってい

る汎用的な論理素子、OS、 多様なミドルウェア等のパーツ(部 品)を 組み合わせてシステム提供する

市場へ と大き く転換。(垂 直型モデルから水平型モデルへの転換)

ユ ーザ ー ソフ ト資 産

広義OS

汎用機

専用論理素子

ユ ーザ ーの デー タ

システムインテ グレー ション、

ソ リューシ ョン、アプリケー ション一二
口口口口口

巨コ回[=iコ
〈1翻

汎用機
ワー ク

ステ ー

シ ョン

パ ー ソナ

ル コ ンピ

ュー タ

汎用的な論理素子群

ぐ鶏

(付加価値の源泉は)

こうした変化の中で電子情報産業の将来の付加

価値の源泉は、次のような分野と考えられる.

① システムを構成するパーツの中でいわゆるデ

ファクト標準(事 実上の標準)と なるプロダク

トの供給

(汎用論理素子(MPU等))、 基本ソフ ト

(OS)、 いわゆるミ ドルウェア等)

② 極めて高度な加工技術を必要とする汎用性の

高 い量産部品の供給(記 憶素子、液晶等)

③ デファク ト標準(事 実上の標準)を 組み合わ

せ、徹底 した合理化 ・開発の早さなど製造 ・販

売面での差別化による組立機器の供給

(一部のパソコンメーカー)

④ オープンな環境で、デファクト標準(事 実上

の標準)の パーツをユーザーニーズに会わせて

選択し、最適のシステムを企画 ・提供するシス

テムインテグレーション(Sl)や アウ トソー

シングサー ビス

⑤ 情報そのものを提供する、いわゆるコンテン

ツ産業(デ ータベース産業や映像産業等)

(図 一6)
通商産業省機械情報産業局
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一
情報 ・通信産業 は今後21世 紀 に向 けて大 きな成長が見込 まれる

会報告書

報 ・

逗

(1

有望 な新規

込 まれてい る。

産業構'生審議会総合部会基本問題小 委員
994年6月
・成長1

)

通信関連分野は特に大きな成長が見

に よ れば 、

2分 野 の 中 で も 、

今後
情

市場規模

1993 2000

(兆円)

2010 1993

雇用規模(万 人)

2000 2010

住宅関連分野 34.0 38.3 39.8 254 271 227

医療 ・福祉関連分野 2.9 6.9 12.4 15 33 58

生活文化関連分野 18.1 25.6 38.2 180 200 244

都市環境整備関連分野 2.4 35 4.4 19 23 25

環境関連分野 13.2 19.8 29.1 55 69 82

エネルギー関連分野 2.0 3.5 6.0 4 6 9

i欄 ・通信関連分野 31.9 65.0 120.6

皿

|84 313 467

1瀧 ・灘 分野 8.8 18.6 35.2 13 23 36

人材関連分野 L9 6.3 12.6

.」

2 3 5
(兆 円) (万人)

400

雇

用

規200・

模'

ノ .
国際化関連分野 0.7 L7 3.0 4 8 12

150

ノ市|00

場

規

摸50

/
ビジネス支援管連分野 3.6 6.6 ll.0 38 52 71

新製造技術関連分野 9.9 172 36.4 81 97 134ゾ
1合 計

129.4 213.04、 348.7

.

ト 路・・
1ρ98㌧ 1,368

0 0

1993 20002010

年

1993 20002010

年

通商産業省機械情報産業用

(図 一7)

_同 情靴 の藤

●情報 ・通信産業及びその他の既存産業において多 くの新規事業 を創出

●知的活動の向上を通 じてあらゆる産業の高度化 と生産性の向上 を実現

情報 ・通信 関連産 業の2000年 の市場規模

1990年 1
1

2000年

産業 金融 ・保 険 自動車
「 二情報・通信関連

市場規模 31兆 円 1 40兆 円 32兆 円 65兆 円
㍉

国内生産額 872兆 円 1190兆 円

シ ェア
13・6%1

4.6% 3.7% 5.5%

注)2090年 の国内生産額 は、年平均伸 び率 を3.2%(産 業構造審議会 の見通 し)

として試算
通商産業省機械情報産業局

(図 一8)
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_[9] 日本経済の課題 と電子情報技術(lT)の 活用一
現在日本経済か抱える産業の国際競争力の低下や、産業の空洞化といった、様々な課題の解決の有力な手段の一つht・r電子情報技術

(|T)の 導入.

電子情報技術の導入は、新規産業 ・ベンチャー企業の創出、自由競争環境の整備、取引の透明性の確保等を実現.

抱えている課題 実現 され うる改革

∵]一[::::1:::ll:璽:lll籍懸盤三
技

瓢 変化コ 一一 … … 一一一一… 一一一芸 一一(8霊 鑑 讃:

導

国民・生活・タイル・国民ニーズ・多様・ヒ… 一… 一一一¥一 一(8欝 ㌫ 匡‡灘 実現

(図 一9)
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_回 産業分野の情報化投資の方向一
現在、企業の情報処理システムは、汎用機(メ インフ レーム)中 心か らクライアントサーバー型へ.但 し、システム間の相互接続 ・

運用性の欠如、設計図等の情報交換の限界に直面.

先進的電子情報技術の導入、戦略的情報投資により、企業内組織 ・業務改革、企業間関係の変革がもた らされ、コス トの削減、透明性

の確保が実現.そ の結果、経済 ・産業構造の改革、次世代の経済活動の基盤の確立実現.

(従 来)一 ー 一 一 ー ー ー ー ー 一1>(現 状)

生産分野への情報技術の導入

給与計算等の定型業務への

汎用機(メインルーム)の導入

一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一

'一 ー 一

一

ー

」 パソコンの導入 ・LANの 導入
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(将来)

直面 し・ている 課題

・オー プン化 に伴 うセキ ュ リティの確保

・システ ム間の相 互接続 ・運 用性の確保

・設計図等の画 像情報 の社内外 との交換

〉
ノ

先進的電子情報技術の導入

十

戦略的情報化投資の実現

・企業内組織や業務の改革、企業間関係の変革 によるコス トの

削減 ・透明性の確保

→経済 ・産業構造の改革.次 世代の経済活動の基盤の確立.

通商産業省機械情報産業局

(図 一10)
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一 れ
企業の情報システムは、その独 自性による"囲 い込み"の 手段か ら、オープン化を前提 としたコス トの削減、競争力の強化等、

経済 ・産業構造改革を実現するためのツールへと変化.こ れにより企業は新たな競争の時代へ突入.

〈企章にとっての愉組システムの愚昧の変化〉

情報システムの独 自性の競争

情報システムの独自性を通じた

囲い込み"の 試み

情報システムは汎用ソフ トを活用

しなが ら効率を競 う時代へ

新たな競争の時代

企業は情報化投資を実施することにより企業内組

織末端の再編成による競争力の強化、企業間関係の

見直しに伴うコストの削減、透明性の確保等、経済
・産業構造分野改革を実現

〈金銭の情報システムの変更の隆の麗麗〉

→
○企業の決断

十

〇企業の投資の リスクを軽減するための政策

(相互運用性確保のための、そして 「呼び水」

としての実証実験等)環 境整備

通商産業省機械情報産業局

(図 一11)

回 産業分野における電子情報技術導入の先進事例一
〈 企 業 間 連 携 に よ る コ ン カ レ ン ト ・エ ン ジ ニ ア リ ン グ 〉

○ 新型機 の国 際共 同開発 プロジ ェク トに参 加 した我 が国 の航空機 メー カー5社 は、3次 元のCADを ネ ッ トワ
ー クで接続 し、 コンカ レン ト・エ ンジニア リング を実践 。従 来3万 枚以 上 あっ た設計 図面 を完 全 に電子 化 、

設計 精度 の向上 に よ り、組立 現場 で発 見 され る不 具合 を75%削 減。

〈製 販 一 体 の シス テ ム統 合 に よ る ビ ジネ ス プ ロセ ス の短 縮 化 、 クイ ック レスポ ン ス 〉

OY社 は、営業部門と製造部門のそれぞれで行っていた受注処理業務を情報処理システムにより統合。受注か
ら納入までの期間を4分 の1に 短縮、受注処理業務の一人当たりの処理件数を18.5%ア ップし、人員を
30%削 減。

○ 米国 量販店W社 は、POSデ ータ をメー カー に開示 し、EDlを 用 いた 自動 補充 システ ム を導入 す る こと で

商 品補充 をメー カー に任 せ るク イ ック ・レスポ ンス ・シス テム を導 入。 同時 に、物流拠 点 か ら店舗 までの

物流 業務 を衛生 を使 って徹 底管理 。従 来10週 間 あっ た在 庫期 間 を3～4週 間 に短 縮 し・欠品 率 を大 幅 に 引

き下 げ。

〈ビジネス ・チ ャンスの拡大 〉

○米 国A社 は、国 内外 の販売 力 を持 つ企 業 をパー トナ ー と し、世 界12カ 国の販売 網 を構 築 、情 報 ネ ッ トワー

クを通 じてマ ーケ ティ ング、営業支 援 、 カス タマー サー ビス を展 開。 この結果 、2年 間 で年 商 を8倍 に増 加

通商産業省機械情報産業局

(図一12)
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_回 先進的電子情報技術の導入が産業経済活動 をどう変えるか一
インターネ ッ トの課題の克服 、EDlの 発展 によって、産業分野 における先進

的 な電子情報 技術の導入が進 んだ場合 、経 済活動 のあ らゆる局面 にお いて大 き

な変革 をもた らす

○消費者 ネ ッ トワ ーク上 で物 やサ ー ビスの購入 を迅速 、低価 格 かつ安全 に行 うこ とが可 能 とな る。
・多 くの情 報 にア クセ スで き るこ ととな り、消 費行 動の 選択 の幅 が格段 に広が る。

○企業間取引 透明 な取 引 を通 じた低 廉 な調達 、企業 の規模 に関 係 の ない グロー バル なマ ーケ ッ トが実現

す る。

○特定企業間や企業内部門間 共 同設計 ・開発 、共 同生産 などの局 面 にお い て、企業(部 門)間 の高度 な情

報交 換 ・情報 共有 が可能 とな り、既存 の硬 直化 した ビジ ネス プロセスの 抜本

的 な改 革 を実現 す る。

(例)情 報の共有 化 が もた らす 部品規 格 の共通 化 に よる巨大 プ ラン トの設備 管

理 に おけ る部 品在庫 管理 コス トの削 減

↓

エ レ ク トロ ニ ッ ク コ マ ー ス へ

(図 一13)
通商産業省機械情報産業局

._口
エ レ ク トロ ニ ッ ク コ マ ー ス の 実現 に 向 け て一

(1)エ レク トロニ ック コマ ー ス と は

様 々なコンピュータネ ッ トワー クを用 いて 設計 ・開発 、広告 、商取引 、決済

等の あ らゆる経済活動 を行 えるシステムであ りEDlやCALSも 含 む最 も広
い範 囲の情報 システム、又 はそれによ り実現 される社会

企業一消費者間の電子商取引 企業 間の オー プ ンな電子商 取 引. 特定企業間の電子商取引.てCAL§など)1三芯戴

電子店舗、電子決済により個

人消費者が買物

不特定多数の企業ヵ頸 引に参加でき、る ∴

電子商取引.… パ.,

世界中の企業を相手に最も良い条件の企

業と契約

、

,,企業間ネ妙 ワて:牡 で特定藤 φ間鯨 牟 ズ磯一情寮 瀕 歴 歴 蕪蒸鋸:鱗蒙
開発殻 計 ら部品 鱒 理油 溝 恒 らゆる鞭
での情報共有により産業の活性化で効率化を促進一

'パ い ∵
,

`

通商産業省機械情報産業局

(図 一14)
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(企業一消費者間の電子商取 引)

・電 子店舗 、電子 決済 によ り個人 消 費者 が買物

・企 業一消 費者 の電 子商 取 引に よ り、多様 な情報 提供 サー ビス、電 子 出版 、通 信 販売 、広 告 ・マ ーケ ッテ ィング

サ ー ビス等 が創 出 され る期 待
・企 業一消 費者 の電 子商 取 引に よ り、商品 探索 コス トや取 引 コス トの大 幅 な削減

サ イ バ ー イ ン タ フ ェ ー ス

三次元 グラ フィッ クス

決済儲関

(電子銀行 ・クレジット会社ξ弾 電子決済

－
Virtua/Ma/

_,_電 子 貨 幣

よ品品・、 ζ.診 ノ

⇒
i`

留 置 センタ

無難
〔ぶ

蕊
ムテスシ証・認

竜子決済幽 ～

暗号技術(公 開鍵暗号/秘 密鍵) セ キュ リテ ィプ ロ トコ 変
「

祭

襟
ぷ

・
C 難

ネッ トワー ク保 険

∫nternet

CATレ 絹
与信機能
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電子Kiosk

RetailMa〃

囎 Ω
`2145`7■go

百貨店 ・スーバ等

⑱
⑱
O
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(図 一15)

(企業間の オープンな電子商取 引)

・不特定多数の企業が参加できる電子商取引
'藁 露 盤 手 の探 索 コス ト・照 合 コス トをシス テム 化 す るこ とに よ ・・多‡差なニー ズ ・シーズ を調 整 す ・市

・業界横断的あるいは中小企業が参加する裾野が広い電子商取引を実現

異業種交流 ・個性発揮型企業の台頭による新たな産業の活性化を促進

オープンネ ッ トワーク上の電子市場

電子 公証システム:ネ ッ トワーク上の契約締 結におい て契約の存在 ・内容 を証明 するシステム

openedi=オ ーブ ンネッ トワーク上 の取 引相手探索 、交渉 、受発注 、支払請求 とい った取 引までの一連 の経済活動 を完結

(図 一16)

通商産業省機械情報産業局

一58一



、

(特定企業間の電子商取引)

オープンネッ トワーク上で必要な時に必要な特定企業間で企業連携 を実現する電子商取引

特定企 業 の間の ス ムー ズ な情 報 交換 や高度 な情報 共有 を実現

開発 ・設計 か ら部品 在庫 管 理 、決 済 まで あ らゆ る段 階 での情 報共 有 に よ り産 業の 活性化 、効 率化 を促 進一
中小企業

×手 セ ッ トメー カー

聖
聾

唖

厘三日 ∈∋一 金融機関

報
＼

情

蛭翻議 箋
潭.叉 、㌔、巧

・・…Tc－

宏

国内企業

亙
インタラクティブ"EDl

流

ノ編 ㌘

海外企業

々

〔
企業

報。i漣 ∴
>tt1嬉

魍
魎企藁

⇒
W聾

灘

聾 運送葉者
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(図 一17)

(CALSと は)

開発 ・設 計 ・調 達 か ら保 守 ・運 用 ま での 各局面 におい て、関連 す る全 ての企 業 が相互 に、情 報の や りと り し

て、共有 、活用 す るこ とに よ り、開発 、調 達の リー ドタイムの短 縮 、生 産性 の向上 、 さ らに は製品 の ラ イフ サ

イクル全体 を通 じた コス トの削減 を実 現。

また 、あ たか も一 つ の企 業(仮 想企 業Vi

報 イ ンフラ。

〈現在 の状況 〉

設計情報等
開発 ・設計
部門

一般管理

部門

部品

メーカー

⇒

corporation)の よ うに 連 携 で き る 情

開発 ・設計
部門

＼

<CALS>

オーア ンなネットワークに よ る

{反±目ま充合テ・→へひ一ス

e""-一 、∨"",^∈ 「

生産部門

一般管理

部門

1・電子化 され た

,情 報
1(マ::7ル鮒 図)

1・各種情報の
1共 有、活用

…
1・リア砂払の情報

更 新

一

*以 上の情報交換 をほとんど紙でな されている。

部品

メーカー

－Eヨ

*全 ての主体桝 ットチラで結ばれ、仮想統合デ→へ㌔ス

上で情報の共有 ・活用

通商産業省機械情報産業局

(図一18)
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(2)エ レク トロニ ックコマースの実現の ために必要 な共通基盤

○ 暗号 ・認証技術の研 究 ・技術開発

OlCカ ー ドを活用 した商取 引やバー チ ャル モール(仮 想商店街)上 での決済 な どの実

証 実験

一〉様 々な技術的課題 、制度的課題 の解決

○電子公証 システム(電 子 的な取 引 を証明 する システム)の 構築

○企業間高度電子商取 引(CALS等)の 実現

_レ 画像情報(設 計図等)も 含 め たあ らゆる情報交換の相互運用性 の確保

通商産業省機械情報産業局

(図 一19)

(3)政 府の取組み

①米国における取組み(米 国の情報関連政府支援プログラム)

プ ログラム名 プログラムの概要 予算規模

NllP 産業競争力の強化を目指 し、仮想企業体を実現するための基盤とな 19942500万 ドル
(Nationa|lndustrial るSTEP、 イ ンター ネ ッ ト、統合 情報 管理等 の技術 の統 合 を 目的 と 1995ARPA
lnfOrmatiOn}nStraCtUre

Protocols)
して産官 学に よる コ ンソ ー シアム を結成 し、実証 プロ ジェ ク ト及び所

要 の技術 開発 を行 う。
(NlST)

技 術 再 投 資 計 画

(TRP;Techn。1。gy

民生産業と国防産業を、統合された先端技術産業基盤に転換 しよう
とするもの。両用産業における雇用を拡大し、米国の競争力の強化を

1994年(1993～)

政府 助成総 額
Reivestment 意 図 した もの。1994年 か らは特 定分 野 に焦点 を絞 った公募 が加 えられ 4億7500万 ドル
Program) 、7つ の技 術分野 が指 定 され てい る。 DOD、DOC、DOE

DOT、NASA、NSF

－般

公募

SmartValley

CommerceNet

カリフォルニア州スマートバ レー地区 に おい て、情 報ネットワーク(インターネット)上 の商 活動 を行い、開
放型 の電子市場の構 築 を目指 す。1993年 の技術 再投資計画(TRP)の 第2次 公募

で選択 され る。

1994400万 ド ル

CALS関 連 フ.ロゾ ェクト ネットワークに より接 続 された統 合 デ ー タベ ー スによ る、各種技 術情 報の 19921億8400万 ト"ル

(DOD分) 共有 と活用 を図 り、設 備 の運 営 ・維 持 コス トの 削減 を 目標 に、多 くのフ 19933億6780万 ド ル
oロゾ

ェクトが 実 施 さ れ て い る 。 DOD

TllAP Nllの応用 分野 の開拓 の ため 、地域情 報 医療 、行政 、教育 、図書館 な 19942440万 ト'ル

(Telecommunicatbn ど先 進的 な情 報化フ.ロジ ェクトに対 して 、公募方 式 で50%の 補助 金 を提 (92件)
andinformation

lnirastructure

AssistanceProgram)

供 。

1994年;1088件 、5億5600万 ト'ルの 応 募

1995約6000万 ド ル

NTlA

通商産業省機械情報産業局

(図 一20)
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②通商産業省の取組み

生 産 ・調 達 ・運 用 支 援 統 合 情 報 システム(CALS)の 調 査 研 究 開 発

○発電所のポ ンプ システム をモデル とした技術開発 と実証実験
(平成7年 度予算4.2億 円)
(平成8年 度要求8.2億 円)

エ レ ク トロ ニ ッ ク コ マ ー ス 実 証 プ ロ ジ ェ ク ト

○ 企 業 企 業 一消 費者 間 エ レ ク トロ ニ ック コマ ース推 進 の た め の技 術 開発 と実証 実験

.暗号化技術(平 成7年 度1次 補 正 予 算100億 円)
・認証技術
・ICカ ード関連ソフ ト・ハード技術

○ 企 業 間 高度 電 子 商 取 引 の実 証 実 験(平 成7年 度2次 補 正 予算217.5億 円)
・商品属性の表示仕様や設計図などの画像情報入力のための基本的仕様などの標準化
・上記の仕様に基づくデジタル化技術及びネットワーク上での情報共有環境整備の実現
・インターネットやパソコン通信を利用した中小 ・中堅企業を含めた広範な企業間での受発注 ・物流情報の

EDl

電子商取引に伴 う制度的課題の検討

○ 電 子 商取 引環 境 整 備 研 究 会(平 成7年4月 設置)

・エレクトロニックコマースにおいて生ずる現行制度上の問題点及び検討課題を整理し、環境整備のための方
策を検討(上 記実証実験を通じて抽出される制度的課題の検討)

通商産業省機械情報産婁局

(図 一21)
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パ ネ ル デ ィス カ ッシ ョン

『ECへ の展 開 に 向 けて 』

コーデ ィネータ

石 黒 憲 彦

パネ リス ト
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【司会】 それでは、プログラムにもございま

すとおり、rECへ の展開に向けて」 というテー

マで、ただ いまよ りパネルデ ィスカッションを

始めたいと思います。

本 日の コーディネ ータは、通商産業省機械情

報産業局情報政策企画室の石黒憲彦室長 にお願

いいた して おります。石黒室長は、通商産業 省

でEDIあ るいはEC、CALS等 の産 業の情

報化を主に担当 してお られますほか、局長のお

話にもございま したよ うに行政等 の情報化に も

積極的 に取 り組んでお られます。 さらに、私 ど

も産業情報化推進セ ンターの活動全般にわた っ

て御指導をいただいているわけでございます。

それで は、石黒室長、 よろ しくお願いいた し

ます。

【石黒 】 御紹介 いただきま した通産省の石黒

でございます。本 日は コーデ ィネータを務め さ

せていただきます ので、よろ しくお願いいた し

ます。パネルディスカ ッションはなるべ く砕 け

た雰囲気で、ブ レーンス トー ミングのような形

で進めたいと思っております。

最初 に議論の土俵 を御説 明 してお きます。

私 どもの局長、そして林先 生、 内田先生の お

話では、エ レク トロニ ック ・コマースには企業

対消費者の ビジネス、あるいは企業間でのオ ー

プ ン入会、特定企業間でのCALSと い うよ う

なビジネスネッ トワー クにつ いて、3つ のカテ

ゴリが 挙げ られま した。本日は、主に企業対消

費者のエ レク トロニ ック ・コマー スを中心に議

論させていただこうと思 っております。

また2点 目に、供給 サイ ドとい うのはやや受

け身の立場 でございま して、む しろユーザ ドリ

ブ ンである という話を、先ほ ど私 どもの局長 も

申 し上 げま したが、ユーザの視点で、本 当に使

えるのかというよ うな ところを中心に掘 り下 げ

て議論 させていただきたいと思 ってお ります。

それでは、 まず最 初に、どういう問題意識 を

パネ リス トの皆様方がお持ちかについて、 自己

紹介を兼ねながら順番にお話 しをいただき、そ

れか ら議論に移っていきたいと思ってお ります。

最初は、鈴木様か らお願い します。

ECに 関する問題意識

【鈴木】 私は、 もともと銀行員でございまして、

住友銀行か ら、住友ク レジッ トサー ビスの社長

を長 くや らさせていただきま して、現在ダイエー

で特別顧問をさせ ていただいてお ります。 した

がいまして、本来はダイエーといた しましてマー

チャントの立場か らお話 しをすべきですが、カー

ド発行会社の立場 も長 かったので、両方 の話 を

いた したいと思います。

先ほど渡辺局長のお話をお聞きしてお りま し

て、特 に今後需要 開発 が非常 に重要だというお

話がござい ました。我 々といた しまして も、C

ALSに つ きま しては今後大いに勉強 し、大 い

に活用 させていただきたいと思っております。

一方、渡辺局長の資料では リテールモール と

いう表現になってお りました ものを、我 々の世

界では、バ ーチャルモールに対 して リアルモー

ルとい う表現をいた してお ります 。これにつ き

ましては、本音を申 しますと、あ りがた くな い

ような、あ りがたいよ うなお話で ござい ます。

御存 じのよ うに、小売店側は最近 売上高が前年

対比で落ち込んでお ります し、収益もかな り圧

迫されてお ります現状か ら、 なるべ くコス トが

かか らないように したいと考えているわけです。

しか し、例 えば今後ICカ ー ド等が導入 され ま

した場 合に、果た して誰がカー ドリーダを負担

するのか、あるいはまた、これに伴って ホス ト

コンピュー タや、各店のス トアコ ンピュータ、

ス トア コン トローラにどのよ うな ソフ ト改定 を

しなければ ならないか、そういう点が現在見 え

ておりませ ん。我 々と して言 えますことは、 こ

のような時代に余 りコス トをかけ たくな いとい

うのが本音でございます。

特に最近、 クレジッ トコス トとい うものが私

どもの世界 でも非常に重要な要素 になってきて

おります。中で もディスカウン ト部門や食品部

門など、粗利益の非常 に少ない部 門におきま し
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て、非常に大 きな問題 になってお ります。加盟

店手数料とか、あるいは我々がカー ド発行会社

か らい ただ く代金は月1回 とか2回 ですか ら、

その間の金利負担を我 々加盟店側 としては持 っ

ているわけです。 これ をクレジッ トコス トと申

しまして、利益率の薄 い もの につ いては非常 に

大きな問題 点とな って きてお り、現在非常に シ

ビアな局面にあるということで ございます。

それか ら、カー ドについて簡単に申 します と、

グローバル なプ リペイ ドカー ド、きょうお出で

になってお られますVISA・ イ ンターナショ

ナルさんが やってお られます ようなス トアー ド

バリューカー ド、あるいはまたMondex、Eキ ャッ

シュというものが 出て きてお ります。総論的に

は、特 に食 品部門や、 コンビニエ ンスス トア、

ファース トフー ドにつ きましては小口取 引で ご

ざいますので、先 ほど申 しま した コス トの問題

であ ります 。これ らの中で、銀行 自身が発行す

るカー ドの場合は預金 か ら即振 り替え られま し

てす ぐ現金化いた しますか ら、我 々加盟店側 と

しましては歓迎ですけれども、いわゆるカー ド

会社が発行す るものについて は、銀行か らの振

替えが許されない限りすべて与信 での供与 とな

りますので、支払 いも遅 くな ります。 したが っ

て、加盟店側 としては喜ば しいものでないと言

えるか と思 います。あ るいはまた、仮に銀行か

らの振替えがすべて開放され るということにな

りまして も、現在、当局では、銀行か ら振 り替

え られ るカー ドは持ち主は銀 行であるという見

解がな され てお ります 。この 辺を どのよ うに今

後当局が解 決を してい くのか が課題になると思

います。

それか ら、 クレジッ トカー ドですが、アメ リ

カでは最近 、 リレーシ ョンシップカー ドと申 し

ま して、プ リペイ ドカー ド、 デビッ ドカー ド、

それとクレジットカー ド、すべての機能 を取 り

合わせたカー ドにな ってお ります 。これ につ き

ま しては加盟店側 と発行側の双方 に非常 に問題

があると思 ってお ります。ICカ ー ドになりま

したときの利点は、偽造や不正行為がしにくい、

限度管理が厳密にできる、こうい うことです け

れども、この限度管理がはっきりできるのかが

疑問だ と思 います。例 えば30万 限度がござい ま

しても、前 の月に30万 延滞 してお ります と、 こ

れをどうして発見す るのかとい うことです。恐

らく加 盟店側、あるい は発行会社 か らは初期 の

取引についてオー ソリゼーシ ョンを義務づけて

いると思います。 しか し、カー ドの決済は5日 、

10日、15日 、20日 、25日 、月末な ど、多岐に分

かれております し、それか ら、銀 行か らの引き

落としも、銀行によ りま して は翌 日、1週 間後

などと違いがあ り、決済が行われたかの確認 が

非常に難 しい。また、 カー ドの限度の減額や増

額、あ るいは無効にす るとい うよ うなことが 、

カー ドリーダを通 じて できるのか という非常 に

難 しい問題があります。 もしそれ に非常 に費用

がかか るよ うであ った り、あ るいは我々加盟店

側のレジで複雑な操作 を要 してお客様をお待 た

せする とい うことであ ると、非常 に問題です。

こうい う面が もう少 し具体的にな らない と何 と

も言えないという段階だ と思います。

【石黒】 ありが とうございました。

今、鈴木様からお話が ございま したの は、 コ

ス ト負担を一体誰がどのような形 でするのか 、

また、制度 面として、例えば カー ドの取扱いに

ついての諸規制、商慣行なども、現実に使える

ほどにルールがで き上が っているか、また解 決

するのかというあた りについて、ユーザ の立場

から鋭い御指摘をいただいたと思います。

次に、ぴあ さんにおきま しては新 規の いろい

ろなサービスをや って おられ ます 。そういった

多様なサー ビスを実際 に手が けてお られ る立場

から、宮崎様にコメン トをいただ きたい と思 い

ます。

【宮崎】 まず、 こういう場 に呼ばれるように

なった ことを非常に驚 いてい ます 。私ど もはぴ

あ株式会社 といいま して、チケ ッ トぴあ、それ

から雑誌の ウィー クリーぴあ とい うのを メイ ン

に事業展開 してお ります。我 々は 自らを メデ ィ

アを持 った流通業 と呼んでい ます けれど も、チ

一65一



ケットもある意味では流通であると見ています。

ですか らチケ ッ ト流通、情報流通 と我 々は社 内

で言ってお ります けれ ども、基本 的にこれらは

全部 コ ンピュータで処 理 して います。チケッ ト

については、まさにコ ンピュータ抜きではやれ

ないというもので、 コンピュータを使 ったチケ ッ

ティングを1983年 にスター トさせま して、我 々

はこれでかな りイベ ン ト業界を活性化す るの に

役立 ったと思っています。

具体的 に言います と、野球場をコ ンサー トに

使 うためには、 コンピュータがないとあの何 万

という座席は売れませ ん。そ うい うこと等で、

かなり貢献 しただろうと思っています。 それか

ら雑誌 も、他社 もそうですが、基本的にはコ ン

ピュータでやっています。特 に中身が情報 とい

うことで、データ としてな じみやすいというこ

とを含 めて、我々はほ とんどコンピュータ化 し

ています。

あとは、社 内でいろい ろな ものに コンピュー

タを使 っています けれ ども、私が コンピュー タ

関連を全部見る立場にお りま して、いろいろな

ことがわか ってきま した。今 回はメーカ さん そ

の他の多い 中に参加で きましたので、少 しお話

しさせていただきたいと思います。

今の流れと しま して、EC、 そしてその火つ

け役になっているイ ンターネ ッ ト、大きな流れ

では国際化な どがあ ります。 しか し、我 々はや

はりイ ンフラレベルの議論、 あるいは施策が先

行 していると思 ってい ます。 インフラは特にお

金がかか りますか ら、 そうい うところに投資 さ

れるのはわかるのですが、我 々の事業のように

見えない もの とか、非常にユ ーザ に近い ところ

に対 しては、国が施策を行 ったり、お金 を出 し

た りということは従来なか ったと思います し、

今で もまだまだ難 しい と思います。

今後EC、 あるい は高度情報化社会に向か う

と思います が、非常に感 じますのは、まだユ ー

ザに近 いところの議論 が行われるに至っていな

いとい うことです。具 体的に言い ますと、家庭

まで情報化 しようとしたときには、ある種の文

化が必 要だ と思い ます 。先ほ ど局長のお話に も

ありま したけれども、例えばイ ンフラが できま

した、端末 ができました、ルールができて、 さ

あ使え とい う形で、今 までいろいろな実験をや

られてきま したが、残 ったものはほとん どない

と思います。やは り、使 う側 にそ ういう文化が

できていないと難 しい と思います。 トップダウ

ンである種 の設計がされて、 システムがつ くら

れて、 インプ リメン トされ、 しか し最後 に受 け

取ったユーザが、何の ために使 うのか、 どう使

えばいいかが全然わか らない状況 にある と思 い

ます。 ですか ら、物をっ くってい くと同時に、

ユーザ教育 、もっと言 うと文化をつ くってい く

ことを しないとだめだろうと思います。

今、小 ・中学校でパソ コンを入れて教育が さ

れています けれど、これは絶対必要だと思いま

す し、 そういうものを絡めていか ないと難 しい

と思います。現実を見 ま して も、情報の供給量

はす ごい勢 いでふえて います 。供給する側は設

備投資 などいろい ろや ってい ます。ところが 消

費されている情報量というのは微増なんですね。

この格 差は どんどん開いてい ると言われ ていま

す。そ うい う中でEC時 代に向か ってい った と

きどうなってい くので しょうか。 そして、お金

絡みでは、情報の装備 、例えば今パ ソコンがか

な り買 われていますよ うに、パソ コン自体には

お金がかけ られていますけれ ども、それ を使 っ

て情報 を取 るのにお金 を使 うかというと、ほ と

んどな されていないと思います。言い方 を変 え

ると、我 々みんなの生 活時間やそれに対する支

出は、 ここ何年かを見 てもほ とん どふえていな

いのではないかとい うことです。 ユーザ側の文

化や、情報 リテラシ、操作能 力を高める とい う

ことをやらないと無理 だと思 うん ですね 。です

から従来のものに取ってかわるサービスや、取っ

てかわ る何 かを考えないとだめだろう、あるい

はカルチャを変えて、 そちらへの配分を多 くし

ないと難 しいだろ うと思います。そうい うこと

が自然 にな るような教 育が必要だ ろうし、最終

的にそれが文化にまで育つということが必要で
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一
はないかと思います。

それか ら、 モラルの重要性 も、我 々が事業 を

や っていて強 く感 じます。例 えば、チケ ット販

売で、どんどん便利になると同時に、我々にとっ

て非常に困 る事態が起 きています 。それ は何か

というと、 お店にチケ ッ トを買いに くる人は現

金でや りと りしますか ら、ほ とん ど トラブル は

ありません。 ところが 電話予約の場合は、引取

り率が減って しまいます。予約 しても買 わな い

というケースがある程度起 こっています。さ ら

に今、機械 による 自動 の音声応答 もあ り、この

場合は、悪意があると しか思 えないような、か

なりの枚数 を予約 してだれ も取 りに来な いとい

うことが起 きています 。これ は、私は一種の モ

ラルが必要 ではないか と思 っていま して、そ う

いうものが 同時に浸透 していかないと、我々は

怖 くてなか なか踏み込 めない と考 えてい ます。

逆にユーザ保護 ということか ら見 ます と、例え

ばキ ャンセル制度 があ っていいのではな いか と

思います。一方に悪意 とい うもの も確実 にあ り

ますので、 どうバ ランスをとるのか。これは、

全部準 備で きま したか らさあ どうぞ、というよ

うにやると大変な ことになる と思 ってい ます。

そうい うことを含 めて、ユーザ側 の文化形成、

モラル 形成、 リテラシの育成 とい うのが必要か

と考えています。

あと、具体 的な話 です と、 当社のチケ ットの

ユーザ は、実は女性の方が多 いん ですね。こう

いうものがネ ッ トワー クを通 じて取れるように

なって も、女性は男性 と比べ るとそうい うもの

にな じみが薄い、あるいはや りたが らないとい

うことが考え られます。パソコン通信の話もあ

ります けれ ども、 これ も利用者は圧倒的 に男性

だと思 います。当社 も考えていますが、 よく女

性をターゲ ットにと言われるものがあります。

通販業界がそ うですね。 聞 くところによる と70

%は 女性だと言われているそうです。

そ うい う中では、文化 だけでな くて、本当に

家電並 みに使える仕組みや、 自然 に受け入れて

いける環境 をつ くってい く必要があると考えて

います。

【石黒】 あ りが とうございました。

私はよ く天動説 と地動説と言 って いるんです

けど、10年 前のニ ュー メディアというのはシー

ズ ・オ リエ ンテ ッ ドに議論 し過 ぎたのではな い

かとい う気 が しています。先 ほど供給量 と消費

量が全 く違 うとい うお話がござい ましたが、 あ

の後振 り返 ってみます と、供給できるものはいっ

ぱいあったのだけれども、実際にはユーザにとっ

て魅力 のある もの もで きなか った し、逆 に言 え

ば、そ この視点が最初か ら少 し欠 けていたの で

はとい う気 がいた します。そ うい う意味 で、本

日はまさにユーザ の視 点か ら、実際に使 える も

のにな るか どうか とい うところで、議論 を深め

ていきたいと思います。

次に近藤 さんに、 カー ド企業、金 融サ ー ビス

のお立場か らお話をいただきたいと思います。

【近藤】 初めに、私 がなぜECの テーマでパ

ネ リス トと してお招きいただ いたのかというこ

とを私な りに推測 いた します と、電子商取引 と

いうことで 電子通信技 術を使 って取引が成立す

れば、 それ に伴って支払いを しな ければ いけな

い。そのときに、例えば宅配便のキ ャッシュ ・

オン ・デ リバ リというよ うな方法 もあ りますで

しょう し、銀行振込や郵便振替な ど、いろい ろ

な支払い方法があ る中で、ク レジ ットや デビ ッ

トなどのカ ー ドに関す るコンピュータ技術の採

用が、 この5年 間 ぐらいで急激に進展 してお り

ます。 クレジットカー ド、あ るいはクレジッ ト

という機能 にとらわれ ず、デ ビッ トとか 、プ リ

ペイ ドとか、いろいろなサー ビスがこの ところ

出てきてお りますので、カー ド技術に注 目が 集

まっています。ですか ら私が こういうところ に

お招きいただけたんだろうと推測 してお ります。

ただ、私 自身、日本におけるECの 展 開に関

しては幾つか非常に大 きい課 題が頭の中をよぎ

るわけでございます。私どもVISA・ イ ンター

ナショナル にせよ、ほかのブラ ン ドにせ よ、 ク

レジッ トカー ドというのは国境を越えて使え る

ということが非常 に大事な機能です。そのた め
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には、 お互 いの国があ る程度 インターオペラ ビ

リテ ィのあるイ ンフラを持っていなければい け

ません。 ところが、これは私 の独断か も しれ ま

せんが、金融サー ビスに関 して見 ます と、これ

まで国際的な標準が大きな脚光を浴びてこなかっ

た。工業用 品などのハ ー ドウ ェア に関 しては国

際標準 に日本のメーカ さんも非常 に力を入れ て

いらっ しゃるのですが 、ソフ トウェア、特に金

融サービスの分野においては、これまでインター

オペ ラ ビリティに対す る認識 はそれほど高 くな

か ったのではないか と思います。

クレジ ットカー ドを例 にとります と、例えば

日本で発行 したカー ドでも海外の銀行のCD機 、

ATM機 で キャッシングがで きます。アメ リカ

へ行けば ドルで、イギリスに行けばポンドでキャッ

シングがで きます。と ころが 、海外で発行され

た例えばVISAカ ー ドの場 合ですが、 日本 で

一部の クレジッ トカー ド会社 の持 っているCD

機ではキャ ッシングが受けられますが、大半 の

銀行の本 ・支店に設置 されていますCD、AT

Mが 使えません。これは日本の銀行が海外のカー

ドを意 図的 に締め 出しているわけではな くて 、

日本の銀行 にあるCD、ATMは カー ドの表 の

磁気ス トライプを読む ようにつ くられて います

けれ ども、海外で発行 したク レジ ットカー ドと

い うのはISOス トライプが裏面 にしかついて

いないためです。 したがってサー ビス面 だけ見

ます と、日本で発行 したカー ドは海外で使え る

のに、海外で発行 した カー ドが 日本で使えな い

ので、偏務的なサー ビスの提供ではないかとい

うことにな ります。

今挙げま したのは1つ の例 でございま して、

国際的なサー ビスの調整がまだ進 行途上で、 イ

ンフラの調整も含めて、必ず しも満足のい くよ

うな レベル に達 してい ません。そ ういうところ

にECの 話がきているわけです。ECに な りま

す と、電子通信技術によって国際的にどこで も

同 じよ うに使える、要するにプラ ットホームが

同 じで あるということは当前 の条件にな ると思

います 。その中に金融 サービスを うまく導入 し

ていくためには、技術 の問題 ももちろん あるで

しょうが、私は、ECの 成功 のか ぎは先 ほど宮

崎さん がお っしゃったような文化の問題である

とか、社会構造上の変革につ いていけるかとい

うところが一番大 きいのではないかと考えてい

ます。

非常に卑近 な例ですが 、私 自身、ECへ 行 く

前の既存の クレジ ッ トカー ドのところで、そ う

いうよ うな課題を1つ1つ 海外 とやりと りして

す り合 わせ をするのが仕事な ものですか ら、 こ

ういったことがさらに重要になるECの 世界で、

うまくおさまるだ ろうか とい うのが、一番大 き

な課題 と考えてお ります。

【石黒】 ありがとうございま した。

今、ユーザのお立場の3人 の皆様方 か ら、 コ

ス ト負担あるいは文化の問題 リテラシの問題を

どうす るか、あるいは商慣行 とい う意味での 国

際的な整合性などにつ いて御指摘 いただ きま し

た。一言で言えばそう甘 くな いという、ある意

味では課題を提示いた だいたわけですが、今度

はイ ンフラサイ ドのお立場か ら、あるいは林 さ

んの場合にはアメ リカでの御経験 もあって、午

前中、 そういった広い視点で御講論いただきま

したが、お三方の議論を引き取るような感 じで

御指摘いただければと思います。

【林】 私の場合は午前中にお話 をさせ てい た

だいて いますので、焦点を絞 って、仮に タイ ト

ルをつ けるとすれば、今起きているECと い う

動きは歴史 的な必然だ という視点か ら問題提起

をしてみたいと思います。

ここでは、オ ープ ンコンピュータネッ トワー

クが導入 されていることなどの現象面ではな く、

その背後にあるもっと大きな流れ を考えてみ た

いと思います。例えば、けさ議論 しました貨幣、

あるいはもう少 し大き く市場原理というものは、

今日起 きているよ うな新 しい動きによって、今

までと不連続な形 で展開するものなのか、それ

とも今 まで と連続 した1つ の形態 として見るの

かとい う、非常に単純 な問題提起 を してみた い

と思い ます。私は、これは今 までの連続 である
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と見ます し、 しか もそ こにお いて理論的な機能

がますます純粋化されてい くと見ています。

非常に単純な例 を挙げて考えてみます。市場

原理 というのは経済学 の教科書に必ず最初に出

てまい ります。経済学 はそれ を前 提に して成 り

立 っている壮大な体系 ですが、そ こに書 いてあ

る完全競争 市場 というのは、 おそ らく純粋な形

ではこの世 に存在 し得 なかったと思います。例

えば情報が偏在 しているとか、経 済の外部効果

がある とか、市場原理 が必ず しも貫徹 しない例

は数多 く言われていた と思います し、それはか

なり事実に即 している と思います 。 しか し今 、

情報技術を使っている市場では、その教科書 的

な市場原理 に限りな く近づいているわけです 。

例 えばNASDAQ(NationalAssoCiationof

SecuritiesDealer'sAutomatedQuotationSystem:米 国

の証券業協会が運営す る店頭 銘柄 気配自動通報

システ ム)の ような取 引を考 えますと、市場 が

発展 してきた原形 であ ります市場(い ちば)に

象徴 される場所 というのは全 く意 味がな く、 コ

ンピュータが市場 にな っています 。それはどこ

からでも資格さえあれば参加できる仕組みになっ

ているわけです。

私は、今、資本主義が大きな曲が り角に立 っ

ていると理解しています。その ドライビングフォー

スは間違いな く情報技 術であると思われ ます の

で、これを情報資本主 義とい う方 もいますが、

ITと い う言葉がありますので、私はITサ ポー

テ ッド資本主義、ITS資 本 主義 と言ったらど

うかと考えています。

このよ うに変質 した り、今 までと連続は して

いて も機能が純化 された りということは、それ

自体 としては理論的な問題にす ぎないわけです。

ところが、 そのことと国の競 争力 とい うのが、

歩調を合わせ、あるいは歩調 を乱 して進みつつ

あるという問題があり、ここ10年 来起きたこと

は、ア メリカ型資本主 義の比較優位と、 日本的

システ ムの比較劣位がは っき りと してきたこと

ではな いか と思います。私が危機感を持つのは

まさにこの点で、 この流れを とめ ようという動

きをす るよ りは、 この流れに乗 って、これを活

用するとどういうことができるかを徹底 的に考

える時期にきているのではないか と思 ってい ま

す。

近藤さんが カー ドの例をお話 しにな りま した

が、私 は2度 もつ らい思いをいた しま した。ア

メリカか ら日本に帰ってきて、ア メリカで発行

したAMEXを 使お うといた しますと、ア メリカ

の口座 ではだめで した。あるいはニュー ヨー ク

東銀発行のキャッシュカー ドは、 クレタ島で土

曜日に使 うことがいと も簡単 にで きるので、 こ

れはいいやと思って東京でも使おうと思 った ら、

東銀の店で も、あ る特定の端 末 しか使えない と

か、いろいろなことを経験 してい るわけであ り

ます。今は こうい うのが、国際派 は非常 にマ イ

ノリテ ィなんだか ら我慢 して下さいとい うこ と

で済んでいますが、そのうちグローバルなサポー

トを しているカー ドの方に乗 りかえた方 が得 だ

ということにな ります。預金 でも既にそ うで あ

りまして、 シティバ ンクで ドル建 ての預金を し

ていて、日本側で円に してお ろす ことができま

す。そ して手数料がか っても、そ ういう銀行 の

方がいいとい うことになって くる と、消費者 の

レベル から始まった使 い勝手の問題が、企業 の

競争力 にまで影響 して くるとい うことにな りま

す。

午前中 にも申しま したが、通信、 流通、金 融

業とい うのはほとん ど同 じ機能で、場所 的、時

間的に離れている両主体の間をつ な ぐサ ービス

をしているにすぎないと理解を してお りまして、

電子的手段を使えば、 この産業間の垣根 はかな

り取 り払われると考えてお ります 。ただ し、 そ

う言 うと誤解を招 くおそれが ありますの で申 し

上げておきます と、 もう10年 以上 前、友人の斎

藤精一 郎さんが 「NTTが バ ンクになる 日」 と

いう衝 撃的な レポー トを書かれま したが 、機 能

が同 じだか らといって私 どもの会 社が銀行業を

始めるはず もありません。む しろ産業が 融合 に

向かえば向か うほど、産業間の微 細な差 異が商

売の種であるとい うことが明確にな り、NTT
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がそん なことがで きないことがわかるのではな

いかと思 っております 。いず れに してもITの

技術を いか に商売に活用するかというところに

現在の比較優位、劣位 の相当程度 の源泉 がある

という感想を申し上げて、とりあえずの レポ ー

トといた します。

【石黒】 あ りがとうございました。

それでは、鳴戸さんに も全体的に、今 までの

御議論 を踏 まえて コメ ントをいただけれ ばと思

います。

【鳴戸 】 きょうは電子協の情報政策部会長 と

して参加 させていただいております。

昼か ら参加 させていただきま したが、渡辺局

長の大変希望に燃 えたお話を うかがい、 その後

3人 のユーザサイ ドの方々か らい ろいろ厳 しい

お話が ございま した。 このあたりで我 々が考 え

ているEC展 開の シナ リオについて少 し御説 明

を申 し上げたいと思います。

渡辺局長の お話に もあ りま したよ うに、この

数年、情報化投資が 日本は非常におくれてお り

ました。これはバブル の影響であると思 ってお

ります 。先 ほど皆様か ら御指摘が ありま した よ

うに、今までの情報化 は系列、企業グループ、

企業内などに集中 していました。今後は世界 市

場に向か ってマクロ的 に、シーム レスにや らな

ければ いけません。その点では、世界 レベル で

のプラ ッ トフォーム構 築や標準化 の推進 とい う

ことは非常 に大切な問題にな って くると思いま

す。

ECの 概念でございますが 、上位 の概 念と し

ては、バーチ ャルモールなどの企業 と消費者の

利用、 それか ら企業間の取引としてEDIとC

ALSが あ ります。CALSと い うのはEDI

の延長線上 にあると我 々は思 ってお ります。 こ

ういった電子化 とネッ トワー クの本質 というの

は、商品プロバイダが需要者に対 して じかにチャ

ネルを持つ という、1つ の流通革命では ないか

と思 っております。

次に、企業 と消費者の問題 に関して、通信販

売型、デジタルマネー型の2つ に分かれてい く

のではないかと思います。セキュリティ、暗号、

認証というような問題 について2つ 傾向があ る

と考えてい ます。通信販売型 であれば、相手 の

確認ということにそれほどお金をかける必要 が

ありません。ただ、取 引が多額の場合、 これ は

、非常に神経 を使わなければな りません。 この点

が2つ に分 かれるのではないか というのが今 回

のシナ リオです。

EC展 開のシナ リオ といた しましては、先ず、

パソコ ン、 インターネ ッ トを用いたECが ある

と思います。 もう既に会社紹 介や製品紹介、 イ

ベント情報などが どんどん出てきてお ります し、

日本電気さんのや っているPC-VANや 、私どもと

日商岩井がやっているNIFTY-Serveで もお店が た

くさん 出て、いろいろな決済方法で既に市場が

形成されつつあ ります。ここでは暗号化や個人

認証が問題 にな ります。イ ンターネッ トの普及

が本格 的にな ります と、どん どんECも 立ち上

がって くるのではないかと思 っております。

先ほどか ら何度 も出てお りますが、ECが 普

及するための条件 には、セキ ュ リティの解決、

ネッ トワークの高速化 、さらにイ ンフラがもっ

と安 くなる ことが必要 だと思います。それか ら

CATVに つなぎ込む ことやデ ジタル放送とC

ATVを 組み合わせることがあ ります。さらに、

家庭に入ってい く電送料の問題、 これは非常 に

大きな問題にな っています。それと端末ですが、

先日ヨーロッパへ行っておりま した ら、 ヨーロッ

パの人たちでさえ も家の中が ボ ックスだ らけに

なっています。パ ソコ ンもテ レビもごろごろ し

ています。 これでは困 るので 、パ ソコンとテ レ

ビが一体になった ワンボ ックスで何でもできる

ような時代 になる と思 います。また価格 も相 当

安 くな り、操作性 もよ くな らない と陸路 にな っ

てくると思われます。

技術的課題 として、先 ほどか ら出ている問題

に加えて社会的環境整備があ ると思います。 こ

れは法制度や商慣習な どがあ って 、一気 に何 で

もネ ッ トワークでやれ る時代 が くるとは、我 々

も思 ってお りません。
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ECの インパ ク トですカミ 直接的な効果はメー

カ、卸、消費者間にお ける世 界規模での消費者

獲得ができるようにな り、非 常に商圏の輪が広

がることが大きい と思います 。それか らコミュ

ニケー ションの迅速化 もある と思います。精度

の向上 につ いては対面販売の方がいいという説

もあ ります ので、内容 による と思 います。それ

から経済的効果 と して、 ビジネスプロセスの短

縮化や ミスをな くすことによる無駄の回避、多

様なセ ール スチ ャネルの獲得 などが言え ると思

います。

インパク トの2番 目は、渡辺局長がおっしゃっ

たように産業構造変革 ということで、企業間で

はCALSが 進めばバ ーチャルコーポ レーシ ョ

ンがで きます。信用情報が大 変問題にな って き

て、その評価機関が発達 して くるのではないか

と思われます。それか らショップが場所を必要

としな いた め出店が容易になることか ら、中小

企業のパ ワーア ップということに もつながると

考え られます。それか らサー ビス形態が いろい

ろな格好で変わって くるのではな いかと思われ

ます。

今、我 々はECの 成 り行きをゆっ くり見るこ

とが重要です。 ここ二、三年の うちにネッ トワー

クですべて の流通が行 われる ことはない と思 い

ます。 また、社会経済へのイ ンパ ク トもよく見

なが らやるべ きだと思 います 。ECを 実現す る

ための前提条件を しっか り見 つめ てやっていか

ないと、ECの 成功は難 しいので はないかと考

えています。

【石黒】 ありが とうございま した。

一巡いたしました ところで、少 し焦点を絞 っ

て議論を したいと思います。 ここまでのお話は、

ある意 味では技術の普遍性 とい うことか と思 い

ます。林さんは情報化が市場 原理 を補完 してよ

り理想 的なマーケ ットをつ くる可能性を御指摘

にな られま した。一方 で近藤 さん のお話 のよ う

に、アメ リカなどでどん どん進ん だプロ ジェク

トがあ ります。コ ンピュータの ビジネスか ら見

ると、技術 は普遍性が あるの に、 日本ではどう

してもっと普及 しないのかという疑問が 出て く

るわけです。私 ども機械情報産業局とい うセ ク

ションか ら見ます と、先ほどから議論になって

おります 日米の格差を考え、 もっと日本 が積極

的な取組みを していか なければい けない とい う

危機感を持っているわけです。

誤解がないように申 し上げますと、バネラの

皆さん は先進的な取組 みを してお られ るところ

で、全 く同 じ危機感を共有 してお られ るわけで

す。ここで掘 り下 げてみたいのは、アメ リカが

進んで いる部分がそのまま日本に応用で きるの

か、技術あるいは ビジネスの普遍性 と、 日本 の

商慣行や文化 との乖離 といったと ころです。 宮

崎さん は直接それをお っしゃったわけですが 、

その辺 りに焦点を当てて しば らく議論を してみ

たいと思います。

宮崎さんにお聞き したいのは、現実 に ビジネ

スを企画されているときに、特に家庭や女性 な

どのマ ーケ ッ トをねらってい くときにお感 じに

なっていること、ある種の 日本的な文化のギャッ

プをお話 しいただければと思います。

それか ら、近藤さんには、次のよ うにお願 い

したい と思 います。例えば、先ほ ど林 さんが お

話され ましたが、アメ リカな どでは小切手の文

化があ り、 日本は現金の文化です 。一方 で日本

の金融制度 を見てお りますと、とてつ もなく進

んでいるよ うな部分があ ります。全銀協 の巨大

なネ ッ トワークが動 き、振込むという、 ある意

味では電子取引が現実 にどん どん始まってい る

ような気 もします。そ ういう意味で、先 ほども

コメン トが ございま したが、商慣行 とい う面で

見たときに 日米でお感 じにな るギ ャップをお話

しいただきたいと思います。

それか ら、鈴木 さんには実際に リアル店舗 を

お持ちの立場で、 日本の消費者の消費行動につ

いてお感 じにな られること、普遍性 と日本の文

化、商慣行 に焦点を当てて議論を していただ き

たいと思います。
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技術の普遍性と日本型EC

【宮崎】 必ず しも当社の考え というわ けで は

なく、私の個人的な考 えとしてお話 させてい た

だきます。簡単に申しますと、当社は10年 ぐら

い前か らこ ういうことを考えていま して、い ろ

いろな ことをやって参 りました。例えばキャプ

テンが 出た時は、 ひょっとしたら紙がな くな る

のでは とい うことで、かな りいろいろとやりま

した。一時期キ ャプテ ンで、 当社が トップ3に

入るよ うな画面をつ くってい ましたが、 ビジネ

ス面では全 くの研究で終わ りました。そ うい う

ことをやってきて感 じますのは、非常に単純 な

ことですが、今よりも便利にするのは難 しい と

いうことです。例えばチケ ッ ト購入を考 えます

と、電話で予約できます。必 要だった ら郵送 し

ます し、全国に600カ 所 ぐらい店舗がありますか

ら、取 りに来ていただいてもいいわけです。 そ

れ以上 に便利になるか というと、我々自身が そ

う思わ ないのです。かつ、それよ り安 くできる

かというと、それ も難 しいと思います。

それか ら、ネ ッ トワーク上の図書を考えて、

NFTY-Serve、PC-VANな どに情報を流 していま

す。 しか し、 ビジネスからい うとまだまだ難 し

いと思 います。1つ は先ほど申 しました文化 だ

と思 うのですが、そういうものにお金を払 うと

いう意識が根付いていないということです。特

にパ ソコン通信が そうですが 、ユーザが違 うの

です。例えば、女性の方が流行に敏感で、当社

のチケ ットユーザは女性の方 が多 くなってい ま

す。 ところがパソコン通信は圧倒 的に男性の方

が多 く、聞 くところで は年齢が高 い方の男性が

多いのです。現在はど うかわか りませんが。 そ

ういうことを考えると、なか なか難 しい と思い

ます。

それか ら通信販売ですが、 当社は約40万 人 の

会員を対象 に してやっています。告知す る手段

はとい うとカタログです。発注は圧倒的に電話

です。 これ は他社 も同様で、 これ以上に安 くて

便利な ものはないのです。最近はテ レビでも通

販をやっていますが、そこで起きている問題は、

返品率 がかなり高いことだそ うです。効率とコ

ス トを考えます と、我 々の結論は、まだ今の手

段でいいと考えています。た だ、 流れは間違 い

なくECで すので、どうやってキ ャッチア ップ

するかが非常に難 しいと感 じます。

それか ら、先ほど石黒 さんがお っ しゃった よ

うに、 日本 はまだまだ現金社会だ と思い ます。

欧米で はク レジッ トな どいろいろ使 っています

が、例 えば 当社のチケ ッ トの会員 は購入す る頻

度の高 い人が多いのですが、カー ドを持 ってい

てもク レジ ッ トカー ドを使う人は圧倒的に少な

くて、現金なのです。 ということは、そ うい う

文化な のだろうと思いますが、今後のECを 考

えると現金決済はたぶ ん不可 能になって、ク レ

ジットその他の利用が増えるで しょう。 ただ、

当社には未成年のユーザもい っぱ いいるわけで

すが、未成年者に対 してはク レジ ッ トカー ドは

発行されません。 また、高齢 のユ ーザ も最近 ふ

えてい ますが、会社か ら離れ た人 にはク レジ ッ

トカー ドは発行されないのです。 そう考 えます

と、今は現金ですか ら問題あ りませんが 、将 来

はそこがク リアできな いと難 しい だろうと思 い

ます。

それと、欧米の話が出ま したが、チケ ッ トは

システムビジネスのよ うなところがあるので、

世界中を回 っていろいろなものを見ています 。

それで感 じたのは、例えばアメ リカはや はり広

いということです。ただ、改めて思ったことは、

1シ ステムで北海道か ら沖縄まで国全部をカバー

しているのは、 日本だ けではないかとい うこと

です。 アメ リカは割 り切 って いて、西海岸の シ

ステム と東海岸の システムは同 じ会社がや って

いて もつなが っていません。やは り国土の広 さ

が圧倒 的に違 うと思い ました。それと、先ほ ど

のお金 に関する文化の違いと、 ビジネス構造 も

実は違 います。ですか ら、海外で うまくいった

ものも、わが国では、かな り日本 流にア レンジ

しないとい けない と思 います。それには時間 も

かか り、一番大きいのは仕組みよ りも、文化や
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習慣だとい うことを感 じてお ります。

【近藤】 先ほど石黒 さんか ら、 日本の金融制

度はあ る部分はとてつ もな く進んでいて、ア メ

リカの金融制度と大分質の面で違 いがあるので

はないか という御指摘 がありました。確かに皆

さん驚かれ るか もしれ ませんが、 アメ リカでは

クレジ ッ トカー ドが普及 し、利用が進ん でいる

にもかかわ らず、最終 的にク レジット代金を決

済するためには、今で もカー ド会員が小切手 を

切ってそれを銀行に送 りつけるということをやっ

ているわけです。デビ ッ ドカー ドといって自動

引落 しのよ うな機能がついてきたのはつ い最近

です。 日本ではク レジ ッ トカー ドが出た初期の

ころか ら自動引落 しで、 クレジッ トカー ドとい

うのは 自動 引落 しで払 うものだと理解 してい ま

す。それ ぐらい、 同じク レジ ットカー ドとい っ

ても違います。

クレジッ トカー ドに限 らず銀行の一般の振込

みもキ ャッシュマ シンでできて しまいます。 そ

の部分 だけ取 り出せば 、 日本の銀行の仕組みの

方がよっぽ どアメ リカの銀行より進んでいます。

しか し、それは単 に技術 的な違いか とい うと、

そうと も言 えない と思 います。例 えば 日本のA

銀行の キャ ッシュカー ドをB銀 行 のCD機 に入

れます と、A銀 行 の預 金がおろせ ます。 これは

日本では当た り前 です 。 しか しこの場合 には、

B銀 行 のCD機 にA銀 行で持 っている口座の残

高が表 示されるわけです。銀 行間で持 ってい る

情報をある程度お互い に見せ合うわけです。 日

本の銀 行同士はお互いの信頼 関係があるからで

きるので、幾 ら技術的 には可能で も、預金の残

高が別の銀行か ら見ることのできる仕組みが果

た してす ぐれたシステ ムといえるのかは、先 ほ

ど私が 申しま した文化 や考え方の違いが あるた

めで、アメ リカのCD機 は日本の ように横断 的

には使えな いとい うよ うな違いが 出てきます。

ですか ら、必ず しもこれはどちらが進んでいる、

お くれているとい うよ うな問題で はないと思 い

ます。

その次 に一般のパ ソコ ン通信ですが、私は個

人的には、 どうも欧米社会の文化 で勝負 をす る

ような道を、我 々はみずか ら選んで しま ったよ

うな気 がします。例えば電子 メールを送 ること

を考えてみても、 当社 は国際組織なので、英 語

を主体 としたパソコン通信が片方でありま して、

もう一方ではNIFTY-Serveが 入 っています。これ

も使い勝手がいいのですが、 日本語で電子メー

ルをや ることと英 語で 電子メ ール をやることに

は決定的な差があります 。社内は、同 じビル の

11階、8階 、7階 に事務所が ありますが 、相 互

に連絡をとるときに、 日本語 のパ ソコン通信 を

使えば何の苦労 もないのですが、オペ レーシ ョ

ンが面倒なのです。それよりは英語の方 が非常

に簡単 だというのが実 態です 。パ ソコン通信 や

電子商取引は、考え方 や技術 が、欧米で培われ

てきた ものの延長線上 ですの で、我々が もしE

Cに 取 りかかるな らば、欧米側の文化の上で勝

負を しなければいけないのか どうか、私 自身 よ

くわかりません。

先ほどNTTの 林 さん の方 か ら、現在 アメ リ

カ型の資本主義が優位 に立 っていて、日本型 資

本主義が遅れを とって いるとい うお話が ありま

した。アメ リカ的な見方ではかればそういうこ

とにな るか もしれませんが、 日本 的なECが 果

たして存在 し得るのかどうか私は知 りたいです。

これは さっき私が言 ったことと矛盾 して います

が、欧米のつ くってきたもの に追随 して い くこ

とが我 々の やることのすべて なのか、それとも

日本的な割 り切 り、 日本型ECと いうものが あ

り得るのか どうか。 も しあり得な いとす るな ら

ば、何 も焦 ってキ ャッチア ップ しな くても、我々

は2バ イ トの言語を持 っているわ けです か ら、

本当に市場に根差 したサービスを開発するまで、

もう少 しじっくりや って もいいよ うな気 もしま

す。その辺 は私 も全然 整理がつか ないま まに問

題点だけをお話 ししているの で、御質問 に答 え

たことになったか どうかわか りません。

【石黒 】 だんだん議論が発展 してきて、 日本

型ECが あ るか ということですが 、これはまた

非常に興味深い話 ですので、ll頂次議論を展開 し
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ていきたい と思います。その前に鈴木 さんに、

金融あ るい は物流店舗のお立場で、コメ ントを

いただきたいと思います。

【鈴木 】 私はVISA・ イ ンターナショナル

の役員 を11年 ぐらいや ってお りま したので、近

藤さん がお話にな った こともよくわか ります 。

VISAカ ー ドもマス ターカー ドも紀元2000年

か らはICカ ー ドに変 えろと言われてお ります

ので、 やは り世界 ブラ ンドと しては日本 だけ別

扱いというわけにはい くまい と、11年 の経験 か

らそう思い ます。 したがって、それが使 われ る

かどうかは別として、発行会社は2000年 あた り

か らICカ ー ドの発行 に踏み切 らざるを得ない

と思 ってお ります。ただ し当面の間は、当面 と

い うの が日本型ECが できるまで と解釈するか

どうか は別 といた しま して、ハイブ リッ ドカー

ドとい う格 好でICカ ー ドと磁気 カー ドとが両

方併用 され る時代が4、5年 は続 くのではない

かと思います。

そこで、コス トの問題ですが、私 はカー ドの

中で一 番問題になるのは、 日本 と世界各 国との

カー ドのイ ンフラの違 いだと思います。具体 的

に申し上げ ます と、例 えば世界各 国の加盟店 手

数料は1.59・と非常に低 いのです。 それから、お

客様が カー ドで買 い物 をなされば翌 日す ぐ現 金

が小売店に入 ります。 ところが 日本の場合は、

御存 じのよ うに加盟店 手数料が平均3%を 少 し

上回 ってい ます し、我 々加盟店側 にお金 が入 っ

て くるのは1カ 月 に1回 か2回 です。ア メリカ

や ヨー ロッパでキ ャッ トとい う端末が非常に普

及 している理由は、加 盟店側 はす ぐ現金にな る

ので、3万 円出してもキャットを置 こうとして、

イ ンフラと して広がったことです 。 しか し日本

の場合は、加盟店がキ ャッ トを置いても支払 い

は1カ 月後 ぐらいなの で、現 在は発行者負担 と

いう格好でキャットが置かれています。 したが っ

てまだ30万 台そこそこ ぐらい しかキャッ トが 置

かれていません。

一方、発行者側か らいいますと、 日本の百貨

店やスーパーは擬似悪質加盟店という扱いになっ

てお ります 。なぜかと申 しますと、各 フロア ご

とにレジがあって、それが名 寄せ されていな い

のです 。 したがって悪用 しよ うと思えば、1階

で10万 円買 って、 また2階 で買 う、 とい うよ う

に、フ ロア リミッ ト以 内で各 フロアで買 い物を

すれば不正使用ができて しまいます。ナイジェ

リアや 、香港、台湾、 タイな どか ら偽造 カー ド

が日本に持ち込まれて、それが電機量販店やスー

パー、百貨店などで使われるのです。 ここも少

しイ ンフラが違います。 したがって、そ うい っ

たことの整備が国際的 に統一 されないといけな

いと思 いますが、そんなことをすればカー ド発

行会社はや っていけないという問題 もあります。

この辺 をお互いにどう調和 してい くかが1つ の

大きな問題だろうと思います。

それか ら、ECを やってい く場合 に、私は一

番基本 的な問題は資金決済の問題 だと思 って い

ます。少 し細かい現場サイ ドの話 で恐縮 なの で

すが、 ダイエーの場合 もダイエーOMCカ ー ド

とい うカー ド発行会社を持 ってお ります。この

会社の場合 は27日 が決済 日ですが、締めが30日

です。 そこで、加盟店か ら伝票が上がってまい

ります 。その伝票を集計 してMTに し、 それ を

各決済銀行に持 ち込むわけです。各決済銀行は、

我々の 決済 日であ る27日 にお客様が預金 口座か

ら引き落とされたかど うかをMTに して、各銀

行ごとに我 々のところへ もってきます。

日本の今の銀行システムは、近藤 さんが言 わ

れたよ うに、自動振替や振込 など、いろいろな

面で非 常に進んでいる と思い ます。 しか し決済

という面ではさらに進歩 させ るべ きではないか

と思います 。例えば手形決済交換所 とい うもの

があります が、同 じよ うに自動振替につ いて 電

子取引で1本 の決済にまとま らな いだろ うか と

思います。イ ンターネ ッ ト上のバ ンクとか、 あ

るいは全銀協を中心に手形決済交換所とは別 の

自動振 替交換所というものが あって、そ こで資

金の決済を し、カー ド発行会社な どにネ ッ トワー

クで即 時に電子取 引で決済す る。 渡辺局長の絵

の中に もそういうものがあ りま したが、具体 的
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にこれはある程度 できるのではないか思 ってお

ります。これができれ ば資金 コス トの問題が非

常に改善されます。現在、資金決済に数 日かか

ります。MTを つ くるのにパ ンチするな ど、 い

ろいろなコス トがかか っています 。大胆 なこと

を申 し上げるようです が、や は り決済 システ ム

が単な る銀行だけの所有ではな く、すべ ての業

界を含めた ものを、早期 に考 えていかなければ

いけないと思 っております。

【石黒】 ありが とうございま した。

今、鈴木さんから資金 決済 のインフラ とい う

ことで、課題を指摘 していただきました。ただ、

もう一度戻 らせていただ くと、お三方か らの お

話では、例えば現金社会 とい う文 化と、 同時 に

カー ドのイ ンフラが整 っていない とい う、イ ン

フラ面の話があったと思います。 それ以外に、

宮崎さんか らはマーケ ッ トと して開拓 してい く

ときの、ア メリカの基本的な マーケッ トの条件

の違いにつ いて も御指摘があ りま した。 そもそ

もECの 前提条件が違 っているというところで、

もう1回 林 さんにお願 い しますが 、先ほどお っ

しゃってい たある種の普遍性、歴史の必然性、

それか ら、先ほど近藤 さんが いわれた、 日本型

ECが あるかとい う、 その辺 につ いて御所感を

伺いたいと思います。

【林】 まず結論か ら申 し上 げます と、私の意

見は、 日本型ECと い うのはないのではないか

ということです。 ある とすれば、効率 という指

標ではかれ る部分ではないか とい う感 じが して

お ります。

私 自身は 日本語 ワープ ロを一度 も使 ったこと

がございません。 同じような意味 で、つ いこの

前までインターネ ットも使 っていませんで した。

そうい う私 が何で こうい うことを始めざるを得

なかったか といい ます と、ホ ワイ トカラーの生

産性の上が る手段が出てきた ら、追いつ いてい

かない とサ ラリーマ ンは負け るとい う、 まこと

に単純な原理でございます。

例えば、名刺を交換す ると、間違いな く電話

とFAXの 番号を皆 さんお書 きになっておられ

ると思 います。FAXの 番号 が入 るようにな っ

たのはそん なに古 いこ とではあ りません。今 、

Eメ ールのア ドレスをお書きにな ってい る方 も

出てきていますが、この比率がどれ ぐらいで しょ

うか。これが、あるところか ら急速に立ち上がっ

て、ほ とん どの方が書 いてあ るよ うにな って く

ると思 います。ですか ら時間の関数であ って、

文化の差はあって も、徐 々にそれ が変わ って い

くので はないか と思います。 石黒 さんの くくり

でいえば、 私は、 この技術については普遍性 を

持っているとい う説です。

ただ し、それが実現す るにはかな りの変革 が

必要です。私は 日本へ 帰ってか らボイス メール

を強力 に推進 しよ うと していますが、これをい

つも使 って お られ る方 は非常 に少 ないと思い ま

す。これは若い世代を中心にだん だん変わ って

くると思います。

文化の問題の例 としてお話 し申 し上げますが、

NTTア メ リカとい う私のいた会社では、あ る

時、オ フィスにボイスメール を入れることにな

りました。今アメ リカのボイスメールで は、 呼

び出し音が何回鳴 った ら留守 録の方に入 れる と

いうのは、標準が2回 と4回 とあ ります。最初、

この2回 、4回 は私はいやで、私どもの世代は、

その場 にいる限 り応答するのがエ チケ ッ トだ と

思って います。ですか ら7回 とか8回 と言 って

いたのですが、ソフ トの改造 に時 間と金がか か

るので、とにか く始めたいといわれて始めま し

た。始めた結果、全 く私はボイスメール ・フ リー

クにな って しまったの ですが 、2回 とか4回 鳴

るのももどか しい。若者の間ではゼ ロ回 とい う

のがあ ります。最近、例えば アメ リカに 出張 さ

れたときに、空港 の公衆電話が10台 以上 並ん で

いるところを10分 間ご らんになりますと、たぶ

ん半分以上は 自分 のボイスメール と無言 の会話

をしておりまして、プ ッシュホンを押 しては そ

れを消去 した り、転送 した り、 もう一遍 聞い た

りしています。

私が関係 しておりま したア メ リカのある会 社

では、社内通達 もボイスメールで入 ります。 そ
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の会社 に我 々の会社か ら10人ばか り人を出 した

のですが、ただで さえ英語が よくわか らない の

に、ボ イスメールの英語を聞いて アクションを

とらな けれ ばいけない。 しか も、 聞いた後に1

を押せ とか 、パ ウン ドキーを押せ とか入 って い

るわけで、 それを押さないと次の命令が くるの

です。 こういうよ うなのはま ことにしゃくで、

これに乗 りたくないという気 はす るのですが、

どち らが生産性が上がるかという尺度は無情 な

までに貫徹するのではないか とい うのが私の実

感でございます。

【石黒】 ありがとうございま した。

鳴戸さん、今の点にコメン トがございますか。

【鳴戸 】 今のお話は、近藤 さんが言われた欧

米の延 長で くるのか、 日本型ECが あるか とい

うことだ と思います。 この問題は非常に難 しい

のでい ろいろ考えなければいけないのですが、

企業活動においてはプ ラッ トホー ムを一致させ

ていった方がいい と思 います 。そ ういう意味で

は文化 を乗 り越えて世界に一致 させてい った方

がいいと思います。

ただ し、消費者行動な どはおいそれ と変え ら

れるものではないので、日本 型の消費者 を対 象

としたECは どんどんできるのではないか と思っ

ています。

2、3事 例を挙げます と、駐在員事務所では、

現地のEメ ールと日本 からくる 日本語のEメ ー

ルと両方持 っています。私どものオフィスでも、

関係会社か らくるEメ ールはそこで使 ってい る

海 外 のEメ ー ル で す が 、 そ う い う もの と

NIFTY-Serveと 両方混在 しています。 これは日本

語 と英語 との違いもあると思います。

もう1つ 、今度は海外 の我 々のグループでの

共同開発の例です。ソフ トウェア開発で、 ソー

スの一元化 を図るためにいったん 日本語 で書 い

てか ら英語 で訳 しています。 これ はむだなので

はないで しょうか。フィンラ ン ドに子会社が あ

ります が、データの部分では8年 前に全部 フィ

ンラン ド語をやめて英語にしました。フィンラ

ン ド人 もそれほど英語 はうま くあ りませんが 、

そうい うふ うにして文化を乗 り越 えてい く。 こ

れは企業の中の活動と しては非常 に重要 なもの

だと思います。

ところが、商慣習 になると話は別 です。今、

EDIで は、アメリカでもEDIFACTに するのか、

ANSIXI2に するのか、いろいろ議論を してお り、

ダブル スタ ンダー ドで行 くことになりつつある

ようです。理想を言えばEDIFACTに 全部統一 し

た方がいいのですが、 日本でもCIIが あって、

これは技術 的にも立派 なものであ ると思 って い

ます。我が社の場合は、購入量の74%がEDI

化 しています。その中でいうと、EIAJ標 準

もある し、CIIも ある、海 外 とやる ときは

EDIFACTを 使 ってい ます。商慣習や消費者の 問

題になって くると残 らざるを得ません。 したが っ

て、幸か不幸かわか りません が、複数の プラ ッ

トフォームが成 り立ち得ると考えています。

【石黒】 ありがとうございま した。

コーデ ィネータの立場で言 うのも借越ですが、

ディスカッションを したいということで林さん

にお話 し申 し上げますが、私 は、効率性 とい う

議論は、林 さんがおっ しゃったようにビ ジネス

分野の ワークフローな どにおいて普遍性 は必ず

あるはずだ と思います し、それか コス トに影響

するということになれば、日本の企業も世界 で

競争を して いるとい うことか ら必ず普遍 的な形

を求め てくるだろうと思 っています。逆 に、効

率がよけれ ば日本のシステムが世界にまね られ

るようなこ ともあると思います。そうい う意 味

でビジネス分野の中の話 とは、鳴戸さんが整理

されたように間違いな くある種の普遍性を持 っ

ていると思います。

一方、消費行動に焦点を合 わせて、宮崎さん

がおっ しゃ ったよ うな ところで考えます と、私

が常々思いますのは、 電子新 聞な どの議論が あ

るように、確かに情報 の流通 媒体 として ネッ ト

ワークが使 われることはあり得るとは思 います

が、私 は新 聞には、携帯性 と、やは り一覧性 の

すごさがあると思います。広げれば重要なニュー

スがわかり、必要な情報を吸収できます。
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3つ 目に、私が日本の文化 だと思 っている も

のに、新聞がある種の編集機 能を提供すること

によって、社会人 として当然知 っていなければ

いけない情報の相場 というものを教えて くれ て

いることがあると思 っています。 日本人 はアメ

リカ人 に比べると、相 場感をつか まえているか

否かが うる さい社会の ような気が しています。

報道、あるいは ドラマを見て いて も、情報に関

するニ ーズ にも大衆市 場のよ うな ものが しっか

り形成 されていて、 しか も提供のされ方 も、確

立 した形であると思い ます。 そうすると双方向

性を生か したところで初めて 日本 のニ ッチの よ

うな ものがあるのではないで しょうか。ニ ッチ

の部分というのは、アメリカよりも実は狭 くて、

かつバ ラエティに富ん でいるか もしれな いとも

思っています。

もう1回 反 論とい うことで林さんか らコメ ン

トがございま した らいただきたいと思います。

基本技術の統一性 とユーザ志向

【林】 実は、反論はほとんどありません。

私は実 は物書 きで もあ りま して、それを全部

手で書いて います 。私流に言いますと、私は書

くのが相当速 くて、か なりの程度それが 自分 で

もほかの人 も判読 できるとい う特技を持 ってい

るので、わ ざわざワー プロにする必要を感 じな

いのです。 それで も効率で攻め られると、やは

りついて行かざるを得ないということを先ほ ど

強調 して申 し上げたわ けです 。逆に自分 に選択

権があ った とします と、たぶんそれぞれのいい

ところを使い分けるのではないかと思います。

私は何 とな く最近 マクルーハンに回帰 してい

て、メディアとメ ッセー ジは限りなく組 み合 わ

せ られ る、それが マルチメデ ィアの本質 だと思

います。例 えば、新聞に書いてある文字情報 も

データベースに入 っていて引 くことができる、

というようなことです 。自分 で商売に していな

が ら、 いつ も引っかか りを感 じるのは、 まさに

石黒さんが言われ たことで、例えばデータベ ー

スで私が自分で書いた経済教 室の原稿を打ち出

してみ ます と、べた打 ちで、横書 き、 しかも文

字の大 きさが均一、写真 もあ りません。書いた

本人が、これは同 じ情報か しらと一瞬疑 うとい

うことになって しまうわけです。

ということは、先 ほどの一覧性が一番 いい例

だと思 いますが、なにが しか のメディアはそれ

自体1つ のメッセージになっているとい う要素

があるわけで、私たちが例えば通勤列車の中で、

週刊誌 の広告を見た。 そのタイ トルを見 ただけ

で今週何が起きたか、みんな価値観を共有 して

いる。これはある意味では世界のどこにもない、

効率を別の面で担保 しているわけです。 そうい

う意味では、私は 日本語の漢字 というシステム

は、 どれ ぐらいの速度で理解 できるかを考え る

と、世界で一番いい言語であ るという要素 もな

くはな いと思 うのです。片方であいまい さを た

くさん持っている とい う要素 もあ ると思 います

が。

そこか らが ちょっとよ くわか りませんが、 こ

の国にはこの国 らしいやり方というのがあって、

それは長い歴史の もとに根づいて きて、いい と

ころが いっぱいある。そのいい ところを放棄 し

て しま うことはな いと思います。 ただ、 そこに

新 しいや り方で、英語 を使った方 が効率がいい

とい う状況が出て きたわけで、その限りにお い

てはそれを使わな い手 はないのではないかとい

うことを先ほど申し上げたと理解 して ください。

【石黒】 効率がいい ということと、先 ほど宮

崎さんがお っしゃった便利か どうかとい うこと

がもう1つ の大事な視 点だと思います。ユーザ

の方か ら見 たときに、 コス トにか えられ る効率

と、それとの相対的な比較で便利 さがあ るよ う

な気も します。その辺 りを、宮崎 さんのお立場

で、どこまで便利かということを含めてお話 し

いただければと思います。

それか ら、宮崎さんのお立 場で 日本型ECと

いうものが そもそ もあるのか どうか、あ るな ら

その例 です とか、お考えにな ってお られ るとこ

ろを教えていただきたい と思います。
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【宮崎】 なかなか難 しいのですが、我々もユー

ザ ・オ リエ ンテ ッ ドと思いなが ら、っまると こ

ろビジネスがない と食べてい けないわけで、 い

っも揺れなが ら動いています。

先 ほどのク レジッ トの話も、企業側で は、実

は現金決済の方がいいのです 。ク レジッ トで は

手数料がかか りますので。ところがユーザか ら

見たときに、先ほ どのようにネ ッ トワー ク化 も

ありますので、そうばかりいってはおれません。

これは悩ましいところです。例えば今、デジキャッ

シュな どが出ています が、ユ ーザから見て、 ク

レジッ トの利点は後払 いですか ら、その ときお

金がな くて も買え るわ けです。 ところが、本 当

にユーザの立場に立ったらいやお うなしの銀 行

引落 しに直結するもの はおもしろ くないだろ う

なと思い、いろいろな検討をやっています。

さっき申しま したチケ ット情報 も、は っき り

言うと最終 的に1つ の あか しとして紙に打 って

いるだけで、要は情報です。昔は、原券 とい っ

て、印刷されたチケ ッ トが銀座や新宿のプレイ

ガイ ドへ行 くと何枚か置いてあ りました。 どこ

で、どの ぐらい売れるか予測をつけて現物を持 っ

ていかない といけなか ったのです。各店舗で な

くなった ら、ほかへ回すにも物理 的に大変で し

た。ところが、今 はコンピュータ情報ですか ら

全 く関係ないわけです 。そうい うように我々は

変えていき ました。それが究 極になると、今 は

紙で出 しているチケ ッ トをデ ジタルの中で全部

処理 してい くとい うこ とは可能なので、テクニ

カルな話や ビジネス論 では、ECに 対応 させ る

ことは全然不 自然ではないと思 っています。

それか ら雑誌 についても、基本的にコンピュー

タを使っていますか ら、例えば今はNIFTY-Serve、

PC-VANな どに情報を流 しています。これは本 当

にビジネス化す るのは、まだまだ早いと考えて

います。それは、 さっき申しま したように、 そ

れが成 り立つような全体のカルチ ャをつ くり上

げないといけないか らです。

これは、さ っきのカー ド会社 も同 じですが 、

自社の ものを売 ってい るのではな くてケ ッ トは

委託販売 しているだけなのです。 これの仕入先

というのは複雑で して、世間で言 うプロモータ

などが ありますが、イベ ントを仕入れて、仕掛

けているビジネスの人 たちもいるわけです。 さ

らにその先 にはタ レン トを育てている人 たちが

いるわ けです。その辺 がかな り複雑に入 り組ん

でいま して、1つ ずつが非常 に小 さい人数の業

界なのです。この業界 で大企 業と言われてい る

ところはないと思います。そ うい う中でいろい

ろな商習慣があって、 それをあるルール にはめ

込んで今 日のビジネスになっているのです。ア

メリカは我々から見た らうらやましいぐらいすっ

きりしてい る部分があ ります 。ですか ら、テ ク

ニカルに情報に乗せて いく、あるいはその仕組

みや、ルールをつ くってい くことは、強引にや

ろうと思えばできますが、本 当にそれを落とす

には、実はかなり難 しい問題 があ ると思 ってい

ます。

それ ともう1つ 、 こういうことを踏まえて国

の施策 などがなされよ うと してい ます し、我 々

も参加 しようとしています。非常に難 しいのは、

例えば 標準化など、 どこまでを決めて、 どこか

ら先は自由にするかという点だろうと思います。

いろいろな方式、方法論が雑多に動 くこ とでバ

ランスがと られて現在 うまくいっています し、

今後 もそうだと思 います。それをある方式を決

めたときに、逆に今まであったものをな くして

しまうおそれもあると思います。 そう考えたと

き、標準化 とい うレベル、あ るいはECと い う

ものを進め るときに、 どこまでをインフラと し

てみんなで共有化 して、 どこか ら先は競争とす

るのか。我 々も、その辺を我 々な りにい ろいろ

シミュ レー ションして、必要があれば業界の方

たちとディスカ ッションして、本 当に微 々た る

ものですが、実験 とい う形で何社 かと一緒にや

らせていただいてお ります。

最後 に思 うのは、前向きで行 くということか

ら見たら、アメ リカあたりの方がかな り割 り切っ

ている と思 うのですが、本当は難 しい問題なの

に、と りあえずや らせ て しまえという感 じが最
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一
近見え るのです。 その辺、 日本はいろいろな も

のを固めてか ら行 こうというように見えます。

私はや ってみて、 ただ しそれは直 します よとい

う方がいい気が して、 そ うい う中でなるべ く参

画 していけた らと思 ってお ります。

【石黒】 あ りがとうございました。

今、政策課題、あるいは政策の進め方 につ い

ての御議論 をいただきま した。これは後 でまた

議論 したい と思います 。そこで、鈴木さんのお

立場で、今私がお もしろいな と思 ってお ります

のは、例えば御系列の ローソ ンな どは決済イ ン

フラと して も使え るよ うにな っています 。その

辺にはECの 流れがあ り、家か ら直接決済とい

う流れ も一 方であるのですが、 リアル店舗を抱

えて ビジネスをや ってお られ る立場で、それ ら

の可能性を どのよ うに見てお られ るのか 、さま

ざまな競争 が関連 して行われているように思 う

のです が、鈴木 さんの見方を教えていただけれ

ばと思います。

【鈴木 】 私はローソ ンの経 営には実際にタ ッ

チ しておりませんので 、個人的な見解 しか申 し

上げ られませんが、 日本のコンビニエ ンス ・ス

トアで売 り上げの大きいものには、弁当、雑誌

があ り、 もう1つ 大きな柱にな りつつあるのが、

石黒さんのおっしゃった収納 代行です。私が聞

いている限 り、それぞれのコ ンビニエ ンス ・ス

トアはマル チメデ ィアをどう使 うか、いろいろ

勉強されているよ うです。

ただ、 いろいろな障害 もあ るように聞いてお

ります。例 えばチケ ッ トの発 券は、十分 コンビ

ニで対応できると思っておりますが、例 えば航

空券、新幹線のチケ ッ トの発 券で、一番 ネック

にな ります のは発券機が全部 違うということで

す。航空会社3社 の航空券 というのは全部形が

違います。航空各社の発券機 を持たなければな

らず、新幹線ではまた発券機 が違います。あ る

いはまた、旅行代理店のある ところとしようと

思えば、旅行代理店 もまた発 券機を持 っていま

す。ター ミナルが非常に混乱す るということで、

やりた いの ですが、まずそこの整備がで きない

と非常に難 しいと思います。

実際ク レジッ トカー ドがコ ンビニ でどれ ぐら

い使われて いるか とい うことにな ると、現在 コ

ンビニでク レジッ トカー ドを受けつけている と

ころは ロー ソンだけだ と思い ます が、これ もハ

ウスカー ド的なものですか ら、1%か2%と い

う程度で、お客様の囲い込み とい うことには役

に立つ と思 います が、その効果は、現在の とこ

ろはそれほどではない と思い ます 。ただ、現在

POSで 理解できるのは、何 が売 れたか とい う

ことで、どの地区の、 どうい う方 が買い物を さ

れたか は現在のカー ドシステ ムではわか りませ

ん。ICカ ー ド時代にな ります と、8キ ロバ イ

トです し、規格がほとんど決 まりま したので 、

残る3キ ロバイ トか2キ ロバイ トが発行会社 な

り加盟店が使える ものだと思いますが、 その 中

に、例えば会員の方の属性な どが入れば、受入

側としての利点あると思います。

それか ら、 これはアメ リカで実験 されている

ようですが、例えばテ レビの画面 にバー コー ド

のスタ ンプを流 し、そのスタ ンプをICカ ー ド

ホルダで、受光機 でテ レビか らバ ーコー ドを受

けて、 そのカー ドホル ダーとともに商店 へ行 け

ばスタ ンプがそのまま使える とか 、今までで き

なかったものが大 きく広がっていけることは事

実だと思っております。

【石黒】 ありが とうございました。

バネラの皆様方に御配慮いただいて、1つ の

ス トー リができつつあ ります 。今 、宮崎 さんか

ら標準化について どこまでが競争 で、どこまで

が協調かとい う新 しい線引きにつ いての問題提

起があ り、一方で鈴木 さんか ら、現実に店舗展

開をされている立場で新 しいサー ビスを考え る

場合に、標 準化が非常 に重要 だというお話を い

ただきました。いわゆるプラ ットホーム として

の標準、相 互運用性の確保がECの 場合 非常 に

重要だ と思 いますが、確かに宮崎 さんがいわれ

たとお り、や り過 ぎて もアメ リカのような活発

な展開が損なわれ るおそれもあ ります。そうい

う意味でどのようなバ ラ ンスのと り方、考え方

一79一



で進めてい った らいいのか、近藤 さん、何か コ

メン トがございま したらお願い します。

【近藤 】 局長か らお話があ りま したように、

アメ リカではECと い う分野においては 日本 よ

り2年 ない し3年 進んでいて、そ こで1つ の技

術がま とま りつつ あるわけです。 ここで もお話

がありま したように、基本技術に関 しては、汎

用であらざるを得ないということか ら考えると、

良い悪 いは別として、ある程度世界的に流通 し

始めている、あるいはアメリカで まとま りつつ

ある技術を受け入れざるを得ないと思うのです。

当社で も、例えばICカ ー ドの標準で あると

か、イ ンターネ ッ ト上のセキ ュリティ技術の標

準を国際組織でや ってお ります。 これはかな り

の部分 まで煮詰まっています 。それを 日本の市

場に紹 介するのも私の仕事であ り、かつ 日本 の

立場 というものをイ ンターナ ショナルに して い

くことも私の仕事の大事な部分です。ところが、

基本技術のところでアメリカの方が進んでいて、

日本の技術はまだできていません。そうすると、

アメ リカの技術を 日本の市場 に導入することば

か りが 目立 って しまい、アメ リカの技術を 日本

に押 しつけることが仕事だととられて しまい ま

す。それが本意か、不本意かは別 として、現実

にそうなってきつつあ ることは確かだと思い ま

す。

そこで、私 が先ほど日本型のECは あ り得 る

のか という問題提起を させていただいたのです

が、たぶん基本技術の ところでは汎用性がな け

ればな らず、日本固有のものが生 き残る可能性

は少ないと思います。ところが、アプリケーショ

ンに関 しては、皆 さんがおっ しゃるように日本

型の ものが どうしても必要なのです。先 ほど石

黒さんがいわれたように、例 えば新聞記事の話

ですが 、アメ リカ人が新聞を読む ときは、そ う

ではない人 もいるかも しれませんが、自分の必

要な記事だけ読んで、 自分が必要ではない記事

は読みません。 ところが日本人が新聞を見ると

きは、 ほか の人は何に興味を持 っているんだ ろ

うとい う部分に興 味があるわけです。だか ら、

ECで 自分 の興味のあ る記事 だけが検索できる

というシステムが、果た して私の 日常生 活、 メ

ディアに接 する態度に合 うか とい うと、そうで

はない と思 います。例えば 日本経済新聞を開 く

と、1日 に1回 必ずイ ンター ネッ トの記 事が 出

ています。 それでみんながイ ンターネッ トの方

に目が行 くという、そ ういう流れ をつかむため

のメデ ィアであるとす るな らば、 自分の必要な

記事だけが 取 り出せ るというような仕組 みが果

たして 日本 の消費者 に うけるか というと、考え

なければいけないかもしれません。

現在 クレジ ットカー ドその ものが、ECへ 行

く以前 のところで既に文化的なギ ャップがあ り

ます。例えば、本来ク レジッ トカー ドは裏にサ

インを した人だけが使 っていいものですが、 日

本では、加 盟店でカー ドが使 われる際、余 り裏

はチェ ックされません。極端 な例 は、家族が本

人に替 わってカー ドを使えて しま う。 その便利

さの方 が先 行 して、本 当はいけないとい うこと

は日本 では余 り重要 じゃないのです。何か問題

が生 じて、 これは使った方が いけないとカー ド

会社が言うと、夫婦の信頼関係にカー ド会社が

言及す るのはおか しい、我々夫婦 はお互 いを信

じ合ってい るのだか ら、カー ドを貸与 して使 う

というのは正常な行為 だと、 こういう話 にな り

ます。 これはまさに基本技術 ではな くて アプ リ

ケーシ ョンの部分で、文化の違いを何 とか吸収

しなければいけません。

にもかかわ らず、ECと い うと、 どう も今 の

日本では技 術が先行 しています。私か らみます

と、技 術は もう既 にあるのです。それを どう使

うかが日本のECの 課題なのに、アプ リケーショ

ンを考えられる方は技術者にそれを任せ切 りに

してい るのではないで しょうか。技術 レベルに

おいてのプ ラットホームは大事であ り、 日本 で

の独自性とい うことを考えるよ りは、普遍性 と

いう方 に行 くべきだ し、日本 で何か特別 なプ ラ

ンニングは要 らないか というと、 そうではあ り

ません。ただ し、それは主 としてアプ リケーショ

ンサイ ドなのではないか とい うのが私の意見 で
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す。

【石黒】 ありが とうございました。

では、今度は順番を変えて鳴戸さんの方か ら、

今のお話について コメ ン トが ありますで しょう

か。

【鳴戸 】 プラッ トホームは もうでき上がって

いるか ら、持ってきた方がいいのではな いか、

アプ リケー ションだけ 日本的な ものをやればい

いとい うお話ですが、私 はそ うは思 っていませ

ん。 これは もう少 し議論を しなければい けない

のです が、基本とは何 か、アプ リとは何か、 も

う少 しきちんと定義を しなければ いけません。

ECに ついてはまだ始 まったばか りで、基本 的

な仕組 みというものを、プラ ットホームである

か、アプ リであるかは別に して、将来の 日本経

済のために今考えなければいけないと思います。

もちろん世界 と合わせ ていくことも必要 です。

しか し、 日本の仕組みを考えるというこ とも本

当に重要だ と思います。ただ持 ってきて、それ

を使えばい いとい うものではない と私 は思いま

す。

【石黒 】 近藤さんのお話になっている基本技

術 とい うのは、基本的な枠組 みの技術 というこ

とであ って、近藤 さんのお話 も、外国のをその

まま持 って こようと言 っているわけではないで

すね。

【近藤 】 そうで はあ りませんが、ただ、重み

づけが 、今の 日本ではアプ リケー ションが物真

似で、 こち らの方 に寄 り過ぎているのではない

かという議論を したのですが。

【石黒 】 エ レク トロニ ック ・コマースで何 を

やるのかという議論は、まだ まだ足 りないよ う

な気が、私 自身 も しますが、林さん、お聞きに

なられて コメン トがございますか。

【林】2っ 自己批判を しなければいけないの

ではないか と思いま した。1つ は、長いこと通

信はNTT、KDDが 独占してきた時代があり、

10年前か ら自由になりましたが、アプ リケーシ ョ

ンを見 ます と、先 ほどのボイスメールだ けでは

な くて、ア メリカの800番 サー ビスに よる電

話ベースの通販のようなもの もかな り普及の度

合いが低いのです。 これは確かに風土の 問題 が

ありま して、アメ リカに住む と、物を買 うのが

非常に不便です。犯罪に合う危険もあります し、

カタログ販売で買 った方が便利だ とい うので、

私も幾つか 実験を してみま した。例えば物がな

かった ときの対応の しかたな ど、いろいろな新

しい知見 も得ま して、 これは国情の違いかな と

いう気 もしますが、電話の事業者 として反省 し

ているのは、日本でも0120を 始めたように、

そうい うものをもっと易 しく使え るように考 え

るべ きだと感 じています。ですから、私が通信 ・

流通 ・金融 は三位一体 だとい うことを繰 り返 し

申し上げて いるのは、'むしろ反省 を込めて申 し

上げているわけです。

2点 目の自己批判 は、 これ は私だけの問題 で

はないのですが、経済学の分野で はクワルテ ィ

の経済学 とい う表題で言われている部分 があ り

ます。 タイプライタのQWERTYと い う配列

はいか にして決まったかとい うことで、興味の

ある方 は別途読んでいただ くとして、いわゆる

市場原理に基づいて最適な技術が選択された と

は全 く言え ません。事実は全 く逆 で、私 はこれ

を、先 ほどの標準をどのようにつ くった らい い

のかという議論の、いわば教 訓と受け取 ったの

です。最近翻訳が出ま したクルー クマ ンの 「経

済政策を売 り歩 く人々」 とい う非常にお もしろ

い題の本が ありま して、 この中に クワルテ ィの

経済学を全 く新 しい解 釈で書 いてあ ります。 そ

れによ ります と、市場 に任せ てお くとああい う

ことが起 きる。 ということは逆に とれば、デ ィ

ファク ト・スタンダー ドは技術上 必ず しも優位

でなくても押 し込んで しまえば通 るかも しれ な

いと読んだ人 たちがいて、それを貿易政 策に生

かそうとい う人たちが いるとクル ークマ ンが解

釈 して、それ らの人々をみんなひ っくるめて、

クワル ティの経済学の信奉者 とい う言い方を し

ています。 これはある真実を突いているわけで、

我々は標準化を技術の 問題で、政治的な要素 は

なるべ く少な くして論 じ得る と考えてきたので
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すが、 そうではないわ けです。 これを逆手に と

ろうという人がいた らどうしたらいいのかが 、

今の最大の問題ではな いか という気がいたしま

す。

【石黒】 ありが とうございま した。

標準が まさに国家 戦略 にな って、GIIと い

うもの も、全 く個人的見解ですが 、ある見方 を

すれば アメ リカのデフ ァク ト標準 の押 し売 りに

近いという議論 も一方 ではあるわけです。まさ

にその辺の ところは、 これか ら我 々もよ く見 き

わめていかなければいけないと思います。

最後にまとめとして皆 さん方にコメン トを い

ただきたいのですが、今まで の議 論の流れを ま

とめるのが本意ではあ りませんので、皆 さん方

の御意見を伺いなが ら終 りたいと思います。 そ

の前提 で今 までの議論を振 り返 ってみますと、

1つ 論 点になったのが、アメ リカのECを その

まま 日本で使 うことが可能か どうかとい うこ と

です。 マーケッ トの条件や資金決済のイ ンフラ

など、 ある意味で諸条件の違 いが まず前提にあ

り、ECで 何をや ると ビジネスになるのかは、

相当慎重に見きわめな ければ いけないという現

実としてあると思います。その前提で、文化 の

前に商慣行 の問題など、いろいろあったわけで

すが、一方 で効率性という観 点でいった ときに

は、ある種の普遍性は必ずあるだ ろうという話

がございま した。

それか ら、標準化を進 める ときに、宮 崎さん

か ら御 指摘があ りましたのは、実際の市場の活

力を考えると、変に枠をはめ過 ぎるといけない、

一方で国家戦略と して の標準化 も視点として重

要だとい う御議論があったと思います。

それで、皆 さん方か ら御批 判もあ るか と思 い

ますが、実際に政策をやっている立場か ら今 の

点につ いてのコメ ン トを幾つ か したいと思 って

おります。今回、局長 が御説明申 し上げま した

ような、企業対消費者 、あるいは企業間のEC

やCALSの 基本理念は、一言で言えばユーザ ・

ドリブ ンに尽きる と思 ってお ります。それで、

特に企 業対消費者 につ いては、何 をやるかわか

らないと我 々自身が思いま して、普通のプ ロジェ

ク トでありますと、や るべき ものを決め て、 参

加者を募 り、ある種の形をつ くってやってい く

とい うのが通例なのですが、公募型のプ ロジェ

ク トの形に しました。

一方で、企 業対消費者 のところで心配 にな り

ましたのは、急激にここ半年 ぐらいの間 に盛 り

上がってきた感 じがあ りまして、当初はプ ロモー

トする方に ウエイ トが あったのですが、 む しろ

今は、相互運用性、あ るいは標準など、 プラ ッ

トホームになる技術開発の、我 々が場づ くりを

してい くこ とが大事だ と思 ってお ります。宮 崎

さんの こ懸念の関係で 申し上 げますと、実際に

中身を決め るのも民間の方々、どこまで決めた

らいいのか を決め るの も、ある部分では民間の

方々の仕事 だと思 って います。ECの 実証推進

協議会 を組織 して、その中にいろいろな ワーキ

ング ・グル ープをつ くって実 際に議論を してい

ただこうと思います。強調するべきプラッ トホー

ムとしてどこに線を引 こうか とい う議論 もこの

場でされるのが一番い いと思 ってお ります。 先

ほど幾つか あった御指摘のうち、 日本的 なEC

にどういうものが当た るかに関 しては、 民間の

方々の知恵 で勝負 して いただきた いと考 えてい

ます。 それ から、 どこに線を引 くかに関 して も

民間の方々のコンセ ンサスによるとい うのが我々

の意識 でございま して、そのようにして企業 対

消費者の方は進めていきます。

企業間については、テーマがはっきり してい

ますので、 これを確定 した上 で参加する企業 を

オープ ンに募集 して、 その中身を議論 していた

だこうとい うのが我々の考え方です。このよ う

な理念 で政策を進めて いるということを今の段

階で申 し上 げて、残 りの時間、バ ネラの皆様 方

に注文 、あるいはもう1回 強調 しておきたい問

題点な どを御 自由にお話 していただけれ ばと思

います。

今度は順番を逆に して、鳴戸さんか ら始めた

いと思います。
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最後に

【鳴戸】 いろいろなお話があ りましたが、結

論的に 申し上げます と、ECと い うのはまだ始

まったばか りです。消費者を巻き込んだECと

いうのは、モールがで きたり、い ろいろなこと

が起 こりますので、競 争を してどんどん市場を

活発に してい くのがいいと思 っています。

ところが、1つ だけ今後考 えなければならな

いのは、デ ジタルマネーの問題だ と思います 。

これは競争 でた くさん デファク トができてもい

いとい うこ とにはな りません。 したがって、 こ

れはや はり国家的 に統一 した方が いい し、また

世界に も通用す るように、先 ほどのカー ドのよ

うな話 にな らないようにやってい った方がいい

と思います。

それか らも う1つ は、 通信、コンピュータ、

端末やパソコンも含めて、これか ら標準の問題

について、皆様方 はもっともっと関心を持って

いただ きたいと思 います。 日本の考え方 とい う

のはヨーロ ッパに似ていて、標準 はみんなで相

談 してつ くるもので、それを守 って、その上で

競争 してい く。ところが最近 のア メリカでは、

ずっと自由な考え方で、競争 して最終的に勝 ち

残ったディファク トが スタンダー ドになるとい

う考え さえあります。 なぜデ ィフ ァク トがどん

どん流布され るのかということを考える と、 や

は り一生懸命やってい るとい うこ とと、本質 的

にいい ものがあるとい うことだと思 うのです。

日本は、ISOの 標準化の場 に出ていって、お

話を承 って帰 って くるだけで、余 りデ ィベー ト

にも参加 しません。これからはどんどんや らな

ければな りません。非常 口の緑色の図案があ り

ますね。あれは世界標準なん です。世界標準で

あって 日本 案なん です。 日本 も発言 して、どん

どん積極的にや ってい けば、世界の中に入って

やっていけるとい うことを、我 々はECの 仕組

みを考 える上で考えていきたいと、この ように

思います。

【石黒 】 ありが とうござい ました。では林 さ

ん、お願い します。

【林】20年 ぐらいの長いスパ ンで過去 を振 り

返 って、今のECの 位 置づけ と私 個人のかかわ

り合い方をお話 しして何 らか の御参考に供 した

いと思います。

1970年 ごろだった と思 いますが、私が通産省

とおつ き合 いを始めたのは、流通 のシステム化

というプロジェク トで した。 日本 の流通 はかつ

て暗黒大陸などということを言われて、改善す

べき点がた くさんあ りま した。それを当時の通

産省で取 り上げて、何 とかで きないかというこ

とにな りま した。 たまたま、私 どもの会社が今

日NTTデ ータ通信 となっていますセク ショ ン

をつ くりま して、私 もそこへ行 ったわけです 。

データ通信 は、その当時は当然大型 コンピュー

タを前 提に してお りま したか ら、相当程度の標

準化をやって使わない となか なか効果が 出な い

ということで、取 引コー ドや 、帳票類が標準化

できないか、それか ら、日本 的な取引条 件な ど

も標準化で きないかと。例えば数 量割引で機械

計算できれば伝票は一遍でできて しまいますが、

後で リベー トとい うよ うなや り方 で返す とすれ

ばその部分は手作業になるのか、それ ともリベー

トにも何か計算で きる ロジックをつ くって機械

計算す るのかなど、い ろいろな ことを論 じた こ

とを覚えております。 その ときで きま した組 織

が流通 システム開発セ ンターで、 その後ず っと

おっ き合いをさせていただいてい ます。逐次 い

ろいろな標準化 もなさいましたけ ど、電子化 の

方がさ らに進んでEDIに な り、今 日のECに

つなが っていると考えますと、この問題 は大変

長い歴 史を持っている とい う感慨 を深 くするわ

けであります。

しか し、その長い歴史 の中で、必ず しも合理

的でな い部分を残 しなが ら日本の流通業 は歩ん

できた と思 いますが、 ここへ きま して円高その

他のもろもろの条件があ って、 ドラスチ ックな

変化を遂げ ざるを得ない状況 にな っています 。

それをECと いう、1っ のツールを使いなが ら、

必要な らば軟着陸をす る、その他の方法 で何 と
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か うま く変えてい くということができるな らば

これに越 したことはないとい う考えを強 く持 っ

ています。これが1点 です。

先ほどデー タ通信 とい うことを申 し上げま し

たけれ ども、この セクションが一 人立ちをす る

ようになり、さらにコンピュータがダウ ンサ イ

ジングいた しまして、私 どものネ ッ トワーク も

独占か ら競争市場 にな りました。今日では、長

距離通信だ けでな く、 ローカルの部分を含め て

全部競争に した らどうかとい う議 論にな りま し

た。私 どもが、今 までの電話 のネ ットワークの

形状 と料金のシステムを離れて、パソコン・ベー

スのイ ンターコ ミュニ ケーションに便利なネ ッ

トワー クを別建てでつ くる必要があると感 じる

ようになったとい うのは、実はそのこととほ と

んど表裏一体で動いているわけです。今 日は私、

基調講演に時間をいただきま したが、こ うい う

場を使 って、NTT分 割論のようなことを論ず

るのは適切でないと思 いまして、あえて避けま

した。 しか し実は、あの問題はこうした大きな

流れの中で こそ初 めて論 じられるべきで ある と

いうことは、皆 さんお感 じになってお られる と

思います。幸い、公文先生のところがコンピュー

タ ・ネ ットワークを使 って討議の場をつ くった

りしてお られます ので、もし御興味があれば御

参加いただ けたらと、私の方か らも御推薦いた

します 。繰 り返 します けど、私の きょうのお話

は一貫 して金融、流通 と通信は極めて似通 った

産業であるという要素を持っていて、今 日の技

術革新 を自分の方 に取 り込むため に変身 を遂 げ

るべ き時期 にきているというのが私のメ ッセー

ジでございます。

【石黒】 ありが とうござい ました。では近 藤

さん、お願いします。

【近藤】 これまで私がお話 ししてきた ことの

繰 り返 しになるか もしれませんが、まず 、林 さ

んか らECが 現在登場 してきていることは歴史

の必然 であるというお話があ りま した。私もそ

う考えてお ります。ただ、ECは 単に技術の革

新であ るとか量的な変 化ではな くて、大 きなパ

ラダイムシフ トといいますか、1つ のパ ラダイ

ムの転換期 として とらえるべ きだ と考えてい ま

す。そのパ ラダイムの転換というのは、必ず し

もいい面だけではなくて、人 によ ってはマイ ナ

ス面に も働 くものだと思います。例えば、き ょ

うここに集まっていらっしゃるパネ リス トの方々

は、どの会社さん もそれぞれ古いパラダイムの

中で うまくや って こられた方 々だ ろうと思い ま

す。と ころが、ECで はベ ンチャ企業で も比較

的簡単 に大 きなビジネスにアクセスできます。

例えば 、遠 いところに住んで いる、大変 ソフ ト

ウェアの構築にす ぐれた人が、大 きな企 業に対

抗 して 自分のソフ トウェアを売 り込んでい くこ

とができます。つ まり全 く新 しくいろい ろな技

術やノ ウハ ウが出て くる可能性を持たせ るもの

ですか ら、古いパ ラダイムで うま くやってきた

人たちにとっては、必ず しも新 しいパラダイ ム

の中でうまくやれ る保証がな く、もう1回 スター

トライ ンにつ くという覚悟が必要なのではな い

でしょうか。生意気な ことを申 し上げるようで

すが、それ だけの大きな構造 改革が伴 うものだ

という覚悟が、まだで きていないのではないか

と思います。

それは必ず しも企業の レベルだけではな くて、

国の単位で も言え ると思います。 日本の経済力

から見 て、 日本とい う国は古いパ ラダイムの中

で非常にうま くや って きたと思い ます。古いパ

ラダイムの中で新 しい ものを考え ている とい う

のが今 の状況で、新 しいものを考えるには、器

そのものも新 しくして いかな ければいけない。

そのときに、例えばさ っきお っしゃった国家戦

略としての標準化 とか、国家 戦略 として のEC

という言葉 自体が、果 た して存在するのかす ら

わか らない とい う状況 です。 よほど覚悟 してか

からないと、表面 的な ところだけを追い求めて

い くのでは、ECは 消 費者に とっていい もの に

ならないのではないか 、中途半端 なことでは済

みそうもないというのが私の感想です。

最後に1つ だけ、先ほ ど誤解を与 えて しまっ

たかもしれないので訂正しておきますけれども、
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プラッ トホームについては、既にアメリカで で

きているん だか ら、 日本は従 っていけば いい と

いうお話を したのではな くて、プ ラットホーム

は各国のユ ニークとい うものがあ り得な いの で

あれば 、今 まさに鳴戸 さんがおっ しゃったよ う

に、 日本 と して国際標準に貢 献 していかねば な

らない。共 通のプ ラッ トホームで あるな らば、

そこに貢献 していかな くてはいけないのであ っ

て、国際的 にはこうい うプラ ットホームがある

のに、 日本 では違 うよ うにす るというこ とは成

り立ちませ ん。先 ほどち ょっと舌足 らず で、誤

解を与 えたか もしれませんので、 そこの ところ

については訂正いた します。

【石黒 】 ありが とうござい ました。それでは

宮崎 さん、お願い します。

【宮崎】 何度 も言 うよ うですが 、我 々は別 に

ECを 否定 してい るわけではな く、そうなって

いくだ ろうと思っています。 ところで、今は ど

のぐらいかわか りませ んけれ ども、統計上の 自

由時間は平 日1人4時 間とか いうことで、これ

は何年 もそんなに変わ っていない と思い ます。

そうい うこ とを考 えますと、新たにでき るもの

と、置 きか わって い くものと2つ あるだ ろうと

思います。1つ 例 を挙 げます と、我 々は紙の メ

ディアで本を出 しています。 これがマルチメディ

ア等 に変わ ったな らば、全然別物 になると思 っ

ています。我 々が感 じているのは、本と同じも

のを画面に して もおも しろ くないんですね。 そ

れでは ビジネスにな らないだろうと思っていま

す。それを考える と、全 く別 な職業が起 きるの

ではないかと思います。

例えば、我々は勝手に情報編集デザイナとか、

情報編集プ ロデ ューサ という呼び方を していま

すが、そうい う人たちが必要 になると思います。

いろいろな情報を、その画面の特性をわかって

使い こな して遡及できる人 というので しょうか。

これは今までの編 集者 でもコ ンピュータ屋で も

ないのです 。当社 で も、例えば編集の経験者 を

そこに持っていくとか 、コンピュータに近い人

間を持 ってい くとか、 いろい ろ トライ していま
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すけれ ども、まだわか りませ ん。 こうい うもの

は、会社と して必要になって くるだろうし、新

たに発生するものだと思います。

それか ら、 ビジネスと しては当社 に直接関係

ないのですが、我 々か ら見て も決済は大 きい問

題で、 それ をネッ トワークに乗せ るにはいろい

ろな リスクがあります。それを今は、例えばカー

ド会社 さん など、 どこかがか ぶっているんです

が、銀行さんなどの話を聞いて思 うのは、見 え

ない リスクが今後いっぱい起 こるということで

す。そ うなるとその リスクをかぶ るビジネスが

出て くるだろうと思い ます。いろいろな ところ

に新 しいビジネスの可能性はあるので、それを

追求する。

一方で、我 々が変わるだろ うとい う思 いも自

分たちの中にあ ります。まだ 中でやっている こ

とですので、おおっぴらに言えませんけれども、

いろいろなことに今 トライ しようと しています。

それで、最近思い ます のは、 まずECそ のもの

が非常に漠 として いる といいなが ら、今 言われ

ているECに な じむ ものと、な じまない もの と

いうのが、我々か ら見 ても明 らか にあると思 っ

ています。 それを 明確 にす ることで整理 して い

かないといけない。

それか ら、 これはマーケテ ィングの世界で は

当たり前なのか もしれませんが、だれに もの を

売るのかということです。例 えば 、今、 いろい

ろな流れというのは女 性をつかまえるこ とと言

われます。 しか し、パ ソコン通信 や、イ ンター

ネッ ト、あるいはその先は、女性 にとっては端

末1つ とってもなかなか難 しいのではないで しょ

うか。現実 にイ ンターネ ッ トの世界で一 番出て

いるのは、やは りパソコン関連の商品情報なん

ですね。そ ういうところで、だれ に売るのか、

何を売 るのか、いろい ろな意 味でECに な じむ

もの、なじまない もの という整理を今始 めてい

ます。

以前、キャプテ ンのときに必死にな って勉強

して取 り組 んでみ ましたが、その結果わかった

ことは、これはい ろいろな方 法が ある中の1つ



だとい うことで した。実はECに ついて も、私

は、大 きな流れとい うのは否 定 しませんが、今

の方法でず っと行 くもの もあるで しょうし、変

わるものも、変えるもの もあるで しょう。や は

りワン ・オブ ・ゼムなんだろ うという気が しま

すが、最初 に言いま したように、一番今大きい

ことは、そ ういうことを踏まえて、国のため に

というと大 げさですけれ ども、一 般消費者教 育

を含めて、最終的にはそれが文化 などに育つ よ

うにしないと絶対にだめだろうと思 っています。

【石黒】 ありが とうございました。それでは、

最後に鈴木さん、お願い します。

【鈴木】 さっき近藤 さんが、 もう既に国際標

準 プラットホームが決まっているとおっしゃっ

ていま した ことで、 日本側か ら余 り要望 が出て

いない と誤解をされそ うなんで、少 し申 し上 げ

ます。早 くからアメ リカ、 日本、 フランスと、

ICの 中にどうい うプ ラットホームをつ くるか

ということについては随分関係者 の皆さん方 が

努力を されてお りまして、その結果が、今回V

ISA、 マスター、AMEX等 で ある程度の 国

際標準規格 が決まって きたということで、 日本

側の要 望が全然出てい ないということで は決 し

てないと私は思 ってお ります。 したがいまして、

一番最初に近藤 さんが お話 しにな ったように
、

現在の磁気 のカー ドで は、アメ リカの方が 日本

へ来て もATMか ら金 を出せ ないのですが、 こ

んな姿には今度は した くないなと思 っています。

これか ら新 しくできる ものについては国際規格

に合 ったものにすべきである とい うのが、前提

であろうか と思います。

それか ら、世界各 地で既に消費の世界でEC

が展開されているようにとられる と間違いだ と

思います。 この間マス ターカ ー ドで、小売業者

とか、 いわゆるマーチ ャントサイ ドの意 見を聞

きたい とい う会合がニ ューヨークであり、私 も

呼ばれて、意見を聞か れました。参加 してお り

ましたのが、エア ライ ンではアメ リカンエア ラ

インと、ブ リティ ッシ ュエア ライ ンと、 日本 で

は日本航空、ホテルは ヒル トンホテル、ホリデイ

イ ン、 日本 か らは全 日空 ホテ ル、 小売業 と して

は ウォール マ ー ト、 トイザ ラ ス、 サ ー クル系 、

それか らダ イエ ー とマ ク ドナ ル ド、 こ うい った

メ ンバ で、ECの1つ の手段 と してのICカ ー

ドにつ いて意見を言 って くれ とい うことで した。

は っき り申 し上げ ま して、 ア メ リカ側 は全部 反

対で、 ヨー ロ ッパ は全 部賛成 で した。マ ク ドナ

ル ドだ けが 、いわ ゆ るプ リペ イ ドカー ドにつ い

て はあ した か らで もや りたい と、 こうい う意 見

で した。 た だ、 ク レジ ッ トカ ー ドのIC化 につ

いて は 、そ れぞれ の方 々はす べ て 、今の シス テ

ムを変 える には大 変な コス トがか かる し、今 で

も十分 マー ケテ ィ ング もで きて い るので 、今 さ

ら何の ため に変 え る必 要 があ るん だ とい う意 見

で した。

ヨー ロ ッパ も、や りた いの は、 どち らか と い

うとプ リペ イ ドカ ー ドで、小 切手 にかわ る、 即

現金化 で き るカー ドです。 そ うい うことを考 え

ます と、今 バ ーチ ャル モール とい う形 で 、イ ン

ターネ ッ ト中心 のECは あ ら ゆる 国で進 んで き

てい る と思 います が、 リテー ル モ ール とか リア

ルモー ル と な ります と、 まだ 現在 では実 験の 段

階にす ぎません。

本年 の1月 で したか、 英 国 の スウ ィン ドン市

でMondexが 初めて実験を いた しま したが、 これ

も四、五千人程度の実験で した。、 その後 、オ ー

ス トラ リア でVISA、 マ ス ター が それ ぞれ ス

トアー ドバ リュー カー ドの実 験 を いた してお り

ます し、ア メ リカ では 来年 の ア トラ ンタ のオ リ

ンピッ クで 初めて 実験 を開始 す る とい う段 階 で

す。 日本 は 、先 ほ ど渡 辺局長 か らお話が あ りま

したよ うに、恐 ら く来春あ た り、プ リペ イ ドカー

ドにつ いて の大が か りな実験 が各 地で行 われ る

と思 い ます 。我 が社 もそれ に参加 すべ く、現 在

実験の プ ログ ラム を組 んで い る と、 こ うい う段

階です。

こ うして み ます と、実 際の 消 費行 動 に おい て

どの よ うに これ が 出て くるか を考 え ます と、 ア

メ リカ の場 合 はCATVや 双 方 向 テ レビな どか

ら、バ ーチ ャル モ ール な どに 移行 して き たよ う
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に思います 。ヨー ロッパでは何 といって もフラ

ンスが 、小 切手にかえてICカ ー ド、EP-R

OMで すが、そ ういうものを 出し、さらに ミニ

テル という簡易な電話 の接続機 というものを使

いま した。 これが フラ ンスでICカ ー ドが非常

に伸びた1つ の大 きな理 由だと思 いますが、そ

うな ってくると、個人がECに か かわるのは、

パソコンを通 じて とい うのが多い と思います 。

ダイエ ーの店舗で も、現在一番売れ行きの多 い

のはパ ソコンです。家庭でパ ソコ ンを御 利用 に

なる方 もか な りふえて きてお ります。 したが っ

て、最初に鳴戸 さんがパ ソコ ンとテレビと一体

とい うお話 をされ ましたが、 そういうものが家

庭用に出て くるのか、 あるいはフランスのよ う

に電話 に接続す る簡単 なもので、 電話帳 がわ り

になる とか 、ホー ムバ ンキングが できる とか 、

そうい った出発点か らだんだん消費者が慣れ て

いってバーチャル モールに参加 していくのか も

しれません。そういう点で、どの切 り口から入っ

てい くのが一番早い戦略になるで しょうか。

そ うい う面では、 これ からの展開 は難 しいと

思って おります。私がVISAで つ くづ く感 じ

ています ことは、世界の流れ に逆 らって もどう

しよ うもないとい うことです。VISA・ イ ン

ターナ ショナルの国際役員は約20人 ですが、私

が1人 反対 しても必ず19対1で 負 けて、 日本 だ

け孤立 とい うことは絶対あり得ません。 ですか

ら、世界の流れを よく読み、場合 によってはそ

れを先取 りしなが ら、その中に上手に入っていっ

て我 々の事業 として成功させていかなければ な

らない とい うのが、70歳 にな りま した私 の今 ま

でのい ろいろ苦労を したあげ くの結論です。 し

か し、 それ は私は正 しい道 じゃないか と、こ う

思 っております。

【石黒】 ありがとうございま した。

本当はこれ で議論をま とめて終わ りに しな け

ればい けな いのですが、それは皆様方におまか

せ して、私の 自分流の まとめをさせていただ き

ます。 大衆 というものをみる と、パソコ ンの端

末をア クセ スして双方向で情報を得るというこ

とにつ いて は、 よほ ど の便利 さが なけれ ば入 っ

ていか な い だ ろう と思 ってい ます 。 また 、既 存

のメデ ィア との関 係で 、競争 力を 考 えて い き ま

す と、 相 当 の努力 を しない と受 け入れ られ な い

だろ う と思 ってお ります 。そ うい う意 味 で は 、

マルチ メデ ィア フ ィー バ とか 、 サ イバ ー スペ ー

ス云 々 とい うような言 葉 のみ が お どってECを

議論す るの は非常 に危 険 だ と思 っ てお り ます 。

先ほ ど宮崎 さんか らキ ャプテ ンも ワン ・オ ブ ・

ゼムだ とお っ しゃ った よ うに 、 こ こで言 うEC

も、実 際の 商 売を や る立場 か らは ワン ・オ ブ ・

ゼムだ とい う基本認 識 に立 った方 が いい と思 い

ます 。

ただ 、 キ ャプ テ ン時 代 との 大 き な違 い は、

1,000万 円 とか数千 万円 した汎用 コ ンピュー タ の

よ うな もの が 、今 はボ ーナス で買 える ぐ らい の

価格 で 我 々の 目の前 に あ ります 。 その数 が非 常

に膨大 であ る ことを考 え ます と、 これが ビジ ネ

スに使 えな いか と考 え るのは 当然 のこ とです 。

あ とは 、ECに な じむ か、 な じま ないか とい う

御議論 もございま したが、結 論か ら言 うと、や っ

てみな けれ ば わか らな い とい うこ とに尽 きる と

思いま す。 標準 に おい て我が 国 も イニ シアチ ブ

を発揮 しな ければ いけ な い とい う ことは 、 ま さ

にお っ しゃ る とお りで 、逆 に言 え ば、 これか ら

や って みな が ら、我 々の答 え を見 出 して い くこ

とになる と思 います 。

それか ら、 ユ ーザ ドリブ ン とい う こ とを 申 し

上 げま した 。先 ほ どパ ラダイ ム シ フ トと い うお

話 があ りま したけれ ど も、我 々通 産省 自身の パ

ラダイ ム シ フ トを御紹 介 します と、今 回 のEC

のプ ロ ジェ ク トは 中身 は民 間主導 です。 それ か

ら、ユーザ とベ ンダが一緒 にな ってや るプ ロジェ

ク トで あ り、 これ は初 めてで あ り ます。 今 ま で

の、第5世 代 コ ン ピュ ー タ、 シグマ とい うもの

は、 コ ンピ ュータや ソ フ トウ ェア のベ ンダ中 心

でや ってい ま した。今 回は、ECに な じむサ ー

ビスを考 え るとい う目的で、ユ ーザ の方 々にや っ

て もらお う とい うこと です。 そ うい う意 味で 、

これか らの 通産省 の役 割は、 民 間 の方 々 の コ ン
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センサ ス作 りのお手伝 いをす るこ とだと思って

います。胴殻だけつ くって中身が ないという無

責任な 印象 もあるかも しれません が、それが今

回のや り方 です。林さんか らのオ ープンネ ッ ト

ワークなどの話は まさにNTTの パラダイム シ

フ トだ と思 いますが、通産省 自身 もパ ラダイ ム

シフ トを していますということだけ申 し上げて、

本 日の締め くくりにしたいと思います。

パネ リス トの皆様方、本当にどうもあ りが と

うございま した。それからまた、会場の皆様方、

御清聴ありがとうございました。(拍 手)

【司会 】 石黒コーデ ィネータ、そ して各パ ネ

リス トの方 々、長時間にわた り貴 重な御意見 を

承 りま して、どうもありがとうございました。

皆様、コーディネータ並びにパネ リス トの方 々

にもう一度拍手をお願いいた します。(拍 手)

それでは、 これを もち まして平成7年 度産 業

情報化 シンポジウムを終了させていただきます。

皆様、どうもありが とうございま した。

＼
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